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～だけど、この手を離さずに～
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　六神官は、かく語る。




「はや世界の陽は暮れて

　人みな絶望の淵ふちに佇たたずむ。

　神亡き大地に栄えはなく

　天は重く落ちたもう。




　波の果てには異界あり。

　神と神魔の遣つかわせし、境なり。

　神亡き大地に光はなく、

　地は深く閉ざされたもう。




　聖所に舞うは正にして邪、

　監かん獄ごくの守人これひとり。

　戒いましめはただ永久とこしえに続き

　苦難の失せることはない。




　人よ、能よく聞け。

　努ゆめ々ゆめ違たがえて侵すなかれ。

　そは命の狭間はざま、涙の谷。

　時も惑まどいし、魂たましいの最果て」








アリステア行伝





















　寒かった。

　怖かった。

　体中、あちこちが痛かった。




　さっきまで一緒にいたはずの弟の姿が、いつの間にかどこにもない。姉は……この世で一番大好きだった双子の片割れも、とっくの昔に見失ってしまっている。

　───最後に二人を見たのは、いつ、どこでだっけ？

　弟の手を握っていたのは、前の町を通り抜けたあたりまで。ざわざわとした人混みのすべてがこちらを向き、ひっそり非難しているようで、とても恐ろしかったことだけはよく覚えている。

　姉の手をつないでいられたのは、もう三日も前のことだったろうか。

　その時のことを、彼女はしばらくうまく思い出せなかった。

　大陸でもひときわ大きく一番豊かな都の、その宮殿の奥で誰かが自分たちを指さして叫んだのだ。

「あいつらを殺せ」

「一人も逃がすな」

「首を刎はねて道に晒さらすんだ」

　だから、姉弟は大急ぎで逃げた。

　とっても大切にしていた竪リ琴ラも琵琶バルバツドもすべて放り出して、とにかく急いで逃げた。右手で姉の手を左手で弟の手を引いて、とにもかくにも逃げ出した。

　なのに。

　いま、彼女の手はカラッポだ。

　二人と一緒にいられさえすれば、大事なものをすべて投げ出してもいい。そう思って走り続けてきたのに。

　彼女は泣いた。

　陽が暮れて、月が出て、また陽が昇っても一人で泣き続けていた。どことも知れぬ小さな町の、誰にも見み咎とがめられない池のほとりで泣き続けていた。

　そんな彼女が、それに気がついたのはまた月があたりを照らし出した頃のこと。

　自分の足下で、姉がこちらを見ている。

　お姉ちゃん、と、呼びかけるその前に。





　───何をしてるの？






　姉は訊ねてきた。





　───あなた一人で、何をしてるの？






　そうして、首を傾かしげる。





　───あの子はどこにいったの？　わたしたちの大事な弟は？　いちばん小さな、あの子は？






　知らない。どこかで見失ってしまった。

　そうは言えなかった。

　だって、姉は言ったのだ。

「さあ、二人は手をつないで」

「転びそうになったら助け合って」

　間違いなく、言われたのに。





　───なら、どうしてそんなところにいるの？　あなたにはまだできることがあるでしょう？　あの子と手を取り合って、やれることがあるでしょう？　……大人に、なれるのでしょう？






　哀かなしげに、姉は首を捻ひねる。

　自分と同じ黒い髪かみ、緑の瞳。その白い白い顔が、そのまま落ちた。ごとりという音が聞こえてくるのではないかと思うほど、あっさりと。

　彼女は悲鳴をあげた。足が震えて止まらない。

　そうだ……姉は死んだんだ。

　弟と自分を逃がすそのために、自ら命を差し出したのだ。

　金色の小麦の波、蒼そう穹きゆうに呑のまれて、落ちた姉の首……あれは、現実だ。あれが、現実だ。

　また溢あふれてくると思った涙は、もう出なかった。もはやすべて枯れ果ててしまったのかもしれない。

「あの子を探しに……いかなくちゃ」

　震える足を押さえつけ、力のない膝ひざを懸けん命めいに立て、彼女は立ち上がる。

「あの子だけは、守ってやらなくちゃ……」

　行く手に広がる町が恐ろしい。

　行き過ぎる人間すべてが刃やいばを隠し、自分を殺そうとしている気がする。小さな頃から気が弱く、いつも姉の背に隠れてばかりだった自分にとって、すべてが怖い。敵ばかりに見える。

　だけど、姉はいない。

　もう、この世のどこにもいない。

　そして、使命はこの身に託たくされたのだ。

　弟を守ること。

　大人になること。

　姉の見たかった世界すべてを……手に入れることを。
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　息をつめ、指先だけに集中する。

　粗そ末まつな麻の服で身を包み、ヨシュア・バレクは手にした網を握り直した。山間部で取れる竹で作られたそれは、ちょっとした槍やりを思わせる長さであり重量。水の重さも相まって、鍛きたえ抜ぬかれた彼の手にもいくらか余る。ぷるぷると震ふるえる両腕に力をこめ、ヨシュアはなおもその網を水面へ差し出した。

「お、いいぞいいぞ。そのまままっすぐ！」

「下から掬すくうと水の重さで耐えられませんから、横からそっと」

「この修道生様、なかなか器用だなあ。いつ神官修行辞やめても食うには困らんね」

　彼の背後では、素そ朴ぼくな身なりの男たちが、やはり網やら紐ひもやらを手にして声を上げている。民の期待に得意の笑顔で応えたいのはやまやまだし、褒ほめ言葉にしては聞き捨てならぬものが混じっていた気もするが、とにかく目の前の仕事を終えないことには。

　息をつめ、更に指先に集中する。

　目め指ざす獲え物ものは、この泉の主ぬしと呼ばれる巨大な魚だ。日頃は水底を悠ゆう然ぜんと泳いでいるだろうそれが、水門の柵さくに引っかかり苦しげに鰭えらをはためかせ続けていた。それがまた絶妙に絶望的な位置であり深さであったため、誰もそいつを救い出し、水の流れを戻すことができぬまま、既に一週間近くが過ぎているという。

　───つまり、城じよう壁へきが崩くずれた直後から、ずっとってことだよな。

　あの魚には同情を禁じ得ない。が、それ以上に問題なのはこの水門の開閉ができないために、町への水の配給が滞とどこおりがちであるということだった。この泉……いや、既にちょっとした湖といって差さし支つかえないサイズのここは、『塔とう』と民の暮らしに必要不可欠な給水場。このオアシスでもっとも重要な拠きよ点てんのひとつである。

「なんせ主でしょう？　石かなんかぶつけて殺しちまうわけにはいかないし、そもそもそれだといずれドでかい骨があそこを塞ふさぐだけだろうし」

「釣り糸で引っ張る方法はどうかって？　もちろん試してみましたよ。でも、簡単には食いついてくれないし、うまくいったとてあの重さでしょう？　糸も紐も保ちませんで」

「舟を出して掬おうにも、あのへんは中ちゆう途と半はん端ぱに浅くてね。舟底がつっかえそうでどうにも」

「かといって、ここは神聖なご禁制の泉。我々、一般庶民が泳ぐのは禁じられてますし、あのへんの淵ふちは流れが速すぎて危険ですからねえ」

　泉の守り人たちの訴うつたえをひとつひとつ聞いて、ヨシュアは「水門のなるべく近くから、長くてでかい網で魚を掬う」というごくごく基本的な手法に挑いどむこととなったわけだが。

「うぐぐ、重い……届きそうで届かない……」

「修道生様、頑がん張ばって！」

「あ、あの、僕の火妖であの魚を消し炭にしちゃうというのは……」

「魚といっても相手はここの主ですよ？　そんな罰ばちあたりな」

「ぼ、僕らの教えでは亡神と神魔以外の生き物の神性は認めていないし信しん仰こうの対象にしてもいないため、あれはただの魚……」

「なんてことおっしゃいますか。そもそも、この泉で明日、お清めの儀ぎ式しきをなさるんでしょう？　そんな神聖な場で殺せつ生しようしてよろしいんですか？」

「よ、よろしくはないですね……やっぱり……」

　眩まぶしいまでの正論に、太た刀ち打うちするすべなどない。仕方がなく、ヨシュアは腕に腹に力をこめ頑張り続けた。

　ふんばる彼の視界の端はし、池のほとりの木の枝で、さっき脱いだばかりの修道服がはたはたと揺れていた。栄光の青い肩布タリートも、どこか所在なく風に吹かれている。その合間、木々の枝と光る水面の向こうには、五つの塔が見えていた。

　陽はゆるゆると傾かたむき、数多い塔の部屋に灯ともし火びがひとつまた一つと入れられ始める時分。いつもなら砂漠に聳そびえる火柱の如ごとき目ま映ばゆさを誇ほこるそれも、あの日からひどくひっそりしている。

　あの日。

　七日前、月の夜。

『星せい紺こんの塔』が築き上げ、五○○年の長きにわたって堅けん牢ろう強固を誇ったオアシスの城壁が落ち、その首しゆ謀ぼう者しやペルスカ・ネ・ネルヴ姫が砂さ塵じんに帰した───あの悪夢の日。

　以来、ヨシュアたち修道生は誰ひとりとしてまともな修練を受けていない。朝な夕なと祈りの声が響いていた礼れい拝はい場じようは閉へい鎖さされ、修行の場にも人影が絶えて久しい。塔の施し設せつの維い持じや修しゆう繕ぜんに当たる最低限の人員以外、すべての導どう師し、すべての修道生たちがこうして町へと出て働き続けている。

　怪け我がの治ち療りようには水妖使いが重ちよう宝ほうされ、瓦が礫れきの撤てつ去きよや各地との連絡役には風妖使い、城壁の修復や建物の再構築にはむろん地妖使いが活かつ躍やくする。ヨシュアのような火の属性の、しかも、中途半端な位階の神魔しか扱えない者は、様々な任務を臨りん機き応おう変へんに与えられていた……といえば聞こえはいいが、つまり、その場その場でお呼びがかかった雑用に駆かり出だされている。

「ささやかな仕事であっても、民に求められるのならばいって役立たなくてはならない。それが、神官というもの」

　もはやその権けん威いは城壁と共に地に落ち、滞りなく修行を行えるようになるのがいつになるのか見当もつかぬ現状ではあるが、『星紺の塔』はやはり『星紺の塔』。この時この場に至ってもその理想を曇くもらせることは一切なく、修道生たちを過か酷こくな現場へと次々と放り込み続け……本日、ヨシュア・バレクはこうして泉のほとりで網を片手に奮ふん闘とうを続けているのだった。

　やがて、一五分ほどのち。

　ばっしゃん！

　ヨシュアの網の先で、魚が力強く跳はねた。それは大きく身を捩よじり、鱗うろこをきらめかせて激しく水をしぶく。

「よし、外れた！」

　人々の歓声が重なるさなか、ヨシュアはただならぬ事態へと陥おちいった。緊きん張ちようしていた腕と網から力が抜け、それが彼のバランスを大きく突き崩す。悲鳴をあげる間もなく、ヨシュアの姿は赤い残像だけを残して水の中へと引き込まれていった。

「わー！　修道生様が落ちた！」

「同じところに引っかかったら、また外れなくなるぞ！」

「誰かロープ持ってこい、ロープ！」

　水面上を行き交う絶叫はヨシュアには届かない。あっという間に早瀬に呑まれ、呼吸すら覚おぼ束つかなくなる。

「げふ、ごふ、ごぼぼぼっ」

　口から肺から抜け出ていく空気の音だけが鮮烈で、本当に例の魚の二の舞になるのではと思われたが、幸さいわい、彼には丈夫な二の腕があった。急流に巻き込まれる直前で、ヨシュアは視界の端にちらりと見えた石だか岩だかを必死に摑つかんだ。

　───やった！　手応えがある！

　力いっぱいめいっぱい、握りしめる。

　すると。

　岩はぶるりと大きく震え、一段と視界が深く水中へと沈んだ。まずい、と思ったときは既に、ヨシュアの体は広大な池の中心近くの、更に深層へと引き込まれていた。

「わー！　あの修道生様、主を素す手でで摑みよった！」

「さすがだなあ」

「いや、あれガチで溺おぼれてるのと違う？」

「で、でも、俺たちは水の中に入るのは禁じられとるし……」

　池の端、わあわあと騒ぐ人々の声がどんどん遠くなる。それに比例し、彼の意識もまた遠くなっていった。

　───いや、こんなところで死んでる場合じゃないし！

　自分の命は妻の……大神魔スーリィンのものでもある。永遠とも言われる己の寿命を擲なげうち、人である自分と婚こん姻いんの契けい約やくを交わしたため、彼女はヨシュアが死ねば共に死に至るという業ごうを背せ負おった。

　その日以来、ヨシュアにとって長生きは願望ではなくて義務だ。どんなに頑張ってもあと五○年六○年がせいぜいだろうが、それでも、こんなところであっさり溺でき死しするわけにはいかない。

　───くたばってたまるか！

　そう思った瞬間、ヨシュアの四し肢しは力を取り戻した。体を肺を圧する水に逆らって、必死に手足を動かし水上を目指す。

　やがて、水面が大きく割れ、体内へどっと空気が入り込んできた。

「た、助かった！」

　歓喜に満ちた彼の叫びに、ほっとしたような人々の声が重なっていく。

　しかし、その中に。

「……何やってるの、劣等生？」

　呆あきれ返かえったといわんばかりの問いかけが混じっていた。いったいいつの間にここへきたのだろうか、碧へき眼がんに疲れたような色を浮かべたティエルが彼を見下ろしていた。

「なにって、溺れてたんですよっ！　死にかけてたんですよっ」

　憤然としたヨシュアの答えに、

「まさか」

「けっこう難なん易い度ど高いと思うけどさ。そこで溺れて、しかも死ぬのって」

「まあ、でも……人間、いざとなったら足首の高さの水位でも溺死するって、おいら聞いたことありますし」

　ギレアドの短い嘲ちよう笑しよう、ラキシュのからかうような笑み、セームの取りなすようでいながら困こん惑わくを含んだ笑いが次々に降ってきた。

　ヨシュアはなおも言いい募つのろうとし、ふと膝ひざを立てた。なんの抵抗もなく、それは動く。そのまま上半身を引き起こす。今度も簡単に四肢は動いた。

　そうして恐る恐る立ち上がったヨシュアの足下、あれほど脅きよう威いに思えた水面は膝よりほんの少し高いところでしかなかった。
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「つ、疲れた……」

　まだ水分を含んだままの赤い頭を抱え、ヨシュアは広いテーブルへと突っ伏す。目の前にはいちおう料理が積まれているが、あまりの疲労にまったく食欲がわいてこない。他の面々もご同様らしく、ぐったりと椅い子すにもたれたままなかなか手を伸ばそうとしなかった。

　中央の塔とう内の食堂。修道生たちの食を支えるここだけが、塔内で以前と変わりなく機能し続けている唯一の場であった。町のあちこちから帰ってきた少年少女たちが規律正しく食卓を囲んではいるが、いつものような笑顔やさざめきはなりを潜ひそめてしまっている。

「わたし、今日も二、三○人ぐらいの人を診みたわ……最後の方、あのリムリーがすっかり無口になっちゃったぐらいよ……」

「俺は城じよう壁へきと『塔』を行き来して、アヴィ飛ばした……」

「おいらなんて、おいらなんて！　南門の瓦が礫れきの撤てつ去きよを延々と！　お嬢じよう様さまのいらっしゃる治ち療りよう所じよからどれだけ離れていたと思いますっ？　信じられない！」

「あたしはさー、おまえ神殿育ちだから馴なれてるだろって言われてさー……」

　みなそれぞれに苦労があったようだが、

「明日の葬そう礼れいの儀ぎの準備を……」

　最後に呟つぶやいたラキシュの台詞せりふに、「ああ」と、全員が力なく頷うなずく。

　オレンジ色の頭を、ヨシュアは黙ってひとつ撫なでた。何か言ってあげたいが、労いたわる言葉などとうていみつからない。

　事件が起きて、明日で八日目。

　城壁の崩落に巻き込まれ、助からなかった無む辜この民は総勢五四名。その多くは城壁の警けい備び兵へいであったが、壁かべ近くの商店や宿の者、運悪く通りかかった旅人などもいたという。

　むろん、重軽傷者の数はこの比ではない。

　町は混乱し、流通も途と絶だえ、人々の暮らしに余力は一切ない。本来であれば葬式などというものは個人単位家族単位で執とり行おこなわれるのだが、それでは間に合わないと『星せい紺こんの塔』がすべて取り仕切り、明日の夜ようやく開かい催さいされる運びとなったのだった。

「いつになったら、いつものオアシスに戻るんですかねえ」

　苦しげにセームが目を伏せた。

「一週間も修行してないなんて、おいらたちが『塔』に入ってから初めてのことですよね」

「わたしたちが、どころじゃないと思うわ。たぶん、『星紺の塔』が始まって五○○年間一度もなかったんじゃないかしら」

「前ぜん代だい未み聞もん」

「ここの城壁が崩れ落ちたの自体、『塔』開かい闢びやく以来のことですしねえ」

　重苦しい溜め息を吐き出し、一同はいっそう深くうなだれる。

「今日の泉の件も、劣等生が浅いところで溺おぼれかけましたってところだけ聞くと笑い話だけど……本来、もっと深かったところが急に浅瀬になってるっていう事態なのよね」

「割と深刻」

「ですね」

　力をこめて、ヨシュアは頷く。

「城壁の瓦礫があちこちの泉に沈みまくって、水位や流れが変わった結果がアレですからねえ」

　このオアシスに点在する多くの泉。そのほとんどが細い水路や地下経路で繋つながっている。大水妖エステールが砂漠の岩がん盤ばんを打ち抜いて噴き出させた最初の水源を、町の隅すみ々ずみまで行き渡るようにと人の手で整えていまの形となったためだ。どこか一カ所二カ所が滞とどこおったぐらいではなんともないが、今回の災さい厄やくの規模は先人たちの想定を遙はるかに超えてしまっていたらしい。結果、哀あわれな魚を巻き込み、ヨシュアも醜しゆう態たいを晒さらす羽は目めに陥おちいった。

「このオアシス、これからどんどんいろんなところにガタくるんかなー」

「砂嵐の季節までに城壁を塞ふさいでしまわないと、人はともかく植物が保たないっておいらは思います」

「人手もお金もたくさんいるんでしょうねえ、完全修復までにはきっと」

「格安の労働力っていったら、やっぱりあたしたち修道生ってことになんの？」

「や、やめてよ！　わたし、肉体労働なんてしたことないし、さっさと修行して五年で卒業したいわ！」

「おいらもです」

「俺も」

　僕だってそうだ、と、ヨシュアも続きたいところではあったが……今回の事件に自分の姉、リベカ・バレクが絡んでいるらしいだけに口にするのは憚はばかられる。

　故国の再興を願って、暗あん躍やくしたペルスカ・ネ・ネルヴ。その彼女に武器や金を提供し、オアシス内へ手引きしたのは赤せき晶しよう旅りよ団だんの頭目、リベカ・バレクだった。他ならぬ、ペルスカ自身がそう告白したのだ。

　ペルスカは禍まが々まがしい彩いろどりの紅玉を額ひたいに掲かかげ、巨人と変じて城壁を破壊し、死して大量の砂と化した。いまここにいる全員の苦悩の根元は、すべてヨシュアの姉にあると言っていいだろう。

　愚ぐ痴ちるだけ愚痴って、少しだけ気が済んだのか、ラキシュは目の前に積まれた料理のひとつを手に取った。無む造ぞう作さにそれを口に運び、

「まっずー！」

　より打ちのめされたというように絶叫する。

「なにこれ、まずい！　いつもおいしくないけど、輪をかけてまずい！」

「仕方がないでしょ」

　溜め息まじりでティエルもまた、目の前のスープに手をつける。

「葬礼の儀ぎ式しき前の夜だもの、神官はお肉や魚を食べるのは厳禁。野菜や穀こく物もつも塩以外は使っちゃダメなんだから」

「そんなの知ってるよ。知ってるけど、だからってこれはないだろ！　うちの神殿でだってもうちょっとマシなもん出してたよ！」

「でも、ちゃんと食べないとダメですよ」

　やはり浮かない顔で、セームが匙さじを動かす。

「明日は朝から清めの儀式です。夜に行われる葬礼の時間まで、三回も泉にいって体を洗わないといけないし、その間、食べてもいいのはキリガの実だけ」

「あれ、猛もう烈れつ苦い」

「知ってるよ判わかってるよ！　でもさー！　ちょっとおっさん、エレミヤさん呼びつけてクレームつけてっ」

「エレミヤ、いま台所にいませんよ」

　既に苦い実を口に含んだかのような表情で、ヨシュアは返す。

「ダルタス様の護ご衛えいで町の宿に」

「あー、そっかあ。太守様もまだここにいるんだったっけか」

「すっかり長居になっちゃったのね。お国の方は大丈夫なの？」

「さあ。有能な官かん僚りよう揃ぞろいの国ですし、それぐらいではびくともしないと思いますが……まず何より、ダルタス様のご心境として動けないし動かないのでしょう」

　死者五四名のうち、四名がダルタスの随ずい身じんたちだったことをヨシュアと子供たちは知っている。彼らが亡くなったのが壁の崩ほう落らくや巨人による破壊ではなく、太守の暗殺を企たくらんだペルスカ・ネ・ネルヴによるものということも。

「ったく、あのバカ女がよけいなことしたばっかりにさあ。ネイラ先せん輩ぱいもさあ……懲ちよう罰ばつ塔とうからぜんぜん帰ってこられないし」

「もうそろそろ出してあげてもいいと思うんだけども。だって、従姉いとこが悪いだけで彼女のせいってわけでもなかったんだし」

　現五年の首席にとびきり厳しい態度をとり続けてきた二人の少女すら、どこか同情まじりでそう呟く。心根優しい少年たちはもっと深刻な面おも持もちで、手にした匙をぱたりと食卓に置いた。

　そうして、なんとなく降りた沈黙の横、

「明日の装しよう束ぞくの準備はできてますか？　足りないものがあったら早急に申し立ててください」

「え？　帽ぼう子しのサイズが合わない？　どうせ頭に載のっけるだけなんだし、うまく誤ご魔ま化かして」

「靴くつの点検も怠おこたりないように。夜の砂漠を歩くんですから気をつけて」

「おーい、旗持ち係のやつはすぐに中央の塔へ集まって。導師からお話があるから！」

　小さな石せき盤ばんにしたためられたチェックリストを片手に、上級生たちが慌あわただしく食卓の合間を巡っていく。

　たいていは赤い肩布タリートの五年生で、中にはあのアフェク・ユハスの姿すらあった。

「雑用するアフェク先輩て、貴き重ちようじゃね？」

「見たことないわよね、確かに。たいてい一人でそっくり返って喚わめいてるだけだし」

「い、いや、あの方だって最初から最上級生だったわけじゃないですし、昔は少しぐらい……たぶん」

「想像つかない」

　暴ぼう虐ぎやく王おうの背を遠くに眺ながめ、同級生たちは一様に息を潜ひそめながらも、口さがなく続けた。

「この間、あたしの持ち場に来てたよ。でも、現役神官のやり方に『無む駄だが多すぎる。もっと頭を使え。時間も金も有限なんだって判っているのか、この阿呆が』とか文句付けたせいで、すんげー大おお喧げん嘩かになってた」

「あら、わたしのところにも来たわよ。位階の高い水妖をがんがん喚よび出だして使ってくれたんだけど、軽傷の人に向かって『そこらの薬でどうにかなるのならそうしろ、貴様が俺の手を煩わずらわすことで他の者が助からなくなってもいいのか、この見境なしの人殺しめが』て言ったせいで大騒ぎになっちゃって」

「おいらのところには真っ先においでになりましたよ、修道生の中じゃトップの地妖使いですもん。でも、やっぱり着任するなり現場監かん督とくさんと揉もめてましたね」

「ある意味、絶好調」

「君たち、先輩の話となると妙にイキイキするんですね……」

　ヨシュアは少しだけ苦笑し、また安あん堵どする。アフェクには悪いけれども、いつもの調子であれこれ言い立てている彼らを見ていると、本当にほっとした。

　───それを思ったら、僕が浅瀬で溺れたのもそう悪くはなかったかな。

　とりあえず、あの時の彼らは笑っていた。

　それは久方ぶりに見た、四人の笑顔だったのだから。
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　さらら、さらさら……。

　砂の音が聞こえる。崩くずれた城じよう壁へきの向こう、乾期の風に乗ってやってくる、静かな……しかし容よう赦しやのない侵入者。その音が、この道を……『星せい紺こんの塔とう』とオアシスの正門を繋つなぐ目抜き通りに響ひびくのを、ヨシュアは初めて聞いた気がする。

　まして、いまは夕刻の頃。

　日頃ならば仕事帰りの人々が家へと急ぎ、あるいは夕の食事や一杯の酒を求めて、陽気な足取りで行き交っている時分というのに。

　無人、というわけではない。

　むしろ、これまで見たこともないほど多くの人が通りには溢あふれ返かえっている。

　白い装しよう束ぞくには揃そろって黒い肩布タリート、いつもは被かぶらぬ嵩かさの高い鍔つばなし帽ぼうを被り、灯ともし火びを掲かかげて進む、修道生たちと神官たち。深く頭こうべを垂れた人々がぎっしりと沿えん道どうを埋うめ尽つくしていた。

　彼らの足下、精密に組まれた石いし畳だたみはひび割れ、かつて商店や人家であったものが瓦が礫れきと化して折れた柱を晒さらしている。その向こう、オアシスの城壁に至っては、かつての偉い容よう、巌いわおのように聳そびえる様など思い出すことも難しい有り様だった。

　今夜は、葬そう礼れいの儀ぎ式しき。

　朝から例の泉で水を浴び、体を清めまくったために、灯火を握る指先がかじかむ。だが、吹き付ける風と人々の沈んだ眼まな差ざしの方が、いっそうヨシュアには冷たく痛かった。

　そのまま、無言の行進は崩れ落ちた城壁を越えていく。現職の神官たちと導どう師し陣じんの後に続くのは、日頃は赤い肩布タリートを纏まとっている最高学年の面々だった。本来ならば彼らを先頭で率ひきいるのは、現首席であるネイラ・ネ・ネルヴであってしかるべきである。が、彼女は今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやと縁えん続つづきであるため、この葬礼の儀の列に連つらなることすら許されなかった。

　それがまた一段と、ヨシュアの心を痛めつける。きっと彼女はこの場に立ち、祈りを捧ささげたかったことだろう。自分なんかよりもずっと。

　さら、さらさら、さらら……。

　オアシスの外では、いっそう砂が賑にぎやかだ。夜は深まり、風はなお速い。

　淡く青白い月光が、しかし隅すみ々ずみまで、広がる惨さん状じようを暴あばいていた。

　やがて、人々は足を止める。

　オアシスから三○分ほど離れた砂丘の中、黒々と地が抉えぐられた一画がある。かつては『恵みの坑あな』として多くの宝を人々にもたらしていたその底に、いまは白い棺ひつぎが五四、きっちり等間隔に並べられていた。

　巨大な坑の縁には、沈痛な面おも持もちの人々が集っていた。一様に白い服を纏い、黒い弔とむらい用の布を目ま深ぶかに被った彼らは、棺で眠る人々の縁者。それだけにその嘆なげきは深く、泣く声が砂の音を圧おして響き渡っていた。

　ようやく辿たどり着ついた神官たちは彼らにそっと近づき、その手に灯火や香油を持たせる。遺族たちは震ふるえる指先で坑の底へと油を放ち、次々に灯火を投げ入れていった。





　───いまとこしえに安らぎを

　　　　陽は翳かげり、月は果てる

　　　　いまとこしえに離り別べつのとき






　白い棺が紅ぐ蓮れんの炎に呑のまれたのを合図に、修道生たちがいっせいに弔歌を奏かなでだした。琴リラもない。琵琶バルバツドもない。風と砂音だけを伴ばん奏そうに、歌は続いていく。





　───褒ほめ称たたえよ、末々までも

　　　　憂ゆう世せいの風ははや去りて

　　　　絶えざる光、その道を照らさん






　しめやかな歌声に、遺族たちの嗚お咽えつと号泣が重なった。その涙の群像の中、ひときわ背の高い男の姿がある。ヨシュアのところからはあまりに遠く、その面立ち、その表情は見通せない。が、力なく落とした肩の線と弔い布からこぼれる漆しつ黒こくの前まえ髪がみに、見覚えがあった。

　───ダルタス様……やっぱりいらしていたのか。

　彼こそが、ダルタス・ル・ルステラ。西の大都市国家ルステラの若き主あるじである。『塔』の招きに応じてこの地を訪れ、その替え玉を務めた将校を始め、随ずい身じん四名をペルスカ・ネ・ネルヴに殺害された。

　風土や輸送技術の限界により、この大陸では異国で客かく死ししたものの遺体がそのまま故郷へ帰されることはまずない。たいていはこうして荼だ毘びに付され、骨と遺品だけが無言の帰還を果たす。ダルタスは己の身代わりとして黄よ泉み路じを辿った臣下をこの地に残し、ルステラへ戻ることはできなかったらしい。かの武人たちの遺のこしたものを自ら携たずさえて旅立つつもりなのだろう。

　───あの方らしい。

　神官たちとその見習いの掲げる火が、砂漠の夜の底を淡く彩いろどる。ゆらゆらとかぎろうそれに、世界はひどく歪ゆがんで見えた。

　───リベカ、どうして。

　何回、何百回と唱となえてきた疑問符が、またヨシュアの胸の内を深く塞ふさぐ。

　ダルタスがどうしても許せないというのなら、彼一人を狙ねらえばいいものを。

　ルステラ太守の一行がかの国を出立したのは、発表会の三週間も前だと聞いている。その長い旅の途中、太守たちを狙う機会はいくらでもあったはずだ。

　なのにいったい何故、難なん攻こう不ふ落らくと謳うたわれた『塔』の城壁を落とし、オアシスの人々に犠ぎ牲せいを強しいた？　ダルタスともルステラとも無関係な人々の暮らしを破壊し、この大陸の礎いしずえである『星紺の塔』の権けん威いに傷を負わせた？

　もしや、もう彼女は誰でもいいのだろうか。ただただ平穏無事に生きる人々すべてが憎く妬ねたましく、彼らを傷つけずにはいられないとでも言うのだろうか？　姉は、そこまで捻ねじ曲まがってしまったのだろうか？

　───それとも、何か。他に意図があるとでも？

　そうだと言って欲しい。

　弔いの祈りが響き合う中、ヨシュアは願う。たとえそうであっても、リベカの犯した罪が軽減されることなどはないだろう。五四人もの命は、どうやっても還かえらない。遺族の哀かなしみが薄れ癒いやされる日はいつか訪れるかもしれないが、彼らの世界が壊れた瞬間をなかったことになどけっして出来はしない。

　しかし、それでも。

　あのリベカが……かつては引っ込み思じ案あんでひたすら優しかった義理の姉が、ただ憎しみにかられるまま無益な凶行に走ったのだとは、どうしても思いたくなかった。

　月がまた少し傾かたむく。

　風に吹かれ、灯火が頼りなく揺れる中、ふと、ヨシュアは夜空を仰あおいだ。

　獣の爪にも似た細い今こ宵よいの月の、光は細く頼りない。その淡い輝きを、何かが横切っていく。

　鳥だ。

　砂漠には珍めずらしい、小さな鳥。

　あまりの高度に、色は知れない。だが、その姿はヨシュアにはとても馴な染じんだもの。己の四し肢しよりも慕わしく親しいもの。

　だが、それがそこにあること自体が信じられないし、信じたくない。

　誰もが俯うつむき、地の底をそこで這はい躍おどる焰ほのおをみつめている中、ヨシュア・バレクは緑の眼を瞠みはり、

　───スーリィン。そんなところで、何してるの？

　ひとり、小さく呻うめいた。
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「何って、散歩よ。夜の散歩」

　深夜。葬そう礼れいを終えて自室へ戻ったヨシュアに、彼の妻はそう答えた。

　あまりにもこともなげな言い草に、彼もうっかり「あ、そうですか」と話を打ち切りそうになったぐらいである。

「いやいや、待って。なんであんなに人目がいっぱいあるところに散歩に出てきたわけ？　ほとんどの人が下向いてるような儀ぎ式しきだったから助かったものの……君が大神魔だって気がつく人がいくらいてもおかしくない場なんだよ？」

　そんなことのために、彼女を例の首飾りから出し、自由行動を認めたんじゃない、と、ヨシュアはいつになく厳きびしく言いい募つのった。

　先の成果発表会の間、注目を集めに集めた貴婦人の姿が、いきなりぱったり消え失せたら、妙な憶おく測そくを呼びかねない。そうエレミヤに説得され、ヨシュアはスーリィンがダルタスの宿へ顔を出すことを渋々ながらも許した。

　最初はそれはもう心配した。奔ほん放ぽうな妻が何かしでかすのではと見送る度たびに胸が塞ふさがれた。

　けれど、かの太守を嫌っているせいもあってか、彼女は豪ごう華かなその宿でおやつを好きなだけ食らってはさっさと塔とうへ帰ってくる。その旺おう盛せいな食欲でルステラの国費を圧迫する以外の悪事は一切働かず、まっすぐと。

　───僕が「おかえり」なんて言う立場になったの初めてだから、ちょっと喜んでたのに！　窓辺にスーリィンが降り立つのを見ると、なんかときめくなあって割とひたってたのに！

　それだけに、ヨシュアの声は自然と熱を帯び鋭するどくなってしまう。

「だって」

　夫の叱しつ責せきに、妻も負けてはいない。眉まゆを吊り上げる彼の前、膝ひざを揃そろえて座ったスーリィンが思いっきり唇くちびるを尖とがらせた。

「リベカがいつどこからやってくるか、まるで知れぬのであろう？」

「まあ、そうだけど」

　豊かな肢し体たいをよじって抗こう議ぎする様までもが可か愛わいらしく、ついつい緩ゆるみそうになる表情をヨシュアは力いっぱい意識して引ひき締しめ頷うなずいた。

「あんなに多くの者どもが集まる場所に何か仕掛けられでもしたらなんとするつもりじゃ！」

「なんとするって言われても……正体顕あらわせない以上、君だってどうにもできないでしょうが」

「そ、そのへんはうまくやるわ！　あのろくでなし太守を盾たてにするとかっ」

「ダメです、それ絶対」

　いっそう厳しくぴしゃりと言い、それからすぐにヨシュアは溜め息を吐き出した。

「気持ちは嬉うれしいですけれども、スーリィン。ほんと、僕の心配は無用ですから、おとなしくしてて」

「そなたはいつもそーいうことばっかり申すが、実際、大丈夫だった例ためしがほとんどなかろうがっ。特にここ最近は！」

「うっ」

　鋭い妻の指し摘てきにヨシュアは言葉に詰まったが、ここで折れるわけにはいかない。スーリィンはスーリィンでぎゅうううっと唇を引き結び、可愛らしい目元を険けわしくしてヨシュアを見上げてきた。

　視線を外したら、負ける！

　そんな覚悟が両者の眼まな差ざしをより尖らせ、夫婦の間を一いつ触しよく即そく発はつの空気が満たした。

　ガタ、ガタ……。

　それを更に震ふるわせるかのように、板窓が激しく軋きしみ音を立て始める。最初は風の音に聞こえたそれだが、次し第だいに高く規則正しい音となっていく。

　二人は揃って窓へと目を向け、争うようにそれを開いた。

「うるっさいよ、エレミヤ！　もうみんな寝てる時間なんだけどっ」

「そなたの相手は昼にさんざんしてやったろう？　さっさとどこかの尻軽の寝床にでも去いぬるがよいわっ」

「……俺よりおまえさんたちの方が、ずっとうるさくない？」

　弓を構えたルステラの間かん諜ちようが、呆あきれた声で言い返す。見ると、夫婦が荒々しく開いた板窓には三本の矢がぴったり等とう間かん隔かくに刺さっていた。相変わらず見事な手並みだが、それを褒ほめる者も誇ほこる者もその場にはいない。

「なんなの、夫婦揃ってそのヒステリー。珍めずらしくこちらからお伺うかがいしたってのにさー」

　広い肩を小さく竦すくめ、エレミヤは背後へと視線をくれた。

　そこには、もう一つ影がある。

　黒い髪かみ、黒い瞳。ひょろりとした長身を黒いローブに包んだその男は、件くだんの太守。ダルタス・ル・ルステラ、その人であった。

「ダルタス様？　なんでこんなところにっ？」

　ヨシュアは慌あわてふためいた。

　部外者がけっして入れない『星せい紺こんの塔』の中庭、しかも、こんな夜よ更ふけにどうして彼が？　ありえない事態だ。諍いさかいは一時横に置き、彼は妻をせき立てて地へ降り立った。

「やあ、ヨシュア。どう、これ？　ここの導どう師しに見えるかな？」

　黒く長い服をひらひらさせて、彼はひとつ笑う。

「さ、さあ、どうでしょうか……」

　ヨシュアは慎しん重ちように言葉を選ぶ。正直、単なる布を被った人にしか見えない。

　しかし、そんな姿形はともかく。

「いったい、どうやってここへ？　もう門は施せ錠じようされ、本職の神官ですら出入りは難しい時刻ですのに」

「簡単だよ。お金とそれのたくさんくっついてる権力を持ってるとね、たいていのことはなんとかできるものだから」

　邪気のない笑みでまっすぐ言い放たれ、ヨシュアは膝から力が抜けそうになった。

「ま、まさか、今度は導師のコスプレをなさりたいから、わざわざいらしたとか……」

「さすがに、それはないよ」

　言いながら、太守は少しだけ表情を改めた。

「『塔』側にちょっと面めん倒どうなお願いごとをしなくちゃならないから、呼びつけるのも悪いかなって思って」

「面倒な」

「願いごと？」

　夫婦で台詞せりふを分け合い、揃って首を捻ひねる。

　うん、と鷹おう揚ように頷き、ダルタスは続けた。

「ルステラに帰るのに人は減ったし、その他いろいろ道中不安だから、神官を何人か貸して下さいって」

「そんな、無理ですよ」

　なにせ、オアシスはいま上へ下への大騒ぎ。修道生のヨシュアたちすらこのザマなのだ。本職神官は既に一人残らず過労死寸前で、砂漠に連れ出すなど不当労働を越えて処刑同然である。

「そう。無理だね。きっとそう言われると思うよ。だから、次じ善ぜんのおねだりをしておいた。なら、せめて修道生を貸して下さいって」

　にこやかに、ダルタスはおやつのメニューでも読み上げるような気楽さで付け足した。

　一番できる子と、一番できないけど身内同然の子を、と。
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　金とそれのたくさんくっついている権力があれば、たいていのことはどうにかできる。

　それもまた世の真理であると、ヨシュアは思う。

　───けど、今回ばかりは無理じゃないかなあ……。

　金は欲しいが公権力には屈しない。

　それが、神官本来のスタンスであり、『星せい紺こんの塔とう』のモットーである。まして、誰も彼もが多忙なこの時期、自分はともかくアフェク・ユハスを借り出すことなど、許されそうにもない。

　だが、ダルタスはダルタスで必死なのだ。

　むろん、人手が足りないというのが第一。そして何より、一連の事件にルステラを怨おん敵てきと目する武装集団が絡んでいて、その足取りがまったく摑つかめていないのが最大最さい難なん関かんの問題である。できることなら帰国の途とにつくまでに、頭目リベカ・バレクを誘おびき出だして決着してしまいたい。

　そのためにも、義弟ヨシュア・バレクを手元に置いておくことが必定……そう、彼は考えているのだろう。

　ダルタスの権力と必死さ、『塔』のプライドと都つ合ごう。いったいどちらが勝るのか……その答えは、深夜の訪問の翌日に出た。昼食後すぐ、担任導どう師しであるモアブ・テイマから「自室へ来るように」と緊きん急きゆうの呼び出しがかかったのだ。

「今度の『見聞の旅』についてなのだが」

　埃ほこりっぽい部屋の中、いつにも増して重苦しい口調で、モアブ導師は切り出した。ヨシュアは意味がとっさに飲み込めない。大きく目を見開いて、恩師をただみつめた。

「今度の『見聞の旅』についてなのだが」

　ヨシュアがはっきり反応するまでは同じことを繰くり返かえすつもりなのか、モアブはさっきと違たがわぬ台詞せりふを、いささか強く吐き出した。

「『見聞の旅』……と申しますと、去年、僕らがカナンまでいったあれですよね？」

　仕方なく、ヨシュアは訊ね返す。

「そう、まさしくそれだ。その旅を今年もすることになる」

「それは、ようございました」

　曖あい昧まいな笑みで、けれど、ヨシュアははっきりと頷うなずいた。

『見聞の旅』。

　数名の修道生たちがチームを組み、『塔』の外へと修行の旅に出されるそれは、『星紺の塔』の年中行事の一つである。学年半ばも過ぎた頃に開かい催さいされ、これと中間試験を乗り切れるかどうかで見習い神官たちのその後は大きく変わることになる。

　───つまり、少なくとも、あと二、三カ月したらこの『塔』も通常運営に戻れるってことだよね。

　心の中で暦こよみをめくり、ヨシュアはいくぶんほっとした。権けん威いは失しつ墜ついしたけれども、『塔』はやる気を失っていないという証しよう拠こ。それは一修道生としても、めでたいことこの上ない。

　だが。

「君には、明日からこれに出てもらうこととなった」

　いっそう陰った口振りで、モアブ導師は言葉を重ね、

「なんでっ？」

　飛び出たヨシュアの台詞は質問というより、ほとんどツッコミに近かった。

　教え子の当然と言えば当然の反応に、モアブは更に顔を引きつらせ、説明を始める。

「かの成果発表会にいらしてくださったお客様の中に、君の出身地の太守がおいでだったのは知っているかと思うが」

　───ああ、それか。そうきたか。

　そこまでで、ヨシュアにはあらかたの道筋は見通すことが出来た。

「無事におうちに帰りたいから、神官か修道生を貸してください」というダルタスのひどい横車に、『星紺の塔』はそのまま「諾だく」とは答えられない。ひとたび修道生として肩布タリートを纏まとい、この地へと足を踏み入れたら、無事に修行を終えるまで出られることはまずない。たった二つの例外が、親の危き篤とくとこの『見聞の旅』だけだ。

　この大原則を曲げず、しかし、『塔』と神殿の有力なスポンサーであり、今回の失しつ態たいで人的損失まで与えてしまったル・ルステラ家への義理を果たすにはどうしたらいいのか。

　それでなくてもよろしくないモアブの顔色は、いまや青を通り越して土気色に近い。よく見ると、目の下には三○前の青年らしからぬ深い隈くまがくっきりと浮き出てすらいた。

　おそらく、昨夜ダルタスが訪れて以降、導師陣の間で激烈な議ぎ論ろん討とう論ろんが展開されたのだろう。夜を徹てつして出した結論が、この「『見聞の旅』の早倒し」という実に苦しげな手段だったに違いない。

　───大人の駆け引きって、ホント面めん倒どうくさいなあ……。

　そう思う一方、ヨシュアはこれ以上、あれこれモアブに言い立てる気にはなれなかった。

　───リベカの足取りがまるっきり判わからない以上、ダルタスさまをそのまま帰すのも確かに心配だしねえ。

　そう腹のうちで短く計算し、

「あの、太守さまを無事にルステラまで送り届ければ、今年の僕の『見聞の旅』は終了ということでよろしいんでしょうか？」

　一通りを聞いて納なつ得とくしたという風に、ヨシュアは導師へと向き直った。

「むろん、その通りだとも」

　いくらか安あん堵どしたように、モアブは答える。

「君にも悪い話ではないと思うのだが。現状、『塔』は見ての通り。普通に修練を行うこともままならない。そんなとき、旅へ出てこれを修おさめてしまえば、次の雨期前、他の者が旅へいっている最中、君は残って他の勉強や修練ができる。不ふ得え手てな魔ま操そうにだって、とっくりと着手できるだろう？」

　彼にしては珍めずらしいほどの饒じよう舌ぜつぶりが、また切ない。きっと、ヨシュアを呼びつけるまでに脳内シミュレーションを繰り返し、しっかり説得できるよう考え抜いていたのだろう。これ以上、気の毒な恩師を思い煩わずらわす気にもなれず、ヨシュアは謹つつしんで時季外れの『見聞の旅』を拝はい命めいした。

　だが、しかし。

　───アフェク先せん輩ぱいはどうかなあ？

　なんにつけ、曲がったことが大嫌い。何事も厳格なマイ・ルールで押し進めないと気が済まぬあの人が、こんなめちゃくちゃな話を素直に受けるとはとうてい思えない。

　けれど、その彼と確かく執しつのあったモアブにそれを確かめる気にもなれず……ヨシュアは深々と頭こうべを垂れてその場を辞じした。

　───本人に会って、確認するしかないか。

　それはなかなか気が重く、ちょっとした大事業であると自分でも思うが。
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　その後、ヨシュアはアフェク・ユハスを探し出すのに苦労に苦労を重ねた……わけでもなかった。

　それどころか、実に簡単あっさりと相まみえることができた。

　モアブの部屋から出て、長い中央の塔とうの廊ろう下かの途中に、律動的な足取りで進む見慣れた赤肩布タリートを見つけ出したのである。

「先せん輩ぱい、アフェク先輩！」

　慌あわてて呼び止める彼に、かの暴ぼう虐ぎやく王おうはいつも以上に険けんのある表情で振り返った。それだけでヨシュアは怖おじ気け付き、先をなかなか切り出せないままでいたのだが、

「明日からルステラへいけという話なら、俺ももう聞いたぞ」

　これも実にあっさりと相手に話題を先取りされてしまった。てっきりまたどこかの現場で悶もん着ちやくを起こし、塔へ戻ってきていたのかと思ったが、どうもヨシュア同様五年の担任導どう師しに呼びつけられた後だったらしい。

「さ、さようでしたか。で？　どうなさるおつもりですか？」

　極力丁てい重ちように訊ねると、アフェクはそのすっきりした鼻び梁りように深い皺しわを寄せ、いっそう眉まゆを吊り上げてみせた。

　───あ、ダメだ、これ。

　天下のルステラの主あるじであっても、押せる横車と押せない横車があるのかと、ヨシュアがひっそり天を仰あおいだその瞬間。

「承知した」

　耳に届いた、意外な返答。

　このところの驚おどろきの連続に、ついに自分の聴覚か神経のどちらかがいかれたのかと思ったぐらいであったが、

「承知した。ルステラへでもどこでもいってやろうじゃないか」

　そう改めて繰くり返かえされ、自分がおかしくなったわけでもないのだとようやく悟った。

「い、いいんですか？」

「イヤだと言ってどうにかなるのか？　抵抗しても無む駄だだと判わかっているなら、ジタバタしても意味がない」

　渋い表情ながらもなめらかに、アフェク・ユハスはそう言い切る。

　───そういや、この人、無駄が何より嫌いっていうのもあったなあ。

　俗人の無駄は単なる無駄だが、神官の無駄は人の生き死にに直結することもあると厳きびしく言われた日のことをヨシュアはふと思い出した。

「では、しばらくご一緒することになりますね。よろしくお願いします」

「ふん」

　丁重に頭を下げる後輩へ、アフェクはにべもなく、

「だからといって、俺がおとなしく従うと思ったら大間違いだぞ」

　不吉なことを言い足した。

　声を失いただ見返すヨシュアを、さして面おも白しろくもなさそうにひとつ見て、アフェクは息をついた。彼にしては奇特と言っていいぐらい、深々と。

「あの暫ざん定てい金きん釦ボタンの愚ぐ劣れつ極まる従姉いとこの件について、あれから俺はだいぶ調べた。特に、あの女が持っていた怪しげな石についてな」

　それは溜め息もつきたくなろう、と、ヨシュアも深くうなだれた。

　もっとも優秀であるアフェクは、当然ながらもっとも求められることが多い。事件以降、様々な雑務に忙ぼう殺さつされながらの調べ物が、いくら彼でも楽だったはずがないだろう。

「で、たいして何も判らないことが判った」

「は？」

　逆説的なアフェクの物言いに、ヨシュアは首を大きく捻ひねる。

「この！　俺が！　さんざん！　調べたにも！　拘かかわらず！　あんな妙ちきりんな石の資料が！　どこにもない！」

　苛いら立だたしげなアフェクの声は怒号そのものといった風情だったが、

「おかしいだろうが、そんなのは」

　ふいにトーンが下がり冷めた声色のときの方が、よほど恐ろしげだった。

「おかしい、ですか？」

「あの後、『塔』が何もしなかったなら、おかしくはなかった。ペルスカとやらの化け物の残ざん骸がいを放置したままならば、怪しむ必要はなかったろう」

　だが、現実は異なる。

　巨人が砂と変じて瓦が解かいしたのち、『塔』はそれをすべてどこかへと持ち去ってしまった。それはそれは大量の砂であったというのに、ヨシュアとアフェクがほんの数時間目を離した隙に、すべてをごっそりと。跡には巨大な穴が穿うがたれたほど、根こそぎに。

「何がなんでも調べなくてはならないものが、あそこにあった。あるいは、何がなんでも人目に触れさせてはいけないタブーが、だ」

　しかし、それほどのものならば、どこかに何かの形で記録が残っているはずだ、と、アフェクは更に主張する。

「個々の能力については敢えて言及は避さけるが、システムとしての『星せい紺こんの塔』はさほど見捨てたものではない。この大陸の知識の宝庫、人類の智ちと理ことわりの粋すいを集めたこの場に、なんの記録も記述もない。こんな不自然な話があってたまるか」

　言われてみれば、その通り。

　ヨシュアは大きく頷うなずいて、話の先を促うながした。

「仕方がないのでな、俺は聖伝や伝承を考察し、考えた。特にヒントになったのは、戦女神ウルスラに関する一連の詩し篇へんだ」

　神々の中でもっとも力のあった彼女は、自分の神力を封じて人々に与えた。それは他の神にとって許されない専せん横おうに映り、特に太陽神アベルと光の女神ルピテルの怒りを買って、神同士の諍いさかいが始まってしまったのだ、と。

　神官ならずとも知っている有名なくだりで、これが故ゆえにウルスラを悪神と解釈する神学者も存在するほどであるが、

「力を与えたって……つまり、魔ま操そうのことですよね？」

　一般的には、そういうことになっているし、ヨシュアも当然、そう思ってきた。この大陸の神々は神魔を操あやつる技を人に与えたのち、すべて去ってしまった、と。それがアリステア聖伝の基本中の基本展開である。

「俺も単純にそう思っていたさ。だけど、ならばどうして太陽神は怒り狂って、戦女神と衝しよう突とつしたんだ？　最後にはあっさり人に与えてしまった魔操のことで、そこまで諍うなんておかしくはないか？　そこらの阿呆な一般市民なんかじゃない、仮にも神を名乗り、人にもそう目されてきた存在が、だぞ？」

　大おお真ま面じ目めにアフェクに問われ、ヨシュアは返答に窮きゆうした。なにせこちとら、そこらの阿呆な一般市民の一人に過ぎない。どうしても何も、聖伝の中にしかいない神さまの考えや行動についてなど、とことん考えたことなどなかった。

　だが、アフェクはこの一週間、ずっと思い馳はせていたらしい。

「この『封じた力』というのが魔操の技術でなく、別のものだったら、もっと納なつ得とくがいく。たとえばそう……神の力を分けて閉じこめた石、とかな」

　まさか、と、ヨシュアは笑おうとした。

　だが、あの日の記憶がそれをさせない。

　血色よりもまだ赤く、月に冴さえ冴ざえと明るかった、紅の石。それを額ひたいに当てた瞬間、ペルスカ・ネ・ネルヴは変わってしまったのだ。まるで周囲の砂さ塵じんをすべて吸い上げ、我が身に置おき換かえてしまったが如ごとく。

　───そんな技術が、この大陸にあるのだとしたら……。

　それは確かに。

　彼らの魔操同様、神々の遺品だとしか思えない。

　アフェクもまた、笑わない。

　固い眼まな差ざしのままヨシュアをひとしきり見やり、それから、

「学年が改まって、まだ二カ月足らず。こんな時期に『見聞の旅』に出ろなどと、『塔』側は俺に無茶を言いやがった」

　存外、静かな声が更に言いい募つのった。

「だから、俺も『塔』に無茶を言ってやる……この件について、学長に直接問とい質ただすんだ」
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　さて、アフェクは「問い質す」と言い、ヨシュアもそれに賛同してみたのはいいものの。

　会ってくださいとお願いして、直ただちにお目通りが許されるほど、修道生と学長は距きよ離りの近い間あいだ柄がらではない。

　学長室は、中央の塔とうの最上階。他の四つの塔とオアシスの町並みを睥へい睨げいできる場所にある。

『塔』に入った当初、ヨシュアは「ご老体をあんな高いところの部屋に放り込むなんて、ここの導師陣は思ったより気が利きかないのか」などと勘ぐったものだった。

　が、そこは神官の長たる者の牙が城じよう。複雑な絡から繰くり機構と神魔が動かす昇しよう降こう機きが、一階からその部屋内まで一直線に通じており、年老いていようが足が悪かろうがなんら問題がないのだと、後から知った。

　扉の前には、今日も学長づきの秘書官たちが三名ほど机を並べている。いずれも町の神殿であったら、神官長まず間違いなしというほどの有能な人材ばかり。彼らに取り次ぎを頼まなければ、なんぴとたりとも例の扉の前にすら辿たどり着つくことができない。もちろん、優秀な神官の常として、揃そろって文武両道。無理に押し入ろうとする者があったなら、多彩な攻撃に晒さらされ塔の外へと放り出されることになるだろう。

　その厳げん重じゆうな様子を遠目に眺ながめ、ヨシュアは大きく肩を揺らした。

「正味な話、僕にとって学長先生というのは、やたら話の長くて四六時中『塔』を留る守すにしているジジ……いえ、いくらかお年を召された導どう師しという印象しかないんですけれども」

「ジジイでかまわんだろう、ジジイで」

　珍めずらしくアフェクはヨシュアの意見をすぐさま肯こう定ていしてくれた。

　だが。

「向こうの貴様に対する印象は、『魔ま操そうもろくにできないくせに、自分の垂すい訓くんの真っ最中に居眠りして椅い子すから転げ落ちた救すくい難がたい愚おろか者もの』に決まっているだろうから、ある意味、釣り合っていると思うがな」

　その根こん拠きよを聞かされてしまうと、ありがたみは瞬時に粉ふん砕さいされる。

「どうしても、そこいっちゃいますよね。僕があの方と接近遭そう遇ぐうした機会って、他に一度もないですもんね」

「貴様の進級の是非について導師どもがやりあった件はどうした？　会議室に五時間も拘こう束そくされたはずじゃなかったか？」

「学長先生はあの場にはお出ましにならなかったので……」

「『塔』一番の劣等生の進退なぞ別にどうでもいい、ということか。まあ、無理もないが。貴様が落第しようがしまいが、『星せい紺こんの塔』の正常運営には一片も関わりがないことだしな」

　明解な彼の弁は真実であるだけに、人の心に傷を負わせるし、結果、アフェクにも不利に働く。そんな簡単なことが怜れい悧り優秀なこの頭脳でどうして結論できないのだろうか。毎度のことではあるが、ヨシュアには不ふ思し議ぎでならない。が、いまこの時にその疑問を氷解させようとは思わなかった。

「それで？　ダルタスさまはお金とそれのたくさんくっついてる権力でどうにかなさって即日面談に持ち込んだそうですけれど……先せん輩ぱいはどうするおつもりです？」

　のこのこ出かけていって学長に会わせろと言っても、ハナで笑われて終わるに決まっている。かと言って、出発は明日。もたくさ根回しする時間などないと危き惧ぐする後輩に、逸いつ材ざいである先輩は明快だった。

　むんずとヨシュアの襟えり首くびを摑つかまえたかと思うと、

「我は導くアニ・ラーダー」

　一声を放って、魔操を開始した。

　鮮やかな色彩の召しよう喚かん紋もんから飛び出してきた妙齢の美女は、ヨシュアともすっかり馴な染じみの神魔、位階二一位・涼狐のフェンナであった。

「フェンナ、俺たちをこの塔の最上階まで連れて行け。建物を破壊し人間に害を為なす以外は何をしてもかまわん」

「承知しましたわ」

「な、何を言っ……わーっ」

　主従の短いやりとりに、ヨシュアは慌あわてて反論を試こころみたが、間に合わなかった。女の姿を瞬時に脱ぎ捨て、巨大な狐の本性を顕あらわしたフェンナは、主を背に天空へと舞い上がっていく。

「せせせせせ先輩っ、何を考えてらっしゃるんですか！　これじゃ首尾よく学長に会えたとしても、不法侵入の罪で罰ばつせられますよっ」

　襟首を引きずられたままのヨシュアは悲鳴混じりの抗こう議ぎを続けるが、アフェクはまるで動じない。

「これぐらいやらんと、俺たちが本気かつ火急の用件を抱えていることが相手に伝わらんだろうが」

「だからってそんな！　先輩はいいですよっ、『塔』側の覚えもめでたいんですから！　僕の場合、印象も成績も最悪だってご存じのくせに！」

「では、一人で先に帰れ。いますぐこの手を離してやる」

「帰るっていうか、死にますよね？　それ、僕は確実に死にますよねーっっ！」

　騒ぎながら、ヨシュアは目の前のつややかな毛皮を摑んだ。両腕へと必死に力をこめ、フェンナの尻と尻尾しつぽの境目あたりにようやく体を引き上げることに成功した。

　やれやれ、と、息をつくヨシュアの鼻先を、何かがかすめる。赤い前まえ髪がみがはらりと散って、風に運ばれていく。懸けん命めいに瞠みはった目に、今度ははっきりと「何か」の姿が映った。

　それは、大人の胴ほどもありそうな巨大な蔓つると、そこに生えた禍まが々まがしいほど鋭い棘とげ。赤みがかった葉をざわめかせ、塔の表面を伝い這はうように風狐の後を追ってくる。

「先輩っ、なんか妙な草が！」

「貴様の生まれ育った地方には、あんな危険な草が生えているのか？　それは難なん儀ぎなことだ。俺にはどう見ても植物型の神魔にしか見えないが」












　アフェクはひとしきり嫌みを並べた挙あげ句く、

「おそらく、あれが例の昇降機を動かしている神魔とやらなのだろうな。地妖だろうが、どこでなにを知覚しているのか、なかなか興味深い」

　と、大おお真ま面じ目めに考察してみせた。

　そんなたいそうな神魔さまを勝手に燃やしたり殺したりしたらまずいではないか、と、ヨシュアが指し摘てきするより早く、フェンナの尻尾が大きく唸うなり、蔓の先を宙で弾はじき落おとし始める。見た目よりもろいらしい植物は、頑がん強きような狐の尾に打たれて身を震ふるわせては失速していく。

「フェンナっ、あれは塔の備品同然なんだから、迂う闊かつなことしちゃダメ！」

「そうはおっしゃいますけれど、上位者なる御方レムエール、あんな棘であたくしの毛皮が傷つくのには耐えられませんわ。毎日、それはそれは丁てい寧ねいにお手入れしておりますのに」

　言いながらも、フェンナは蔓への反撃を止めない。彼女が尻尾を振るたびに、ヨシュアの体は大きく揺れ、視界はぶれる。スーリィンの背で飛行することには馴なれた身だが、体の底を叩たたくような衝しよう撃げきに、胃の中のものがいまにもせり上がってきそうだった。

「ちょ、ちょっ、フェンナ、これホントにまずいってっ」

「いいから騒ぐな、バレク。学長側が本気で俺たちを排除するつもりなら、この三、四倍は神魔をけしかけてくるに決まっている。それをしないということは、目通りを許すつもりと見た。それにそもそも俺たちを罰することなど、今はできやしない。明日にはルステラの走そう狗くとして砂漠へ放り出す気満々なんだからな」

「そう言われればそうかもしれませんが……ホントに大丈夫ですか？　先輩、ご自分の希望的観測並べてらっしゃるだけと違いますっ？」

「やかましい。ほら、もう着いたぞ」

　不ふ機き嫌げんな声と共に、狐の背がひときわ大きく震える。必死の踏ふん張ばりも空むなしく、そのままヨシュアはどさりと投げ出された。手のひらが捉とらえた感触が、思いのほかふんわりとしている。恐る恐る向けた視線の先には、骨こつ董とう品ひんを思わせる緞だん通つうの精せい緻ちな模様があり、更にそれを踏みしめる人の足があった。

「……学長先生」

　思わず漏もらした彼の呟つぶやきに、老人は軽く首を傾かしげて答える。

「アフェク・ユハスくん。君が優秀なのは儂わしもみなも十二分に知っておる。だから、これからはもう少し周囲を……自分よりも弱い者を、労いたわってやれるよう心がけなさい。狭せまい度量で扱う才というものは、結局、悲劇しか生まないのが世の常ゆえな」

　相変わらず眠くなるような抑よく揚ようの声ではあるが、どこか重みのある忠告に、ヨシュアは「よくぞ言ってくれました」とばかりに頷うなずいた。

　一方、アフェクは「なに言ってんだこのジジイ」という表情を露ろ骨こつに浮かべる。

「その『弱い者』というのがこの赤毛のことでしたら、とんだ見当違いかと存じますが。救い難い阿呆で低脳で考えなしなのは、一寸一分の隙すきもなく正しくはありますが」

「おや、君が彼を庇かばい立だてするとは意外な。それはそれで麗うるわしい友情で実にけっこうなことだが」

　憮ぶ然ぜんとした暴ぼう虐ぎやく王おうに、学長は短く笑う。

　今度の台詞せりふにはヨシュアの方が「なに言ってんだこのジジイ」という顔になるのを堪こらえる番になった。

「それで？　窓から無理矢理押し入ってきてまで、いったい儂になんの用かの？」

　学長はごく簡単にそう訊ねた。ただ、いかにもお義理、いかにも上の空といった感じは否いなめない。さっきまで二人の傍かたわらにいた風狐にも、ひとつ視線をくれただけで済ませてしまった。

「義務、とは申しませんが……多少は譲じよう歩ほしてくださってもよいでしょう？　こんな時期に壊かい滅めつ状態の『塔』を後にし、修行も何も中断して『見聞の旅』へ出ろなどという無茶を申しつけてきたのはそちら側だ」

「譲歩、のう」

　老神官は感慨の含まれていない声で繰くり返かえし、そのまま部屋の中程に置かれた椅い子すへと深く座り直す。皺しわ深ぶかい手で白はく墨ぼくを取り上げ、目の前の石せき盤ばんに何かを書き付け始めた。

　全身で多忙をアピールする彼に、しかし、アフェクは臆おくさない。

「先日、ペルスカ・ネ・ネルヴが所持していた石についてお訊ねしたい」

　前置きもなしに、ずばりと本題へ切り込んで見せた。

「忘れたとも見ていないとも、言わせない。額ひたいのあれが襲しゆう来らいした矢に砕かれた瞬間、砂の巨人は崩ほう壊かいした。その現場にあなたはもちろん、多くの神官たちがいたのだから」

　学長は無反応。カツカツと軽い靴くつのそれにも似た、筆記の音だけが室内をただ満たす。

　それにいくらか苛いら立だったのか、アフェクは先ほどヨシュアに披露した自説を、いくぶん丁てい寧ねいな口調で詳つまびらかにしていく。

　一方、ヨシュアは目だけであたりを見回し確認する。学長室は導師たちのそれに比べれば、倍近い広さがある。が、寝台や衣装棚といった生活用品の類たぐいはまったく見あたらない。その代わり、奥に二つ、小さな扉が設しつらえられていた。

　───片方は、寝室かな。で、もう片方は……。

　かの昇降機の出入り口に直接通じているか、あるいは警けい備び騎き士しや秘書官たちの詰め所になっているのかもしれない。質素なそれがいまにも開き、武器を携たずさえた者共が飛び込んできそうに思えて、ヨシュアは小さく身構えた。

　───さあて、次はどうする？　他の神官を呼びつける？　それとも、騎士たちがお出ましになって、懲ちよう罰ばつ塔とうに……ネイラ先輩の隣の部屋あたりに放り込まれる？

　ヨシュアは緊きん張ちように満ちた視線を、学長とアフェクの間でゆっくりと行き交わせる。

　やがて、さすがのアフェクの言葉も果て、広い部屋に沈黙が降りた。

　それを破ったのは、学長の深い深い溜め息だった。

「……なかなか面おも白しろい説であったな。あとで論文にでもまとめておくとよろしかろう。暇ひまなときに目を通して、それなりの部署へ回しておくことにする。旅から戻ったら、是非頑がん張ばってくれたまえ」

　かすかに……ほんのかすかに上げられた視線が少年たちを薙ないで、またすぐ石盤へと落ちていく。

「学長、それは」

「充分に譲歩はしたろう、ユハスくん？　儂は黙って君のお説を拝はい聴ちようしたではないか。しかも、その目的も知らんままでな」

「目的？」

「そう。いったい、君たちは、そんなことを知ってどうするつもりなのかね？」

　書類を書き進める手を一切止めず、学長はすげなく訊ねた。

「修道生としての知的好奇心？　だとしたら、一足飛びに答えを求めるなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。もっと自らを切せつ磋さ琢たく磨まし、結果と結論を導みちびき出だすべきであろうが。それ以外に何か具体的な目的があって聞いているというなら、それをまず述べるのが筋ではないか？」

　言われてみれば、もっともな問いかけである。

　だが、少年たちは答えに詰まった。「何か得体の知れない力を、リベカ・バレクが持っているかもしれない」……そんなあやふやなことを、どう説明したらいいのだろう？　この頑強で、したたかな老人相手に。

「では、このへんでよいかね、ユハスくん、バレクくん」

　完全に子供をあしらう口調だった。

「無礼な来訪については不問に処すゆえ、早く帰ってそれぞれの仕事へ戻りなさい。なんせいまこの『塔』は始まって以来の大わらわなのだから」

　アフェクの顔が引ひき歪ゆがむ。ぎり、という歯は軋ぎしりの音まで聞こえた気すらした。

　進めず、かといって退ひけぬままの二人を、再び老ろう獪かいな神官は見やった。過か酷こくな年月に磨みがかれたような目の色が、今度はまっすぐこちらを射抜く。思いもよらぬほど蒼あおく、重い彩りの双そう眸ぼう。

　───学長の目の色、いままでずっと知らなかった。

『塔』の主ぬし、神官の長。ヨシュアにとって目の前の老人は、ただそれだけの存在。

　しかし、その蒼い眼まな差ざしが、ヨシュアに身近な存在を思い出させた。

『そんな笑顔で騙だませるなんて思わないで』

　まだどこか稚いとけなく、しかし、賢かしこく聡さとい彼の友達。

　ティエル・カ・カナン。

『ううん、そんな笑顔してるからおかしいって思うのよ』

　気位ばかりが高く、力も技も未だ追いついていない面もあるが、彼女はヨシュアに教えてくれた。欺あざむこうとすることの無意味さと、取とり繕つくろうことの愚かさを。

　───このまま引き下がったら、僕は何度も繰り返してきた愚をまた犯すことになる。

　ついに、ヨシュアは決意した。大きく息をつき、呼吸と言葉を整える。

　そして。

「学長先生、ペルスカ姫にあの石を渡したのは……おそらく、僕の姉です」

　彼は一歩進み出て、初めてアフェクに先んじた。突然の告白に、暴虐王が弾かれたように振り返る。咎とがめるその視線を、ヨシュアは顧かえりみなかった。

　───偽りの言葉や態度では、相手の心は動かない。先輩みたいな立りつ派ぱな考察なんかは僕には出来ない。

　だとしたら。

　真実の力に、託たくすしかない。

　すべてを語ることはたとえできずとも、できるだけのことをただ愚ぐ直ちよくに。

　ヨシュアはまっすぐに学長を見据えた。そのまま、決意と共に言葉を吐き出し続ける。

「姉はルステラ太守と深い確執があり、ペルスカ姫を利用し暗殺しようとしたのです。その件については姫本人の口から聞きました。今度の旅でも何か仕掛けてくるかもしれません」

　過去の一片を『塔』側に知られれば、それを糸口にすべてが露ろ見けんする恐れもある。自分が暗殺者であったことも明るみに出るだろう。だが、それも仕方がない……ただ一つ、妻のことさえ知られなければ、それでいい。

　───ダルタス様の隠いん蔽ぺい工作に間違いはない。塔側がいくら調べても、雷らい凰おうスーリィンのことだけは判わからないだろう。僕の契けい約やく印いんさえ見られなければ、だけど。

「僕にとってルステラへの同行はいたって当然のものです。僕には太守と共にいく義務、先の事件で亡くなった方たちを故郷へ無事に送り届ける義務があると思っています。そのために修行半ばで命を落とすことになったとしても……それは仕方がないことと覚悟しています……いえ、するつもりです」

　薄氷を踏むような気持ちで、しかし、ヨシュアはなおも続けた。

「でも、他の人たちにそんな義務はない。彼らの命を危険に晒さらすことは断じて避さけたいのです。そのために何か……ほんの少しでも何か、姉を出し抜く手だてがあるなら僕はそれを知りたい」

　だから、教えてください。

　それを最後に、ヨシュアはその場に片かた膝ひざをついた。王侯貴族にするように、深く頭こうべを垂れ、ただ希こいねがう。取引でも駆かけ引ひきでもない。願うことしかできないと、自分自身に言い聞かせながら。

　長い長い沈黙が落ちた。

　きりきりとどこかで歯車の回る音がする。昇降機がゆっくりと天の高みを目指す音。そして、かの神魔のたてる葉は擦ずれのざわめきまでもが、重い沈黙を伝ってきた。

「……教えたくとも、我らにもろくなことは判っておらん」

　その静けさにふさわしい声色で、老いた神官は語り出した。

　アフェクが瞠どう目もくし、ヨシュアは顔を上げる。まっすぐにみつめる相手の碧へき眼がんには、確かな苦く渋じゆうの色があった。

「神官が……この地に魔操を為なす者が地に現れて、既に長い。ユハスくんのように考えた者も当然、中にはいた」

　からり。

　皺深い手が白墨を離す。それは石盤の上で小さく跳ねて、淡い影をそこに作った。

「だが、神々の遺産について突き止めた者はない。一説には、創世の六神官の中にそれに肉薄した者もおったと言われているが……それらの記録も悉ことごとく抹まつ消しようされ、いまでは偲しのぶことすら難しい。伝承レベルでいいのなら、かのネルヴの姫君のような話も、ないではなかったようなのだがな」

　そこで、老神官の短い告白は途絶えた。瞼まぶたが閉じられ、追い払うようにひとつ、枯れた手が振られる。

　それが、合図だった。

　いまのいままでなんの動きも見せなかった部屋の扉が、突とつ如じよ、開いた。重い石造りのその向こうから、三人の秘書官とその三倍もの警備騎士とがまかり出てきて、あっという間に少年たちを取り囲む。縄なわを打たれなかったのが不思議なぐらいの剣けん幕まくと勢いきおいで、二人は学長室から引きずり出され、外へ放ほう逐ちくされた。

「結局、何も判りませんでしたね、先輩」

　いくらか埃ほこりっぽくなってしまった衣服をはたきながら、ヨシュアは深々と息をつく。

「なんだと？」

　先を歩いていたアフェクが、鋭く振り向いた。

「重要なことを学長はきっちり白状していたぞ。素そ地じが悪いと自覚しているのなら、少しは頭をよけいに使う努力をしてみせたらどうなんだ、この馬鹿者めが。俺のような親切な輩やからがどこにでもいて、貴様に一から十まで教えてくれるとは限らんのだと少しは心得ろ」

「ええー……」

　思いも寄らぬ彼の自己評価に戸と惑まどいながらも、ヨシュアは首を傾げた。

「何をどう白状したっていうんです？　僕には『知らぬ存ぜぬ』を貫き通されたようにしか思えませんでしたが」

「『記録は抹消された』、と、奴は確かに言った」

　明快にアフェクは答えた。

「最初からそんなものどこにもなかったというなら、あんな言い方するものか。魔操技術以外の神の遺産とその記録はかつては存在し、けれど消された……そう、学長は確かに言ったんだ」



















「それ、本気で言ってるの、姉さん？」

　赤い前まえ髪がみの下、弟は眉まゆを顰ひそめた。

「いま、なんて？　ルステラ全土を焼けって？　刈り入れ前のこの時に？」

　ええ、と彼女は頷うなずいた。

　そんなことをどうして改めて聞かれるのか。むしろ、自分の方が腑ふに落ちないほど。

　けれど、弟は引きつったままの面おもてを向け、本気なのかと再度繰くり返かえした。

「仇かたき一人を殺せっていうのなら、僕も考えるよ。けど、いまルステラを畑ごと全部焼いたりしたら、半年後にはこのへん一帯大だい飢き饉きんじゃないか。いや、あそこから出荷される小麦の量を考えたら……そんなものじゃ済まないかも」

　そんなことぐらい判わからないのか、と、弟はなおもまっすぐこちらを見やる。

「あと、最近、へんな病気があちこちで流は行やってるの、知ってるでしょう？　ものすごい高熱が一気に出て、大人でもちゃんと薬を呑のまないと三日と保たない。その薬を作れるの、いまのところルステラの治ち療りよう院いんだけなんだって話、姉さんも聞いてるんじゃないの？」

　ひとりルステラの太守を仕留めるために、大陸全土の人間を道連れにするつもりなのか、と、彼は問う。その言葉の端はし々ばしから伝わる仄ほのかな怒りに、彼女は心底驚おどろいた。

　判っていないのは、いったいどっちだ？

　だって、姉さんが殺されたのよ？

　あなたとわたしの大事な姉さんが。

　それが、仇一人の命で見合うはずがない。そもそも、あいつは、あの太守はわたしたちの殺害を命じただけで、姉さんに直接手を下した本人はどこの誰だか今も判らない。だったら、あいつとあの国に関わるすべてを滅ほろぼすのは、当然のことだろうに。

　彼女は必死になって、弟にそう説といた。

　ずっと大切にしてきた、小さな弟。

　言葉も覚おぼ束つかない頃から、双子の後を追ってきた可か愛わいい弟。愛らしいその指に楽器をもたせてやり、歌を歌ってやるだけで、彼はいつも笑ってくれた。血にまみれ、さんざん傷つけられても、自分の歌で彼は救われてきた。

　なのに。

「無茶を言う」

　どうしてこんな非難がましい目で、いま彼は自分を見るのだろう？

「そんなむちゃくちゃな理屈で、何もしてない人たちまで巻き込むのなんて、僕はお断りだ。まして、僕の大事なひとをそんなわけの判らない虐ぎやく殺さつにつきあわせるなんて。絶対に許さない」

　許さない？

　初めて聞いたその言葉に、彼女は立ち尽くす。

　何もかも許し合って、何もかもを分け合ってきたわたしたちなのに？

　それに、大事なひとって？

　姉以上に大事なひとが、いったいどこにいるというのだろう？　いま自分たちがこうして向き合って呼吸をしていられるのも、昇る月を暮れる陽を眺ながめていられるのだって、すべては姉さんのおかげなのに？

「ねえ、聞いて……」

　思わず差し伸べた自分の手を、彼は振り払った。驚くぐらいの力、怯ひるむぐらい大きな手だった。

　そういえば、彼の眼まな差ざしは自分の頭上から注そそがれている。いつの間にか、ずっと高いところから、ずっと鋭するどい双そう眸ぼうで弟はこちらを見下ろしてきていた。

「ねえ、聞いて」

　必死に繰り返した。

　なんとか判ってもらおうと思った。

　けれど、何も届かない。伸ばした指先はただ宙を摑つかむばかり。

　それどころか。

「お別れだよ、姉さん」

　弟の唇くちびるは、そんな風に動いた。

　やはり、思っていたところよりずっとずっと上にある唇が。

「もう、僕を勝手にできるとは……使えるとは、思わないで」

　それを最後に、弟は自分に背を向けた。

　覚えているよりも遙かに、大きな背中。もう彼女の見知らぬ背中だった。




　───あの子はどこにいったの？




　自分の足下で、姉が呟つぶやく。

　それに返す言葉が、いまの彼女にはない。




















　　　　　１






　ルステラ一行の出発は早朝、夜明けの刻限。

　遙はるか後方、明るくなり始めた天地の合間に、塔とうの先端が呑のまれて失せた。

　六頭立ての馬車の足取りは軽やかで、旅人たちをあっという間に砂漠の真ん中へと連れ出していく。ただただゆるやかな砂の地平と、くっきりと分かたれた蒼そう穹きゆうだけが、しばらく視界を満たすすべて。人の暮らしを感じさせるものを見られるのは、早くて三日ほど後になるだろう。

　しかし。

「まったく、この馬車とかいうシロモノ、何度乗ってもまるで楽しくないのう。遅いし揺れるし風は切れぬし」

　天下の雷らい凰おう、最強の翼の主ぬしは不満たらたら。しなやかな四し肢しをふかふかのクッションに埋もれさせ、頰ほおを膨ふくらませる。

「スーリィンの翼なら、とっととルステラにつくというのに。なんでチンタラとこんな車に揺られないといかんのか」

「フルスピードで飛ぶ君の背に乗っていられるのは、たぶん僕ぐらいです」

　たいした量もない手荷物を馬車の端はしっこに寄せながら、ヨシュアは苦笑した。

「エレミヤや先せん輩ぱいぐらい鍛きたえた人でも半日以上は厳きびしいし、ダルタスさまにいたってはたぶん五分と保たないよ」

「ふん、軟なん弱じやく者もの共めが」

　つまらなそうに鼻を鳴らす大神魔を、ダルタスとエレミヤは困ったように眺ながめ、アフェクは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま目を逸そらした。初っぱなから友好的ムードはほぼ皆無。先行き思いやられる門出である。

　───なんか、今度の『見聞の旅』もたいへんなことになりそうだな。

　ヨシュアはげんなりと息を吐く。

　一年次のとき、彼はいつものメンバー……ラキシュとギレアド、ティエルとセームの四人と一緒に砂漠を渡った。あの頃、少女たちは互いへの敵意を隠そうともせず、少年たちもそれなりの緊きん張ちよう関係にあり、その間に挟まれたヨシュアは毎日が針の筵むしろ。途中、トラブルに見舞われてルステラへと逃げ込み、更に嵐に追われ進路を変え、最後はリベカの襲しゆう撃げきに遭あうという苦難のフルセットを味わう羽は目めになった。

　───けど、あの旅が大変だったからこそ、仲良くなれたんだよねえ。

　往路の終わり際、四人の子供たちはヨシュアの出自とそれにまつわる忌いまわしい出来事を知ってなお、「彼と共に神官になる」という道を選択してくれた。その決断と熱意が、あれ以降のヨシュアを支えてきてくれたのだと思う。

　それをありがたいと思う分だけ、憂ゆう鬱うつさが募つのってくる。実は今回の旅について、ヨシュアは四人に何も言わぬまま塔を出てきたのだ。

　まず、きちんと話す時間がなかった。モアブから任を告げられ、アフェクと共に学長室にねじ込んで戻ったら、もう夕刻。

　その上、このところの常で、彼らは全員、町へと出ていて顔を合わせるのは夕食のときだけ。疲れ果て、もそもそと口にものを詰め込んでいる子供たちに、旅のことを話したらどうなるのか？

　自分たちも同行したいと、夜を徹てつしてモアブに詰め寄りにいくに決まっている。

　だから、ヨシュアはネイラだけにすべてを話した。懲ちよう罰ばつ塔とうの扉越し、学長から聞いたことを一通り説明し、後のことをよくよく頼んできた。

「どうか……気をつけて」

　ネイラは琥こ珀はく色の瞳に涙を浮かべ、一言そう告げた。無口な彼女の、それが精一杯の餞はなむけ。

　───微妙な人選だってのは判わかってるけどさー、他にちゃんと事情を知ってる人いないしなあ。

　ネイラ・ネ・ネルヴは有能優秀ではあるが、極度に口くち下べ手たで引っ込み思じ案あんという性格が、すべての長所を打ち消してしまっている。

　その彼女に、弁のたつラキシュやティエルを説得しろなどというのは、棒ぼうきれ一本で憤いきどおる高位神魔に挑いどめというのに等しい。もしも無事に『塔』に戻れても、ヨシュアを待つのは「おっさんに置いてかれた！」「相談ぐらいしなさいよね！」という激怒の抗こう議ぎだろう。

　───なに、この往くも地じ獄ごく、帰るも地獄みたいな構図。

　いっこうに浮き立たぬ気分のまま、馬車に揺られて夜を迎えた頃だった。

「おいこら、修道生ども。まさか黙ってれば飯が出てくると思ってんじゃないよな？　自分の分は自分で作れよ、俺、忙しいんだから！」

　火を起こしながら、エレミヤが怒ど鳴なる。

「太守御おん自みずからの旅だというのに、料理人や世せ話わ役をつれてきていないのか？」

「そのとーりですよ、元金釦ボタンのお坊ちゃま」

　呆あきれた風のアフェクに、こともなげにエレミヤは答える。

「うちの大将は質しつ実じつ剛ごう健けんがモットーなんで、必要最低限しか人揃そろえないの。どこへいくんでもね」

「それはご立りつ派ぱなことだ」

「でっしょー。だから、さっさとあんたも自分の分は用意してくれなさいよ」

　ダルタスの場合、質実剛健ではなくて無む頓とん着ちやく。豪華なご馳ち走そうでも先週のパンでも「腹に入れられればどれでも別に」という人柄で、かの宮殿の料理人たちが悔くやし涙に暮れていることをヨシュアは知っていたので、二人の背後でひとり忍び笑った。

「なに笑ってる、バレク。俺は俺の分しか用意しないぞ？」

「もちろんそれでけっこうですよ。僕も干し肉とパン程度で十分ですし」

「それだと、足りないと思うよ」

　刺とげ々とげしい少年たちの会話へと、突とつ如じよ、のんびりとした声が挟まってきた。見ると、砂に足を取られながら、ルステラ太守御自らが物資の積まれた馬車へと近寄っていく。

「ダルタスさま、何を───」

　ヨシュアの問いかけは、そこで途と切ぎれた。

　幌ほろ代わりの布をめくり、ダルタスがひょいと荷台を覗のぞき込こむ。

「みんな、そろそろいいよ。もうご飯になさい」

　呼びかけに、荷物が動いた。

　いや、そこから四つの人影が飛び出してきたのだ。

「パンちょうだい、パン！」

「わ、わたし、お水……」

「腰、痛い」

「トイレ、おトイレぇぇーっ！」

　見慣れた顔が聞き慣れた声でそれぞれ叫び、エレミヤを押しのけてパンを食い、傍かたわらに置かれた水を飲み、荷台の上でへたりと崩くずれ落おち、青い顔で物陰へと走り出していった。

「ラキシュ？　ティエル？　ギレアドにセームまで……？」

　ヨシュアはしばらく呆ぼう然ぜんとその場に佇たたずんでいた。『塔』に置いてきたはずの少年少女たちが、どうして貨物用の馬車から転がり出てきたのだろう？

「ダ、ダルタス様……これはいったい？」

　ぎぎぎぎと首の関節が鳴るような動きで、ヨシュアはかの太守へと首を傾かしげる。表情だけはいつも通りの笑顔であるが、その緑の瞳に笑みの欠片かけらはむろんない。

「四人ともこの旅についてきたいって話だから、私が『塔』側に話を通したんだよ。でも、君に知られると『危険だからダメ』って怒るだろう？　だから、もう簡単には帰れないなってところまで隠れときなさいって」

「当たり前です！」

　ヨシュアは絶叫した。生しよう涯がいの大恩人にして大陸一の都市国家の主に対する態度ではとうていなかったが、これが叫ばずにいられるものか。

「赤せき晶しよう旅りよ団だんがいつどこから狙ねらってくるかも判らないんですよっ？　それをどうして」

「だ、だって」

　子供のように首を竦すくめ、ダルタスは後じさっていく。

「だって、スーリィンが『先週の騒ぎのとき、そなたが助かったのは誰のおかげだ？　礼として力を貸せ』って……」

「スーリィンがっ？」

　訝いぶかしげに繰くり返かえした夫の背後、妻は得意げにそっくり返ってみせた。

「おう、我よ！」

「そこで威い張ばらない！　どうしてこんなことしたの！」

「そなたのために決まっておろうが。スーリィンのすることはいつだって、そなたのためよ」

　激げつ昂こうするヨシュアにそんなことも判らないのかと言わんがばかりに、彼女は首を傾げる。

「あの子らがおらんと、スーリィンのヨシュアは難なん儀ぎするであろう？」

「難儀って？　あの子たちの命を危険に晒さらす以上の難儀があるとでも？」

「だって」

　さっきのダルタスそっくりの口調で、スーリィンは口を尖とがらせた。

「あのくっそ生なま意い気きな小僧にルステラの尻軽与よ太た者ものと始終マイペースのろくでなしまでズラリ取り揃えての旅行きぞ？　そなたの神経、終わりまで保つのか？」

「…………」

　ヨシュアの返答は、一拍だけ遅れた。

　その一拍に、いつの間にか集まった四人が口々につっこんでくる。

「そーだよ、おっさん。あたしらいなくて、このメンツとずっと一緒って、無理だよ、むりむり。絶対に無理だってば！」

「疲労困こん憊ぱい」

「だいたいね、優秀な者が必要だっていうなら、何をおいてもまずわたしでしょう？　わたしをつれていくべきでしょう!?　それをなんなの、勝手に一人で出かけるなんて！」

「水くさいですよ、ヨシュアさん。おいら、前に言ったじゃないですか。引ひき際ぎわはちゃんと見極めますから心配無用って」

　口々に喚わめき散ちらして詰め寄ってくるのを、押しのけるわけにはいかず、さりとて唯い々い諾だく々だくと認めるわけにもいかず、彼は赤い頭を文字通り抱えた。












　そこへ今度は、

「あーあ、もう帰りの馬車なんて用意できないよ、しーらなーい」

　とエレミヤが囃はやし、

「どいつもこいつも使えんガキが束たばになって余よ計けいな真ま似ねを！　だが、既に『塔』側が認めたのなら、仕方があるまい。これが通常の『見聞の旅』扱いというならば、貴様らの脱落は俺の脱落。断じて許さんから、貴様ら心しろ」

　とアフェクが恫どう喝かつし始めたのを見て、哀あわれヨシュアは妻の愛を受け入れるしかなかった。
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　実際、その後、一行は順調だった。

　まず、四人の少年少女が加わったことにより、重苦しさ一いつ辺ぺん倒とうだった空気が変わった。

「ちょっと、ラキシュ！　この肉、なんなの？　適当なものスープに入れるの止めてちょうだいよ！」

「うっせーな、あんたが干し肉ばっかりで飽あきた飽きたって言うから、さっきそこにいた砂すな蜥蜴とかげをちょこっとスライスしてやったんじゃんか」

「と、蜥蜴？　おいら、てっきり鶏肉かとばっかり……」

「毒、抜いたか？」

「毒なんてないよ、失しつ敬けいな！　単なる蜥蜴だよ、普通に皮剝むいて骨抜けばぜんぜん大丈夫！」

「何が大丈夫なもんですか！　わ、わたしたちはまだいいけれど、そんなもの太守様に食べさせるつもりなのっ？」

「なら、もっとナタルちゃん、気合い入れて焼きましょか？　ガンガンやって焦こがしに焦がせば、毒かて消えてまいますよって」

「それだと味がまずくなるだろ、味が。あと、スープが蒸発する！」

　きゃんきゃんとけたたましく騒ぐ様子は、ヨシュアの火妖・ナタルが混じっていることを除けば、いつもの食堂にいるときとまるで変わりない。周囲は一面砂の海で、わずかにでもルートを逸それれば、屈くつ強きような大人でも命がない環境だというのに、子供たちは誰も臆おくする風もなく振る舞っている。

　主あるじであるダルタスがその様子をにこにこと眺ながめ、出された蜥蜴スープさえも普通に飲み食いしているため、エレミヤ以下忠実なルステラ軍人たちも苦笑しつつ沈黙を守っていた。

　しかし、それより何より。

「味はそれなりじゃが、数が足りないのう」

　匙さじを熱心に動かしていたスーリィンが、さらりと言う。

「そうだ、そこな小僧。そなたの蜥蜴の尻尾しつぽを半分ぐらい献けん上じようせよ。あれだけでかければ食いでもあろうし、どうせ切っても生えてくるのであろう？」

　台詞せりふの中身はそうとう剣けん呑のんであるが表情はのびやかで、旅の当初、やれ馬車がいやだメンツが気に食わんと愚ぐ痴ちっていた時とは一八○度以上異なっていた。

　塔とうにいる時は、ほぼ一日中を首飾りの中で過ごす彼女だが、この旅に出てからは夕食の時刻あたりからこうして共に過ごしている。これは本人が我わが儘ままを言ったためでも、ヨシュアが妻可か愛わいさにしたことでもなく、旅たび馴なれたエレミヤによる措そ置ちだった。

「位階四位の大神魔が混じってるって気がつけば、砂漠のやばい獣や人間にちょっかいかけてくる神魔も絶対にこっちへ近づいてこない。襲しゆう撃げき相手を人間だけに絞しぼって想定できれば、守る側としては何かと楽になるってもんで」

「いつものメンツに加えて、うちの連中の生気ルーアも足せば、いくらか長時間顕けん現げんしてても平気でしょ？　人間様用の食料なら山ほど積んできたことだしね」

　彼の主はこの進言を快こころよく容いれ、結果、雷らい凰おうの娘はこうして仲間たちと焚たき火びを囲んで食事をし、ときにはみなと一緒に夜を徹てつして歩くこともあった。

　───おかげで、スーリィンのご機き嫌げんがよろしくて、僕としてもありがたいことこの上ないよ。

　そんな中、ただ一人。

「俺の蜥蜴って……まさかゴリアトのことか？　おい、バレク。どうなんだっ？　この方の真意を教えろ！」

　不機嫌なのは暴ぼう虐ぎやく王おうだが、彼の機嫌がよかったことの方がそもそも稀まれなので、ヨシュアは黙殺することに決めてしまった。口の悪い先せん輩ぱいなんぞより、我が妻のご機嫌の方が何倍も大切なのは自明の理と言ってよい。『塔』の指針により日頃は使役することを許されていないナタルも、やれ焚き火の見張りだ、調理の手伝いだとささいだが大切な用事を任され、ひどく嬉うれしそうだった。

　───この調子で、ルステラに無事に着ければ万々歳なんだけど。

　賑にぎやかな一同を一通り見回したのち、ヨシュアは砂の彼方かなたを窺うかがった。どこからもリベカが現れず、一度とて戦闘や厄やつ介かいごとに巻き込まれず、このまま進み続けることができればいいのに。

　祈いのるような気持ちで、ヨシュアは旅の手綱を取り続け、進む。

　その願いは七日の間だけ、聞き届けられた。

　彼らを乗せた馬車は淡々と砂を越え、西を目指して進み続けた。エレミヤの言った通り、危険な獣や神魔に出くわすことは一度もなく、夜や盗とうの類たぐいも特に現れなかった。

　一行は気温の高い日は昼に休み、夜に進む。砂漠に落ちる壮大な夕暮れをヨシュアはスーリィンと肩を並べて眺めることができ、彼女やダルタスの無ぶ聊りようを琵琶バルバツドを弾ひいて慰なぐさめることもあった。

　だが、八日目の夕刻間近な頃。

　馬車の幌ほろに打ち付けられる砂の音が高くなったな、と、みなが感じた時。

「くる……」

　風妖使いにして趣味は空の観察と詩作というギレアドが、厳きびしく面おもてを引き締め、そう告げた。

「砂嵐になる。たぶん、三○分もしないうちに。避ひ難なん、急いで」

　彼にしては懸けん命めいの長なが台詞ぜりふで訴うつたえられ、一同は飛び上がる。

「おい、どこかに風除けになる岩場はないか？」

「突然、そんなこと言われても……」

「馬車の車輪、外せ！　下へ手たに動ける状態だと吹き飛ばされる！　あと幌も！　それで荷物を覆おおって潜もぐり込こむんだよっ！」

　エレミヤの指示に従って、一行は必死に動いた。

「杭くい、杭を打たなきゃ幌なんて支えらんないよっ」

「砂に杭なんて打てるか、ばかーっ！」

「まず口を覆って！　そのまま騒いでると息が詰まって死にますよ！」

　懸命の阿あ鼻び叫きよう喚かん、右往左往。

　が、砂の悪魔の足取りは彼らの速度を何倍も上回っていたらしい。

　蒼天が霞かすみがかった、次の瞬間。

　ごおおおおおおお！

　風が吹いた。信じられぬ程のパワーと質量を伴ともなって。

　突風は周囲の砂すべてを巻き上げ、再び地へと叩たたきつけた。運び損ねた木箱がいくつかヨシュアの目前で四散し、中身をぶちまけながら天高く攫さらわれていく。

　だが、それを目視できたのは、まだ幸さいわい。次の数秒後には、視界のすべてが砂の煙えん幕まくで深く閉ざされてしまった。幼女の姿の火妖がきゃーんと叫んだ。軽く赤い体が一瞬にして、天高く舞い上がりそうになる。

「ナタル！」

　ふかふかの体を摑つかみ、ヨシュアは声を張った。

「みんな、手を繋つないで体を低くして！　絶対に離すんじゃありませんっ」

　その号令に、子供たちはひしっと身を寄せ、取とり縋すがってくる。

「ひ、ひぇぇぇー」

「なんなの、これ！　こんなひどい嵐、みたことない！」

「風が痛い……」

「お嬢じよう様さま、大丈夫ですかっ、お嬢様ーっ」

　叫び散らす声を頼りに、ヨシュアは腕に力をこめた。もう一人、まず何より大事な相手の体を引き寄せようとしたが。

「……仕方がないのう」

　低い呟つぶやきと共に、スーリィンの気配が遠ざかった。

　いや。広がったのだ。

　淡い紫色の光があたりを満たしたと思ったら、次には吹き荒れる砂が途と切ぎれた。ごうごうという風の叫びは絶えていないが、痛いほどに押し寄せていた砂の感触がいまは遠い。

「え、なに？　砂嵐止んだの？」

「にしては、なんかうるさいけど」

「まだ、早い……はず」

「なんであたりがキラキラしてるんでしょう？」

　子供たちは一様に目を白黒させてあたりを見回しているが、ヨシュアには何が起きているのかすぐに見当がついた。

　いま、雷凰はほぼ原型を取り戻している。その翼の広がりは、文字通り天を覆うほど。それが、彼らを抱き込み包み、砂嵐から守ってくれているのだ。

　見回すと、羽毛の合間でもがくダルタスやアフェク、鋭するどい鉤かぎ爪づめの下した敷じきにされているエレミヤたちなどもすぐに確認できた。

「すげー！　スーリィンすげえ！」

「姐あねさん、さすがですわー！」

「綺き麗れい……」

「ら、雷凰の……位階四位の神魔の羽の下なんて！　おいら、感激ですっ」

「いいけど、こんな特大サイズになって後は平気なの？　わたしたち全員を食べなきゃ済まないなんてのは勘かん弁べんして欲しいわ！」

　それぞれらしいご意見を一通り拝はい聴ちようし、その無事を確認しつつ、ヨシュアは少しでも妻の負担を減らそうと精一杯身を縮ちぢめた。

　そうして、時間は刻々と過ぎ。

「ふんぎゃっ！」

　不敗の雷凰が、突とつ如じよ、悲鳴をあげた。乙女のそれとは思えぬ叫びに、ヨシュアは飛び上がる。

「どうしたの、スーリィンっ？」

「なんか飛んできて、引っかかりおった！　後ろの方に黒いものが！　スーリィンの自じ慢まんの羽に引っかかりおったー！」

　憤ふん懣まんやるかたないというように、巨鳥は体を震ふるわせる。一同は顔を見合わせ、羽毛の向こうへと目を凝こらす。

「後ろって、やったら長いしっぽの方？」

「ぼんじりあたり？」

「モモの方とかじゃないの？」

「手羽先？」

「君たち、人の妻を食用肉の部位みたいに扱うのはやめなさい！　誰のおかげで吹き飛ばされずに済んでると思ってるんですかっ」

　言いたい放ほう題だいの面々へと一いつ喝かつしたのち、ヨシュアはそろそろと移動を始めた。

　子供たち風に述べるなら、胸肉のあたりから手羽へと伝い、ぼんじりの方へとそろそろ進んでいく。途中、突風に煽あおられ、大量の砂に全身を叩きつけられたこともあったが、その都つ度ど、気き遣づかうようにスーリィンが身み動じろぎし、彼を救ってくれた。

　そうして、ようやく辿たどり着ついた先、雷凰の優美な飾り羽根に絡まるようにして、人影があった。黒と紅に縁取られた、ほっそりとした人影が。

　最初、ヨシュアはそれをボロ布かと思った。自分たちの荷が散乱したのか、はたまた砂嵐に紛まぎれてどこかの人里から運ばれてきたのかしれぬ……破れ汚れた黒い布。

　しかし、よくよく目を瞠みはると、その布からこぼれている深紅は人の毛髪。自分のそれとはいくらか風合いは異なるが、間違いなく倒れているのは赤毛の人物であろう。

　───あの色、どこかで見た……。

　赤毛は、この大陸では極めて少数派だ。子供の頃から振り返ってみても、自分以外の持ち主に会った記憶があまりない。

　───いや、一人、会ったな。しかも、割と最近。

　確か、出会った時は栗色の巻き毛。北国の人間らしい柔らかな白い頰ほおで、いつも優しげな表情の女だった。

　それが、見る間に崩ほう壊かいした瞬間のことは忘れたくても忘れられない。邪悪な笑みを刻んだ面が、それらを縁取る緋色の髪かみが、地下の闇やみに揺れていた。

　───破は戒かいの神官、偽ベルリナ・ザフェル。本物の導どう師しを殺して、『塔』に潜り込んだ女。

　一歩また一歩と、ヨシュアは倒れ伏した相手へと近づいていく。

　はやあたりは暮れ始め、ひたひたと寄せる夜に視界が覚おぼ束つかない。

「ナタル、灯りを」

　彼の懐ふところにしがみついたままの神魔は、その命令にきっちりと報むくいた。ほんのりと周囲が明るくなる。

「兄さん、この人……っ」

　半人半羊の悲鳴を聞くまでもなかった。

　ヨシュアは素早く手首を返し、相手の首へと鎖くさりを巻き付けた。その反動で、黒衣の人物の体が大きくしなる。目ま深ぶかに被かぶっていた布が滑すべり落おち、窶やつれ果はてた女の顔が露あらわになる。白く細い首がかすかに動いて、女が生きていることを知らせた。

「なんで、おまえが！」

　ヨシュアの呻うめきには、暗い熱が籠こもる。先制攻撃絶対不可の戒かい律りつも、相手が同じ神官の場合は意味を持たない。ヨシュア自身がこのまま締め上げ、女の呼吸を断ってしまっても許される。

　だが。

　敵意が形を成すよりも早く、彼女は目を開いた。これまでずっと黒衣に閉ざされていた瞳は、意外なほどに明るい色合い。青みがかった菫すみれ色が、ヨシュアを捉とらえた。潤うるおいを失いひび割れた唇くちびるが、かすかに動く。

「……は……？」

　痩やせ衰おとろえた手が、ゆるゆるとこちらへ伸びてくる。

「リベカ様、は……？　どこに……？」

　ヨシュアは目を瞠る。

　いままさに自分がしようとしていた質問を、まさか相手にされるとは。
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　ヨシュアが黒衣の女を肩に担かつぎ上あげた直後、嵐は鎮しずまった。

　思うさま砂を巻き上げていた暴風が収まり、あたりには動くものとてろくにない砂漠の夕ゆう闇やみだけが残される。

「スーリィン、もういいよ。ありがとう」

　ねぎらう夫に、くぉん、とひとつ鳴いて、彼女の輪りん郭かくが溶けだしていく。

　翼の庇ひ護ごを失った人々は、次々に砂の上へと投げ出された。

　子供たちもしばらく痛いだなんだと喚わめいていたが、すぐにただならぬ様子のヨシュアに気がついたらしい。

「おっさん、大丈夫？」

「それ、人よね？　どうして縛しばり上あげてるの？」

「見事な赤毛」

「もしかして、ヨシュアさんの親しん戚せきですか？」

　矢や継つぎ早ばやの質問にどう答えるべきか。ヨシュアが少し考え込み。

「赤せき晶しよう旅りよ団だんの破戒神官……いや、偽ベルリナ・ザフェルって言った方がみんなには早いかな」

　努めて淡々と返答した。

「えっ！　てことは、これ、ベルリナせんせの中の人？」

「よっくもわたしたちの前に出てこられたものね！　さんざん人のこと騙だましてあちこち引き回して！　許さないんだからっ」

「けど、なんでこんな砂漠にいるんでしょう？　さっきの砂嵐で吹き飛ばされてきた……なんてこと、ありえませんよね？　一番近くのオアシスからだってそうとう離れてますし」

「そんな偶然……まず、ない……」

　子供たちは驚おどろき騒いだ。

「そんなんじゃ甘いわ、劣等生！　もっと縛り上げないと」

「それよか、神魔！　いますぐあたしたちの神魔も顕けん現げんさせなきゃだってば！」

「高位気妖使い……すごく厄やつ介かい……」

「いっそ、一服盛っちゃった方が早いとおいらは思います！」

　各おの々おのが慈愛と調和の神官候補とは思えぬ台詞せりふを、揃そろって口走り続けていたとき。

「その人を離しなさい」

　彼らの背後から追いついてきた命令。

　ひどく断固としたその声音に、一同は弾はじかれたように振り返った。

「ダ、ダルタス様？」

　たどたどしい足取りで砂を踏ふみ、走り寄ってくるのは、ルステラの太守に間違いない。

　しかし。

「聞こえなかったのかい、ヨシュア？　私は離せと言っている」

　その表情はいまだかつて見たことがない険けわしさ。その背後に付き従う、抜き身の剣を提さげた護ご衛えいたちよりもいっそう厳きびしい表情で、ダルタスはこけつまろびつ進んでくる。

「ダルタス様、この女はリベカの一味でして」

「わたしたちの先生になるはずだった人を、殺したのよ！」

「そんでもって『塔』に潜もぐり込こんで、気の魔ま操そうでやりたい放ほう題だいしやがったんだよ！　みんな騙されたんだよっ」

　その様に戸と惑まどいながらも、ヨシュアたちは件くだんの女について説明しようとする。

　しかし、太守の耳にはそのどれもがまったく届いていないようだった。それどころか、力任せにヨシュアの鎖くさりを払い、ボロ布を纏まとった女へ手を差し伸べる。

「……生きていて……くれたんだね、デリラ」

　万感の想いが響ひびく、その呟つぶやき。

　長い指が緋色の前まえ髪がみをそっとかき分けた。ひどく優しい、その仕し草ぐさ。

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうから流れ落ちる滴しずくを見て、ヨシュアは驚きよう愕がくする。ダルタスが泣いたところなど、これまで一度だって見たことがない。

「デリラ？」

　ダルタスの横で、エレミヤが呻うめく。

「デリラ・ジダル？　その女が？　……そんな、まさか……」

　青ざめ呟く彼もまた、ただならぬ有り様だ。いつもの軽快な態度は影を潜め、構えたままの剣が震ふるえている。

　───それは誰？　なんのことだ？

　ヨシュアがそう言葉を重ねるよりも早く、ダルタスは周囲へ視線を走らせた。

「みんな、急いで天幕を張って。ユハスくん、ユハスくんはどこだい？」

「ここに」

　砂の上で呻いていたアフェクが、ようやくといった風情で体を起こした。

「君は確か水妖も扱えると聞いてる。いますぐ治ち療りよう魔操を頼みたい」

「ダルタス様！」

　ヨシュアは慌あわてて遮さえぎる。

「申し上げました通り、この女はリベカの一味なんです！　急いで尋じん問もんを───」

　太守の瞳が、彼の言葉の続きをもぎ取った。闇より深い漆黒のそこに、かつてないほど苛いら立だたしげな色が滲にじんでいた。殺意にも似た波動を真っ向から浴びせられ、ヨシュアは声を呑む。

　そのまま、ルステラ太守は女を抱え上げ、よろよろと歩き出した。さすがにいくらか戸惑ったようにアフェクがついていく。

「ダルタス様……っ」

「ちょい待ち」

　引き留めようとするヨシュアの肩を、背後から伸びてきたエレミヤの指が摑つかんだ。

「けど、エレミヤ」

「いいから、いまだけ待ってやって」

　いつもなら軽快な愛あい嬌きようが溢あふれるその面おもてに、似つかわしくない苦く渋じゆうを浮かべ、忠実なルステラの軍人は言いい募つのった。

「おまえたちにとっては単なる宿敵なんだろうけどさ、太守様は……いいや、俺たちはあの女のこと、もうずっと探してたんだよ」





　　　　　４






　あたりは再び静かな闇やみ、星の輝きだけが清さやかな砂漠の夜となった。

　とっさの機き転てんと的確な行動、何よりスーリィンの翼の恩恵で、一行が失った荷はわずか。壊こわれた馬車の修復も明日には終わるということだった。

　しかし、片づけもほぼ終え、もう後は寝るだけという段になっても、ダルタスは姿を現さない。デリラを……一同は偽ベルリナ・ザフェルと認識している例の女を自らの天幕に横たえ、更にアフェク・ユハスを引っ張り込んでまでして、治ち療りように当たらせていた。

　もちろん、ヨシュアは寝るどころではない。数分おきに自分の寝床から首を突き出し、太守たちのいる方を窺うかがい続つづけている。

　───国を挙げて探してたってどういうこと？　僕が知ってる以上のことがあるの？　リベカとの関連は？　だいたいなんであいつに『リベカ様はどこ？』なんて聞かれなきゃいけない？

　口を開くと山のような疑問符が垂れ流れそうで、落ち着かないことこの上ない。

「おっさーん、諦あきらめなよ。あの様子じゃしばらく口きけないよ、元ベルリナせんせ」

　ラキシュが寝袋から出した目を、鬱うつ陶とうしげに細めた。

「あの先せん輩ぱいの襟えり首くび摑つかんで引きずって治療魔ま操そう使わせてるぐらいなんだしさ、相当なんだよ」

「それが納なつ得とくいかないのよ！」

　その横に転がっていた金髪が、いきおいよく跳ね上がる。

「どうしてわたしには頼まないの？　治療魔操の使い手って言ったら、水妖でしょう？　水妖って言ったら、まずはわたしのリムリーでしょう？　なのに、なんで地妖使いの暴ぼう虐ぎやく王おうの出番になるのよ！」

「ティエルお嬢じよう様さま、それはいささかツッコミどころが違うような気が」

「というか、うるさい……」

　眠たげに目をこすりながらもセームが律りち儀ぎに返し、大きな体を丸めてギレアドが抗こう議ぎした。

「すみません、みんなは寝ていていいですよ」

「「「「なら、そっちがまず寝て」」」」

「本当にすみませんでしたっ」

　首を竦すくめて詫わびるヨシュアに、子供たちの返事が重なる。ごもっともなご意見に、ヨシュアは反論ひとつならず、黙って肩を落とした。

「にしても、のう」

　苦悩する夫の横で、妻だけは通常運転……いや、むしろいつもよりイキイキと目を輝かせている。

「あのロクデナシの様子ときたら！　あれはきっと生き別れの恋人とかそーいうのであろうよ！」

　やけに堂々かつきっぱりと、スーリィンが言い出した。

「でなくては、あんの可か愛わいげのない男がああも騒ぐはずがない。きっと、感動の再会を誰にも邪じや魔まされたくなくて、ああして人払いしておるのよ！」

「まっさかあ」

「そんな」

「ねえよ」

「馬鹿な」

「なんでじゃー！」

　いっせいに声をあげる子供たちに、スーリィンはぷくりと頰ほおを膨ふくらます。

「あやつが失恋してなかなか結婚しないというのは本当なんじゃぞ！　前にルステラでそう言われたことがあるんだからの！　なあ、そうであろう、スーリィンのヨシュア!?」

　真剣に同意を求める妻に、

「……ああ、そう言えばそんなことあったような……確か、僕の琵琶バルバツドの元の持ち主で……」

　応じる夫の答えはひどく曖あい昧まいだった。

「そうそう、それよ！　相手の女は赤毛だったという話だったろうが」

「いや、そんな。怖いこと言わないでよ」

「なんでじゃ。なにが怖いんじゃ？」

「その場合、ダルタス様の初恋の君、イコール旅りよ団だんの破は戒かい神官ってことじゃないですか。僕らのいわば宿敵ですよ？」

「ああ、そうか……それはいささか厄やつ介かいじゃのう」

「だがしかし、大正ー解ー」

　不満げに口を尖とがらす大神魔を肯こう定ていしたのは、表から聞こえてきた声。続いて、剣を担かついだままのエレミヤが天幕の中へと滑すべり込こんできた。

「さすがの恋愛脳、鋭するどいわー」

「であろう？」

「いや、スーリィン。褒ほめられてないよ、いまの」

「馬鹿にされてる」

「ええええ」

　いつも通りな少年少女のやりとりへとひとつ微笑ほほえんで、

「偽ベルリナ・ザフェル導どう師し改め、本名デリラ・ジダル」

　エレミヤは、いささか重たげに口を開く。

「元はルステラ大神殿の娘で、うちの大将の初恋の相手……つーか、いっつまでたっても結婚してくれない元凶ね」

　伴ともなう溜め息が常になく、深々としていた。色事でも戦場でも百ひやく戦せん錬れん磨まの情報将校が、本気も本気の渋じゆう面めんを作っている。それは本当なのか、などと問い直す必要などなかった。

「では、あの破戒神官が僕の琵琶バルバツドの……ダルタス様に下か賜ししていただいた琵琶の元の持ち主……？」

　ヨシュアとダルタスが出会ったのは、太守暗殺の任を帯びてルステラ宮殿へ潜伏した夜。そのとき、若き太守は旅芸人に身を窶やつした少年に、突然、琵琶をくれたのだ。

　───これをあげるから、是非弾いてみなさい。

　そう言って、実に朗ほがらかに。

「おっさんの琵琶って、いつもドヤ顔で弾ひいてるあれ？」

「古めかしいけれど、確かにいいものですよね」

「けっこう高級」

「でも、あなた、あれのことなんだか雑に扱ってなかった？」

　ティエルの指し摘てきに、ヨシュアは素直に首しゆ肯こうする。

「ええ、まあ。途中までは、割と」

　実に恩知らずなことに、ヨシュアは過去に二度この琵琶を紛ふん失しつした。

　最初は暗殺に失敗してかの国から逃げ出したとき。二度目は去年の『見聞の旅』の途中、スーリィンだけをつれて出しゆつ奔ぽんしたとき。

　旅の帰り、ルステラに寄った際、滅めつ多たなことで怒りを露あらわにしないダルタスがわざわざヨシュアを呼びつけ、このミスをそれはそれは厳しく咎とがめ、「次にこの琵琶バルバツドをどこかにやってしまったり壊したりしたら、けっして許さない」と明言した。この琵琶は自分の初恋の人……いいや、いまも想い続けている人のものなのだから、とも。

　もちろん、ヨシュアは腰を抜かさんばかりに驚おどろいた。あの琵琶だって、豊ほう潤じゆんなルステラ宝物庫の中から、ひょいと持ってきただけだろうと、ずっと思っていたのに。

　───そう言えば、スーリィンの言う通り、その時におっしゃってたよなあ。

　そんな大切な品を、どうして旅芸人の子供などにあげてしまったのですか？　と、問うたヨシュアに、ダルタスは言った。

　その彼女も……ただ一人愛した女性も、やはり見事な緋色の髪かみをしていたから、と。

　そんな昔話を頭において、ヨシュアはひとつひとつ思い返す。

　招き入れられた、『星せい紺こんの塔とう』の導師の部屋。無む造ぞう作さに書物や石せき盤ばんが散らばった彼女の自室を見て、ダルタスをふと連想したこと。私物らしい私物をろくに持っていなかったこの女が、ただ一つ琵琶だけは大切そうに保管していたことなどを。

「けど、その初恋の人がなんであのババアとつるんでんの？」

「それはこっちが聞きたいわ」

　首を捻ひねるラキシュに、参ったというようにエレミヤはうなだれた。ほとんど無意識なのだろう、煙管きせるを取り出して火をつけそうになったが、「子供のいるところでは止めろ」とヨシュアに再三言い立てられているのを思い出したらしく、長い指先で弄もてあそぶだけに留とどめる。

「ちっちゃな頃から将来を嘱しよく望ぼうされてて、『星紺の塔』では万年金釦ボタンの持ち主だった。なのに、『塔』を卒業して五年だか六年目だかに破門され、そのまま行方ゆくえ不明になったっつー」

　破門、という単語に子供たちが一様に肩を震ふるわせた。

　それは単に神官としての未来を閉ざされるというだけではない。

　これまで得てきたすべての神魔を取り上げられ、契けい約やく印いんを焼やき鏝ごてで押し消され、あるいは生皮ごと剝はがされる。更に悪質な罪と判断された場合、正しき言葉ダーバールを二度と唱となえられぬように舌を切り落とされることすらあると聞く。むろん、最上級の刑けい罰ばつは自死を強要されることなので、生きて歩き回り、きちんと喋しやべれている分だけ、デリラ・ジダルの罪は軽かったのかもしれない。

「でも、そんな家柄も頭もいい人がいったい何して、そんなことになったのかしら？」

　自分が生皮を剝がされたような面おも持もちで、ティエルが訊ねた。

「位階一位の神魔を召しよう喚かんする方法を研究してたとか、あと、なんかやばいものをどっからか掘り起こしたのに隠いん匿とくしたって話だけど」

　何気ないエレミヤの告白に、ヨシュアは息を呑のむ。高位神魔の召喚とやばいもの。それは、あの破戒神官とそれに繋つながる姉によって目まの当たりにしてきた。

「まっさか、赤せき晶しよう旅団の一員になってたとはね。おまえがあそこにいた頃、もうアレもいたわけじゃないよな？」

「ええ」

　深々とヨシュアは頷うなずく。

「初めて会ったのは一年前……カナンの事件のときです」

　彼の言葉に、ティエルが唇くちびるを嚙かみしめ、気き遣づかわしげにセームがその横顔を見やった。カナン行きの途中、彼女が隊商から勝手に離れ、破戒神官の手に落ち操あやつられたのが、そもそもの始まり。二人とも忸じく怩じたるものがあるのだろう。

　いつもであれば、そんな彼らに声をかけてやるはずのヨシュアもエレミヤも、いまはそんな余裕はなかった。

「そんじゃ、俺と一緒のタイミングってわけか」

「ええ。たぶん、僕と仲なか違たがいしたあとにリベカが引き入れた一人じゃないかと」

「そっか。そーだよなー。あの時はローブで顔も何も見えなかったし、性別すらはっきりしなかったもんなあ。この間の『祈いのりの塔』のときは、俺、術にはまったまんまでベルリナせんせの姿でしか見かけてないし。まっさか、あの薄汚れた黒衣の中身が探し続けていた張本人……デリラ・ジダルだとはなあ」

　さっきも言ったことだけど、と、軽く言いおいて、なおもエレミヤは続けた。

「この一○年ちょい、俺たちはずっとあの女を探してたよ。本人が見つからなくても、せめてその生死だけでも判わかればってさ。なんせ、どっからどんな縁談持ち込んでも、閣かつ下かが『まだ結婚はちょっとー』なんて言葉を濁にごして逃げ回る原因がアレなんだから」

　名血ル・ルステラの嫡ちやく男なんともあろう人ならば、とっくの昔にどこぞの大国から正妻を迎え、東西のあらゆる美女を宮殿に囲っていてもおかしくない。優秀な子をもうけ、次代に家名と国を渡すのも、太守たる者の使命の一つだ。

　しかし、ダルタスはどんな美姫を差し出されても、けっして首を縦たてに振らない。重臣たちの中には、「もうこうなったら正式な結婚でなくてもいい、とにかく庶子でもなんでも作ってくれれば」と嘆なげく者すらあると言う。

「そのこだわりの根元が永久に現れないってなら、さすがの太守さまとてすっぱり諦めがつくでしょ」

「そんな、露ろ骨こつに『死んでいて欲しかった』みたいな言い方……」

「死んでて欲しかったよ、もちろん。こんなことになるならさ」

　薄ら寒い表情で呟つぶやいたセームに、エレミヤは間かん髪はつ容いれずに断定してみせた。

「だって、生きてたからって、何になるよ？　うちの国法に照らし合わせたら、現赤晶旅団のメンバーは一人残らず縛り首に決まってる」

「そんな」

　ティエルが悲鳴混じりの声をあげる。

「劣等生は？　まさか同じような目に遭あったりしないわよね？」

「そりゃ、まあね。こいつは前の旅団の一員だったし、なんつっても捕ほ縛ばく当時まだほんのガキだった。捕まってからはしっかり恭きよう順じゆんしてるし、何より存在そのものがルステラの国益に繋がる。けど、あの女は違うでしょ？」

　ルステラ軍人の言葉に、子供たちは一様に安あん堵どの表情を浮かべたが、ひとりヨシュアだけは彼の台詞の続きを……語らないその心境を汲み取っていた。

　現赤晶旅団のメンバーはけっして許されない。

　ならば、デリラの処刑書に最後の署名をするのは、ダルタス・ル・ルステラということになる……。

　───ダルタス様のことだから……私情で法を曲げたりなさらないだろう。

　ただ一つの例外を……自分とスーリィンを除いては。それがなおのこと、ヨシュアにはいたたまれない。

「本っ当、死んでて欲しかった。じゃなきゃ、俺があのとき、きっちり殺しときゃよかった……」

　長い吐息と共に、エレミヤは目を伏せた。

　天幕の中を、固い沈黙が満たす。

　誰も彼もが、他の者が口を開くのを窺い待ち詫びているような、重い間。

「……下へ手たをすると、そんな心配をしている暇は誰にもなくなる」

　それを、破ったのはスーリィンだった。

　肩にかけた毛布を払い、ランプの淡い灯りの中、そのしなやかな体が屹きつ立りつする。全身に漲みなぎる緊きん張ちようと、猛もう禽きんの色を宿す薄紫の瞳。

「やれ、今夜は再会のお日柄というやつなのかの。我がこの世でもっとも会いたくない奴がまかり越したようじゃぞ」

　艶あでやかな口元が皮肉な笑みで歪ゆがんだ、次の瞬間。

　表で悲鳴が轟とどろいた。見張りの兵のものだった。
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「なっ？」

「あっ？」

「はっ？」

「んっ？」

「うっそー？」

「えええええ？」

　天幕を飛び出したヨシュアとその仲間たちもまた、揃そろって声を上げた。もはや、どれが誰の叫びなのかも判然としない。ただ、全員が全員すぐさま天を仰あおぎ、それから、自分の背後を猛もう烈れつな勢いで窺うかがった。

　そこには、不ふ機き嫌げんの絶頂という表情でスーリィンが佇たたずんでいる。

　だが、しかし。

　一同の頭上、そろそろ明け方も間近な空に、鳥がいた。

　雷いかずちを纏まとう、薄紫の翼。雲を引く優美な飾り尾。月を磨みがき上げたような見事な嘴くちばしの、巨大な鳥が。

「ら、雷らい凰おうがもう一人？　そんなまさか」

「あやつは雷らい鳳ほうよ、雷鳳」

　驚おどろき目を瞠みはる夫に、妻は渋々というように訂正した。

「雷鳳なんて、初耳なんだけど！」

「そうか、そうよね」

　ひたすら戸と惑まどうヨシュアの横で、納なつ得とくがいったというようにティエルが頷うなずいた。

「鳳凰っていうのは、基本対ついの生き物なんだって何かで読んだことがあるわ。鳳が雄おすで、凰が雌めすなんですって」

「さすが、お嬢じよう様さま、博識でいらっしゃる！」

「え、じゃあ、あれって、スーリィンの雄バージョン？」

「兄弟？」

「まさか元カレじゃねーよな、おい？」

　言いたい放ほう題だいの一同に、ヨシュアはすっかり色をなくした顔を妻へと向けた。

「も、元カレ？」

「うろたえることなぞ何もないぞ、我が背せの君よ。人に喩たとえるなら、双子の片割れというのが近いかのう。反そりはもう、ひとっかけらも合わんのだが」

　やけに重い溜め息をひとつつき、スーリィンはなめらかな肩を竦すくめる。

「まったく、あれこそどこかで死んでおればよかったものを。いったい何をしにのこのこ人里へ降りてきよったのか」

「ちょっとー。あんまりひどくなーい？」

　隠すところもない悪あく態たいに、天から不満げな声が響ひびいてきた。まだ年若い、男の声。雷鳳の嘴から落ちてきたものに相そう違いないのだが、地を這はう人々にはそれがすぐには信じられず、誰もが目を瞠った。

「二○年ぶりに会った唯一の仲間に対する態度が、それ？　ツンデレも行き過ぎると可か愛わいくないよ、セラフィナったら」

「なんじゃその名は。知らんなー。我はスーリィン。ヨシュアのスーリィンなるぞ」

「まー、そういうことにしてるってのは知ってるけども、意・味・不・明」

　雷鳳はくつくつと明るい笑いを天の高みに響かせる。

「まーったく、君の気まぐれにはセラフィヤまじびっくり。人間なんかと婚こん姻いんしたらすぐ死んじゃうだけだってのに。だいたいそれって、すっごい昔に禁止されたろー？　人間と番つがいになったりしたらいけないんだぞ？」

「やっかましい。そなたなんぞに我の生き様をとやかく言われたくないわ」

「なんぞ、て。鳳凰の片っぽが死し滅めつの道を着々と歩んでるのに、『ああ、そうですか頑がん張ばってね』ってなるはずないじゃん。少しは常識でもの考えなよ、セラフィナってホント、あったま弱ーい。おバカちゃーん」

「だから！　その名で呼ぶなと申しておろうがっっ！　というか、貴様に頭弱い呼ばわりされるなど心底心外！」

　吠ほえ猛たけり、スーリィンは地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「いい年した男の一人称が自分の名前とか、ほんっと許せんわ、貴様のセンス！　めっちゃイライラするっ！」

　その絶叫に、人間たちは……彼女の絶対肯こう定てい者しやであるはずのヨシュアですら、目を丸くする。

「ええええ、スーリィンだって、一人称ほぼ自分の名前だと思うけど」

「まあ、女子ならまだしも」

「一○○○歳越えなのは同じでしょ？　痛さも頭の弱さも割と同程度っぽい気がするわね、いまの会話だけ聞いてると」

「まったくです、お嬢様。位階四位がどっちもどっちなんて、火妖って本当に残念すぎです……」

「まー、立りつ派ぱな乳がついてるだけ俺は断然、雷凰推おし貫つらぬくけどな」

「ちょっと君たち！」

　たまらずヨシュアは怒ど鳴なりつけた。

「この大ピンチに際して、やけに冷静に僕の妻を愚ぐ弄ろうするのはやめていただけませんかね？　特にエレミヤのは完全なセクハラだしっ」

「だって、あんなすげえのに出てこられたら、あたしらにできることなんて何もないじゃん」

　ラキシュが口を尖とがらせ、指さす。

「ほら、アフェク先せん輩ぱいですらあれだもんよ」

　なるほど、ひときわ大きな天幕の横で、かの天才も夜空を見上げていた。

「な、なんだ？　位階四位の雷鳳だと？　確か古い文ぶん献けんの中で一度か二度、存在が確認されていただけで、姿形についての記述もろくになかったはずだ。それが鳳凰揃ってお出ましとは……くそっ、もっとちゃんと記録ができる環境があれば！」

　さすがの暴ぼう虐ぎやくの沈黙王、皆とはいささか角度の違う驚き方ではあるが。もちろん、彼の筆ひつ頭とう神魔である地妖ゴリアトを放っても、あの雷鳳の翼に至るかどうか定かではないだろう。

「それでいったい何しにきよった！　わざわざスーリィンを馬鹿にしにきたのか？」

「まっさかー」

　低い笑いと共に、巨鳥はひときわ輝きを放つ。

　あまりの目ま映ばゆさに、誰もが束つかの間ま目を細めたその隙すきに、もう一つ人影がその場に出現していた。

　淡く紫がかった銀の髪かみを緩ゆるく結ゆい、なめらかな手足で大小の飾りが涼やかに音を立てている。月を織り上げたような風情といい、麗うるわしい顔立ちといい、見れば見るほどスーリィンによく似ている。が、シャープな体の線は青年になりかけの若者のそれ……つまり、ヨシュアと同年代の少年のものに見えた。

「んじゃ、改めて」

　気け怠だるげな口振りで、彼は言いい募つのる。

「俺は雷鳳セラフィヤ。位階はそっちのと同じ。ま、頭も力もセラフィヤのが断然上だけどね」

「なんじゃとーっ！」

　激げつ昂こうしたスーリィンが飛びつき、その胸倉を摑つかみ上あげる。

「えー、やるつもりなんだ？　別にいいけど」

　雷鳳の少年はつまらなそうに、笑みを返した。

「セラフィヤはちょいっと飛んでそこらの人間まとめ喰ぐいすればすぐ回復するけど、そっちはどう？　神官候補のご亭主が大量虐ぎやく殺さつとか許してくれるわけー？」

「ふ、ふぬー」

「だーから、君はお馬鹿ちゃんなんだって言・う・の」

　怒りに震ふるえる彼女の拳こぶしを軽く撫なで、セラフィヤは鼻で笑った。

　───あ、なるほどこれは腹立つ。

　見た目は本当にそっくりだが、反りは合わぬという妻の言葉に、おそらく噓うそはない。奇妙な納得がヨシュアの腹に落ちた。

「それで？　その雷鳳さまがわざわざなんのご用で砂漠などへお出ましに？」

　いくぶん緊きん張ちようを緩め、ヨシュアは大神魔たちの間へ割って入る。妻を背に庇かばうようにして立たち塞ふさがれば、間近で雷鳳と目があった。紫水晶の瞳に面おも白しろがっているような色が浮かぶ。

　───これはあれかな、妻の親しん戚せきか兄弟と対たい峙じしているって場面なのかな。

　まさかそんな事態が自分の人生に降りかかって来る日がこようとは。ヨシュアもまた、笑い出したくなる。

　だが。

「ああ、そうそう。それね、それ」

　続いたセラフィヤの言葉に、凍り付いた。

「リベカ・バレクってのはどいつ？」

　朗ほがらかな雷鳳の問いかけに、答える者はない。飛び出てきた意外な名を耳にして、一同はただ立たち竦すくむ。

「セラフィヤね、それを引っ立てにきたわけ。早く帰りたいからさっさと出してくれる？」

「そうおっしゃられましても……」

　ヨシュアは慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「リベカのことは僕らも探しているところでして」

「えー」

　セラフィヤは思いっきり唇くちびるを尖とがらせた。そんな表情だとますますスーリィンによく似ていて、対応に困ってしまう。

「わざわざ殺さないで、あの赤毛女追い立てまくったのに。なんで頭目のいないとこなんかに逃げ込んでくるのさ。意・味・不・明ー」

　拗すねたように片手をひらひらさせ大火妖は、

「そんじゃ、石は？」

　更に、質問を重ねてきた。

「石？」

「そう、石。知ってるはずだよね、みんなさ。自分らの巣の壁かべ、それで壊こわされたっていうし」

　片頰に笑みを浮かべ、紫色の瞳が人間どもをゆるりと見渡す。

「リベカいないなら、その石だけちょうだいよ。でないと、俺、上のヤツに怒られるんだから。マジおっかないんだから」

　誤ご魔ま化かすことなど許さないと、その目は語っていた。

　───誤魔化したくても。

　一度歯は嚙がみし、ヨシュアは大きく首を振る。

「残念ながら、それについても何も」

　他に答えようもなく、ヨシュアは正直かつ簡単に告げた。もしかすると、デリラを尋じん問もんすれば何か出てくるかもしれないが、ダルタスやエレミヤの心情を思うと、いまはそれも憚はばかられる。

　───というか、いまの話から察するに、ベルリナ先生……デリラ・ジダルは、こいつに追われてここへ逃げ込んできたってことだよな？

　顔だけはなんとか平静に取とり繕つくろってはみたものの、ヨシュアの背に腋わきに冷たい汗が噴き出す。

　位階一桁けたの大神魔は本来、伝説上の存在。スーリィンやエステールのように人の暮らしに関わる者の方が珍めずらしい。

　───それが人間を追うなんて、ただごとじゃない……。

「あーあ、無む駄だ骨ぼねかあ。参っちゃったなあ。せーっかく砂まみれになりながら飛んできたのにさあ。信じらんなーい」

　しなやかな両腕を空へと突き出し、セラフィヤは小さく伸びをする。寛くつろぎ和なごんだようなその態度は、けれど、

「信じられないから……退たい屈くつしのぎに遊ぼうかなあ」

　どこか獰どう猛もうな響きを帯びている。

　ヨシュアは身構え、飛とび退のく。距きよ離りを取りながらも、視線は外さない。警けい戒かい心しんに充みち満みちた眼まな差ざしを、少年神魔へと向ける。

　それを受け止める紫の瞳は、確かにさっきまでと同じ笑いの彩いろどり、形。

　だが、その笑みだけを残して相手の中身がそっくりそのまま入れ替わってしまったような感覚が、ヨシュアを襲おそった。愛いとしい妻に似ている分だけ、これまでずっと愛めで親しんできた面おも差ざしそっくりな分だけ、不ぶ気き味みさが先立つ。

　彼が反射的に帯の中の暗器を引き抜いたのと、スーリィンが翼を広げて舞い上がったのは、ほぼ同時。

「ヨシュアあるところが我の縄なわ張ばり、我の領土！　それを侵おかそうというなら唯一一対の存在である貴様とて、スーリィンは許さぬぞ！」

　天を衝つく怒ど号ごうに、セラフィヤはいっそう笑う。嘲あざ笑わらう。

「だーかーら。そんなことしたって勝ち目はないでしょーが。こっちはいつでも生気ルーアフルチャージできるけど、そっちは一度底ついたら終わり。しかも、人間と契けい約やくなんかしたばっかりに、セラフィナはすんごく弱ってんだからさぁ」

「やっかましい！　勝負は時の運よ、やってみなければ判わからぬ！」

　底光りする、雷凰の双そう眸ぼう。戦闘意欲を漲みなぎらせ、天空の鳥は高く啼ないた。

　ヨシュアの鎖くさりが、セラフィヤ目がけて唸うなる。

　ほとんど「ものは試し」の心境での攻こう撃げきだった。

　かつてスーリィンは位階六位のギナテを半殺しにし、位階八位のエステールを下した。だが、まったく同じ位階、同じ種類の神魔を相手取って勝てるのかは判らない。

　そして、セラフィヤの指し摘てき通り、彼女は他の神魔のように生気ルーアを好きなときに好きなだけ補給することなどできない……他ならぬ自分、ヨシュア・バレクの意向と都つ合ごうによって。そう思ったら、何もせずにはいられなかった。

　当然、セラフィヤはこれを退しりぞけた。避さけることすらせず、小さな雷撃が閃ひらめき鎖を弾はじく。

「痛っ！」

　感電の衝しよう撃げきに、ヨシュアは呻うめきよろめいた。












「おっさん、無茶すんな！」

「敵かなうわけないのに、下がりなさいよ！」

「無む謀ぼう」

「早く手当しましょう、こっちへ」

　子供たちが悲鳴をあげ、彼へと殺さつ到とうしてくる。アフェクが眉まゆを吊り上げ正しき言葉ダーバールを唱となえ、エレミヤがやれやれと言うように弓を構えた。

「……ふーん」

　その様子をつぶさに見ていた雷鳳は、小さく首を傾かしげる。

「ま、そういきり立たないでよ。さっきのはちょっとした冗じよう談だん。やりたくても、やれないの。上のヤツにすっごい叱しかられちゃうからね」

　そうして浮かべた笑みは、先ほどとはだいぶ違う。明らかな苦笑だった。

　次の瞬間、少年の姿が目映く輝いた。ほっそりとした輪りん郭かくが溶けて解ほどける。誰の返答も待たず、少年は元の姿を取り戻し、大きく羽ばたきを繰くり返かえした。

「いまは何もしないどいてあげるよ、セラフィナ。だから、さっきの赤毛女がガメた石とリベカ・バレク、今度来るときまで二つ揃えといてくんない？」

　でないと、ひどいよ？

　カカカカと嘴を震わせて、巨大な鳥は紫の翼を翻ひるがえした。

　その姿を朝陽が鮮やかに彩る。赤く地平を染め、砂漠の隅すみ々ずみまで行き渡る光。それを引ひき裂さき突き抜けるように、雷の神鳥は飛翔していく。

「一つ聞かせろ、この浮かれポンチ」

　もう一羽の高い問いかけが、その背に追いすがった。

「さっき申しておった上のヤツというのは？　どれぐらい上のを申しておる？」

「もちろん、トップ。てっぺんのだよ」

　置き去りにされる声が、風の向こうへと遠ざかる。

「でなきゃ、このセラフィヤがホイホイおつかいするわけないじゃーん」

　それは、あまりにも不吉な予感に充ち満ちていた。
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　───正直、もうどこから悩んでいいのかすら、ちっとも判わからない。

　それが、いまのヨシュア・バレクの偽いつわらざる心境だった。

　───リベカのこと？　偽にせ導どう師しとダルタス様のこと？　いやいや、それより何よりスーリィンでしょう。知らないところから雷らい鳳ほうが出てきただけでもアレだけど、位階一位の神魔ってなに？　それでもって、人と番つがうのは神魔側でも禁止されてるって？　初耳なんだけど、そんなの。

　疑問符で頭は充みち満みち、手元がどうも疎おろそかになりがちに。小さな泉の畔ほとりに立ち、皮袋に水を汲くもうと、さっきから延々と作業しているのに、迷いのあまりかいっこうに捗はかどらない。

「なー、おっさん。そのままだとさ、一○○年頑がん張ばっても水なんか汲めないと思うよー」

「まるで無む駄だ」

　苦笑混じりの指し摘てきが、ヨシュアの頭一つ半ほど下と一つほど上から同時に響ひびいてくる。見ると、いつの間に現れたのか、ラキシュとギレアドが彼の手元を覗のぞき込こんでいた。

　呆あきれたような二つの視線の先、自分の手の中へ目を落とすと、古びた袋の底には、穴が空いている。なんで最初から気がつかなかったのか、と、自分ですら正気を疑うたがうような大穴が。

　嵐の一夜から丸一日後。

　一行は南のオアシスへと逗とう留りゆうしていた。オアシスといっても、『星せい紺こんの塔とう』を戴いただくあの町とは、その規模は比べるまでもない。なんとか池の態ていを保っているという風情の泉の周辺に、宿屋が三つ四つ並んでいるだけのささやかなもの。だが、広大な砂の海の中で飲み水や食べ物を手に入れるのに欠かせないベースであった。他の隊商がそうするように、彼らも到着するなり、こうして水の補給に励はげんでいたわけだが。

「そろそろ食事だから呼びに来たんだけど、まさかこんな面おも白しろドジッこ展開になってるとは思わなかったよ」

「意外」

「さすがのおっさんも、いきなり飛び出てきた嫁よめの親しん戚せきには動どう揺ようしちゃうかー」

「無理ない」

「そ、そんな、別に僕は何も」

「そこで無駄に頑張らないの。誰だってびっくりするよ、あんなのはさ」

　渡と世せい指し南なん役やくのような口ぶりでラキシュは一刀両断し、それから、一段と面白そうに口元を綻ほころばせた。

「でも、あたしは雷鳳に会えてちょっとだけ安心しちゃったなー」

　耳を疑う言葉に、ヨシュアは目を丸くする。姿形はスーリィンにそっくりでも、数段凶悪だった大神魔が、怖くなかったというのだろうか。

　だって、と、ラキシュは朗ほがらかに続けた。

「あの雷鳳のかっこ見る限りではさ、スーリィンの人型っておっさんと会う前からずっとああいう感じだったんだねえ」

「それが安心？　またどうして？」

「スーリィンのビジュアルがおっさんの願望をそのまま形にしてみました！　なんてのだったらさ、ちょっとどうしようかなあって。『僕の考えた銀髪でナイスバディの人外美少女が、お嫁さんに！』とか……つきあい方、考えちゃうレベルだよ」

「猛もう烈れつにイタい」

「そ、そんな疑い持たれてたんですか？　もうずっとっ？」

　聞き捨てならぬ友の発言に、ヨシュアは声を震ふるわせ、二人は笑う。

「まー、そんなショック受けないでって。結果オーライ結果オーライ。さ、食事にしようよ。準備出来たっぽいから」

「呼びに来た」

　ヨシュアはがっくり肩を落としたまま礼を述べかけ、ふと、首を捻ひねった。

「料理番のラキシュが、なんでここにいるんです？　宿の人が仕し度たくしてくれてるんですか？」

「まっさか。ちっさいオアシスのちっさい宿だよ？　ダルタス様と元せんせぐらいしか収容できないし、世話だって無理だって言われたもん」

　なら、その『食事の仕度』をしているのは誰なのだ、と、ヨシュアが重ねて問おうとしたときだった。

「ふんわぁぁぁー！」

　セームのものらしき悲鳴が轟とどろいた。

　続いて、どごんと何かが破は裂れつした音。行く手で火柱が赤々と立った。

　平和なオアシスらしからぬ光景に、ヨシュアたちは束つかの間ま、立ち尽くす。揃そろって二、三度大きく瞬まばたきを繰くり返かえしたのち、火柱目がけて全力疾走を開始した。

「まさかと思いますがっ、仕度をしたのはうちの嫁ですかっ？」

「う、うん。スーリィンだよ。いっつもあたしばっかりご飯作る役じゃ気の毒だし、例のアレが来たせいでおっさん落ち込んでそうだから手料理で励はげましたいって」

「健けな気げ」

「ああああああ、ありがたいんですけど、ありがたいんですけどもっっ」

　喚わめき散ちらしながら三人は走り続け、火柱の元へと辿たどり着つく。

　予想通り、そこはオアシスの外れ、屋外に設しつらえた炊すい事じ場ばだった。周囲には天幕が張られ、旅人たちが憩いこうその場が、火の海にして修しゆ羅ら場ばと化していた。

「こうするしかなかったんや！　姐あねさんの名めい誉よを守り抜くにはこうするしかぁっ！」

「だからって、鍋なべごと竈かまどごと吹き飛ばすバカがいるもんですか、このアホ神魔！　役立たず！　ぜんぜん消えないじゃないっっ」

「頑張ります、わたし頑張りますっっ」

「お、おいら、こんなもの食べたことない……ダメ、おなかいたい……」

　号泣しながら叫ぶナタル、怒り狂うティエルと一心不乱に水を吹き出させているリムリー、その横でセームが腹を抱えてうずくまり、更に。

「どうしたどうした？　いったいそなたら、何を騒ぐ？　スーリィンの手料理に何か問題でも？」

　と、おたま片手にきょとんとしている我が妻の姿があった。

　神魔である彼女は……いや、それが本当の原因なのかは判然としていないのだが……実に壊かい滅めつ的てき調理センスを有する。初めて少女の姿を取った直後から、「人の妻というものは夫の食事を作るものなのじゃろう？」と、何かとこしらえてはヨシュアに食べさせてくれたのだが、いずれも懸けん命めいの愛でなんとか乗り越えられるかどうかという代しろ物もの……はっきり言えば、「本当は殺しにかかってるのではないか」と疑いたくなるほど食うに耐えないものばかりだった。

　彼が『塔』に入ってからは、スーリィンが煮に炊たきに加わる機会そのものがなかったし、この旅では器用なラキシュが進んで料理番を買って出てくれていたため、惨さん劇げきを招かずに済んでいたのだが。

　───うっかり目を離した隙すきに、ナタルまで加わって、こんな……。

　自分の神魔が揃ってしでかした惨さん事じに、もはや声もない。ヨシュアは騒ぐ仲間たちとくすぶる火の手を、半ば呆ぼう然ぜんと見守り続けるしかなかった。

「ちょっと、劣等生！　見てないでどうにかなさいよっ！」

「ど、どうにかって？　僕は火妖使いで、しかも、どうにかできるのはそこの二人だけですし皮袋は穴開いてたし……」

「ならせめて、こいつらさっさとしまってよ。雷らい凰おうがいると怯おびえてリムリーの力が弱まるのよっ」

「ヨシュアさんっ、胃薬……せめて胃薬をくださいぃぃぃ……」

「あーもー、水が駄だ目めなら砂をかけてっ！　セーム、腹痛は判るけど、早く神魔出して！　それで少しは消えるかもしれないからっ」

「とにかく消火」

　真っ赤と真っ青になって訴うつたえる少年少女たちにせかされるまま、ヨシュアは二人の神魔を帰らせ、薬を探し、砂を火元にぶっかけ続ける。

　そこへ。

「バレク！」

　炸さく裂れつした、聞き慣れた怒ど号ごう。振り向くと、肩をいからせてアフェクが走り寄ってくる。

「す、すみません、先せん輩ぱい。僕がついていながら、こんな有り様にっ」

「いいから、来い！」

　赤い頭をぺこぺこ下げ続ける彼の襟えり首くびを、暴ぼう虐ぎやく王おうの容よう赦しやない手が摑つかんだ。

「やっとあの女が目覚めたぞ！」
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　小さな宿のささやかな廊ろう下かを突き進み、奥の部屋のノブを力任せに押し開き、ヨシュアは中へ転がり込んだ。

　すると、まず件くだんの女と目が合った。

　青みの強い、菫すみれ色の瞳。艶つやの失せた緋色の髪かみ。ひどく痩やせ衰おとろえてはいるものの、ヨシュアが思っていたよりはずっと若い。花を欺あざむくような華やかさやたおやかさはどこを探しても見あたらないが、理知的で清せい潔けつな印象の面おも差ざしだった。

　彼女が横たわる寝台のすぐ傍かたわらには、やはりダルタスが座っている。広い肩越しにヨシュアの姿を認めると、太守は短く息をついて立ち上がった。

「……すまないが、デリラ」

　疲れ切ったような声が、女の名を呼ぶ。

「私にはこれ以上は何もしてやれない。後は彼と直接話すといい」

　そうして物言いたげに見上げるヨシュアにひとつ視線を向けたのち、太守は彼がいま開け放ったばかりの扉をくぐって出て行ってしまう。

　深く丸く落ちるその肩をしばし目で追いかけ、ヨシュアは言葉を探した。いったいどんなやりとりが、二人の間にあったのか。けれど、何も思いつけないまま、視線を室内へと戻す。

「……久しぶり、バレクくん」

　戸と惑まどう彼に先んじて、デリラのひび割れた唇くちびるが動く。女にしては低く嗄しやがれた声は、確かに地底で聞いたそれと同じ。忘れようもない破は戒かい神官のものだった。

「私の琵琶バルバツドを大事に持ってくれているそうだね、ありがとう。あれは五代ほど前のルステラ大神殿神官長由来の品。あなたのような優秀な弾ひき手てに恵まれて、きっとご先祖も喜んでおいででしょう」

　丁てい寧ねいに頭まで下げられ、ヨシュアは束つかの間ま、声を失う。今更ながら壁かべ際ぎわに剣の柄つかに手をかけたままのエレミヤがおり、背後のアフェクの足元に水妖らしき影があることに気がつくが、どちらも助け船を乞こえるムードではとうていなかった。

「……まず、誰よりあなたが大事にするべきものだと思いますが。破戒なんてせず、最後まできっちり」

　結局、考えに考え抜いても、揶や揄ゆ混じりの台詞せりふぐらいしか出てこなかった。そんなかつての教え子を、緋色の髪の女は苦しげな笑みで見やる。

「それができたら、苦労はなかった」

「ですが」

「言いたいことは判わからなくもないけど、私たちに反省会をしている暇ひまはないんじゃないか、バレクくん」

　雷らい鳳ほうが来たのでしょう？　と彼女は訊ね、三人は苦い表情で揃そろって頷うなずく。

「襲しゆう撃げきは突然だった。長年隠れ家にしていた砦とりでに、落雷が起きた」

　それは彼女が砂漠に現れた、ほんの三日ほど前の話だという。

　空を覆おおった暗雲は、そのまま鳥の形を成して、次々に雷を逬ほとばしらせた。「石を返せ、頭目を差し出せ」と威い圧あつする大神魔に、それでもデリラは挑いどんだ。ただひたすら、リベカ・バレクを逃がすためだけに。

「当然だけど、手持ちの神魔はみな……可か哀わい想そうなことをした……」

　どこか苦しげにデリラは呟つぶやき、自分の両腕へと目を落とした。複数の契けい約やく印いんが隙すき間まもないほど刻きざまれていたそこは、いまただただ青白い皮ひ膚ふが覆っているばかり。それはデリラの言葉に噓うそがない証あかし。彼女がすべての神魔を喪うしなってしまった、動かぬ証しよう拠こだった。

　ヨシュアとアフェクは思わず、ほんの少しだけ顔を見合わせる。こんな悪逆の神官であっても、自分に従う神魔たちを労いたわり愛いとしんでいるとは。

　そんな彼女と神魔たちの尊い犠ぎ牲せいはいちおう功を奏した。気の魔ま操そうに手を焼いた雷鳳は旅りよ団だんの面々を見失い、最初の襲撃はそこで終わった。

「だけど、あまりに必死に方々へと逃げたものだから、誰の行方ゆくえもそこで判らなくなってしまった。リベカ様の居場所も」

「雷鳳すら撒まいたというなら、それも無理ないですね」

「そう。でも、撒けたのはほんのわずかな時だけ。すぐに私は見つかってしまった」

　そこから後は、だいたいセラフィヤが言った通り。

　リベカを求める大火妖は、捕ほ縛ばく相手のところへデリラが一直線に向かうものと信じ、彼女を生かして追い回した。だが、デリラはリベカの居所など知らず、見当もつかなかった……ただ一つ、義弟ヨシュア・バレクの元を除のぞいては。

「てっきり、あなたはいまも『星せい紺こんの塔とう』にいると思っていた。いま、あそこは上を下への大騒ぎのはずでしょう？　まさか、こんなところで昔むかし馴な染じみと一緒に旅しているなんて想像もしなかった」

「……ぬけぬけとよく言う」

　アフェクの固い声が割って入ってくる。

「その騒動の原因を作り出したのは貴様らじゃないのか？」

　敵意を隠そうともしないその視線を、禁きん忌きの女神官は避さけようとすらしなかった。ただ、ちろりとその片かた頰ほおに乾いた笑みが浮かぶ。

「やはり、貴様らがあの低脳低性能の暴走姫君とやらに……ペルスカ・ネ・ネルヴにあの奇妙な石を渡したんだな？」

「ええ、そう」

　弾だん劾がいを含んだアフェクの問いかけに、まったく悪びれずデリラは頷いた。

　その様に、ヨシュアは一歩大きく踏み出す。そのまま女に詰め寄りそうな彼を、アフェクは目線で制して更に続けた。

「あの石は、なんだ？　どこで見つけて、どう持ち出してきた？　さっきの雷鳳はあれを貴様が盗ぬすんだと言っていたが、本当なのか？」

　今度の答えは、すぐには返らない。

　デリラはわずかに目を伏せる。言葉に詰まってというより、頭の中を整理するための沈黙と見てとれた。

「……ルステラには、私の故こ郷きようには一風変わったものがいくつか存在した。たとえば、バレクくん、あなたが首から掛けているそれもその一つ」

　ひとつ息をつき、彼女は骨張った指をヨシュアの胸元へ向けた。

　そこでは例の首飾りが内包した雷らい凰おうの怒りを反映し、ひっきりなしに暴れ揺れていた。

　他には、遙はるか遠くまでも見通せる筒や、離れた人間の声を聴くことのできる箱など、思いも寄らぬ不ふ思し議ぎな器物がルステラの神殿や宮殿には保管されているのだと、彼女は続けた。

「いずれも『恵みの坑あな』から掘り起こされたと伝えられているけれども、実は履り歴れきのはっきりしないものも多い。そんな中に、小さな石の欠片かけらが一つあった」

　ほどよく澄んだ色は赤。他の宝石に見られるような内包物は何もない、美しい風合い。

　かつては大きく丸い石だったと思われるそれだが、いまは無む惨ざんに割れ砕け、ただ綺き麗れいなだけのガラクタと顧かえりみる者もほとんどいなかった。生まれた神殿を離れ、『塔』へと赴おもむくそのときに、デリラはそれを故郷の思い出のよすがとして持ち出したと言う。

「『星紺の塔』にいた頃、私はその石によく似た欠片を近くの『恵みの坑』から掘り出した。最初は色味がそっくりな石だとしか思わなかったけれど、調べていくうちにそれがただの石だとは思えなくなった」

　ルステラ由来ものの倍以上のサイズがあったその石は、手にしただけで生気ルーアが満ちた。神魔に与えられる力が格段に増え、それどころか、何も顕けん現げんしていないのに不思議な技を行うことすら可能であった。

「不思議な技、とは？」

「あなたたちがこの間見た通りの技よ。もっとも私は自分の体が変化してしまうほどまで使ったことはないけれども」

　ヨシュアは目を瞠みはる。

　では、あれが……ペルスカ・ネ・ネルヴの使った石が、デリラが掘り起こした石だというのか。

「めぼしい発掘物は必ず『塔』に提出しなくてはならない。それが掟おきて。でも私はそれを破ってでも、誰にも渡すつもりになれなかった。あそこを追われてからも、私はあの石を探し続けた。きっと、この大陸のどこかでただのガラクタ扱いを受けて転がっているに違いないと思って」

　破戒の烙らく印いんを押されたのちも、気の魔操を使い、姿を変え声を変え、デリラの旅は続く。そうしていつしか月日はたち、その果てに判ったことは。

「石の現物は見つからなかった。けれど、伝承が残っているところがいくつかあってね」

「伝承？」

「ええ。細かいところに差異はあっても、大筋はすべて同じ。神の力を宿した不思議な石が掘り起こされ、けれど、誰かがやってきてそれを奪うばい去さってしまう」

「誰かって？」

「たいていは高位の大神魔か、その遣つかいの人間か。そんなところ」

　そんな流る浪ろうのさなか、彼女はリベカ・バレクと出会った。リベカは自分の組織を使い、デリラの石探しに協力すると約束した。それは瞬またたく間に実行され……数年のち、石は見つかった。ほぼ完全体に近い、真円の石が。

「それがほんの半年前の話。ちょうど、『塔』が新神官の祝祭の儀ぎを終えた頃だったと思う」

　では、デリラがベルリナの姿を模もして、『塔』で教きよう鞭べんを執とっていた直後のことになる。

「石を手に入れると高位神魔がやってくる……」

　ヨシュアは半ば絶句し、それから声を荒らげた。

「そんな伝承をご存知だったなら、それが自分の身の上に起きるとどうして思わなかったんです？」

「起きればいいと思ったから」

　きっぱりとデリラは答える。

「私とリベカ様は力を得たかった。できれば、完全な石を……それが無理なら、位階の高い神魔を」

「なんて非現実的なことを。高位神魔はものすごい生気ルーア食いなんですよ？　僕だってこの首飾りを使ってどうにかしのいでるところですのに」

　ヨシュアはしばし失笑しかけたが、

「まさかその都つ度ど、どこかの町や村を襲おそって人を食べさせるつもりだったとか？」

　これまでの彼女たちのやり口に思い当たり、すぐさま眦まなじりをつり上げた。

「もちろん、それが一番手っ取り早い方法でしょうとも。でも、リスクだって大きい。だから、私たちもあなたと同じ手を使うことにした」

　言いながら、彼女は自分の胸元へと手を這はわせた。印もない枯れ切った指が何かを摑つかみ、元教え子の前へ差し出す。

　それは、二つの腕輪だった。女の手にはやや余る大きさ、銀色の繊せん細さいな細工。初めて見るもののはずなのに、どこか既視感が残る。

「片方は私が実家の神殿から持ち出してきたもの。もう片方はそれを研究して作り上げたレプリカよ」

　ヨシュアはしげしげとそれを見つめ、それから自分の胸元へと視線を落とした。精せい緻ちな細工や刻まれた模様は、妻を収めた首飾りに見れば見るほどよく似ている。

「高位神魔を閉じ込められるのは、それ一つだけだと思っていた？　残念だったね」

　驚おどろくヨシュアに、デリラはうっすら笑いかけた。

「だが、結局、貴様らの目もく論ろ見みは失敗した」

　アフェクの指摘は間かん髪はつを容いれず、そして、どこまでも冷ややかだった。

「バレクや神官でもない太守が扱えるようなクズ道具を模造できたからって、それがなんになる？　貴様らは実際に顕あらわれた高位神魔を……あの雷鳳に対抗すらできなかったんだろう？　まして、例の石の力を使いこなすこともできたかどうか怪しいところだ。わざわざしてみた実験とて、上う手まくいったとは言い難いんじゃないか？」

「実験？」

　眉まゆを顰ひそめ、エレミヤが口を挟む。

「実験って？　どういうことなんですかね、金釦ボタンの坊ちゃん？」

「ペルスカ・ネ・ネルヴに例の欠片をくれてやったことだ。こいつらは石の力を限界いっぱいまで使った場合どうなるのか、あの暴走姫で試してみたんだ。ルステラの太守を暗殺できたら、武器や兵士をもっと貸してやると唆そそのかしてな───違うか？」

　これにも、デリラは答えない。ただ、その口元に、笑みが浮かんだ。そんなときばかり、かのベルリナを……優しく理解のある導どう師しを装よそおっていた当時のように。

「どうして、そんな」

　ヨシュアの台詞は糾きゆう弾だんのそれというより、苦く悶もんの呻うめきに似る。

「ダルタス様はあなたの幼馴染みのはずでしょう？　それを餌えさにするなんて、どうかしてる……」

「そう？」

　なおも苦く笑って、彼女は目を伏せた。

「幼馴染みだからこそ、いろいろある。単なる無関係の者など何人死んでいようが、たいして差はない」

「だから、あのオアシスの壁も落としたと？」

　ヨシュアの声が、熱を帯びる。

「何人死んでいようがとおっしゃいましたがね、正確に申し上げると五四人ですよ。なんの関係もない人が五○人以上です！　それも無関係だと？　たいしたことじゃないって言うんですか！」

　ついに激げつ昂こうした元教え子の声に、長い睫まつげがかすかに震ふるえた。そうして、彼女はうっそりと見返す。

「あなたがそれを言うのか、ヨシュア・バレク───『凍れる紅くれない』」

　菫色の瞳に浮かんでいるのは侮ぶ蔑べつでも弾劾でもなかった。

「多くの為い政せい者しやを血祭りに上げ、任務の邪じや魔まとなる者は容よう赦しやなく排除した、あなたが。もっとも幼く、けれどもっとも優秀だった暗殺者。我が旅団の伝説であり誇ほこりでもある存在」

　むしろ、愛しむような懐なつかしむような眼まな差ざしが、ヨシュアをまっすぐに捉とらえて離さない。

「黙れ」

　怒ど号ごうと共に行動したのは、ヨシュアではなかった。アフェクの水妖が牙きばを剝むき、女の喉のど元もとに肉迫する。止めるか否か迷ったようなエレミヤの視線が、両者の間をさまようが、結局、制止の声は上がらなかった。

「リベカ様を助けて」

　山や羊ぎの体と魚の尾を持つ水妖イザクに突き倒され、寝台の上に力なく四し肢しを投げ出しても、デリラは視線をヨシュアから外そうとしなかった。

「あの雷鳳に連れて行かれてしまう前に、なんとしてでもリベカ様を捜して助け出して。そして、あなたが直接聞いてごらんなさい。あの方が何を望み、何を壊こわし、何に希望を抱いているのか……他ならぬあなた自身が」

「ふざけんなよ、ホント」

　低く応じたのは、エレミヤであった。

「いまこいつが言った通りだっての。おまえらのせいでどれだけ死んでると思ってる？　どうせ縛り首にされる相手を助ける義理なんてねーんだよ。聞いただろ？　うちの大将だって、そこまではしないしできない」

　苦々しいことこの上ないという口調で付け足された罵ば倒とうにも、デリラは耳を貸さなかった。ただただ、その目はヨシュアへ向かい、その声は彼へと囁ささやく。

　───リベカ様を、助けて。
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「ルステラの与よ太た者ものと意見を同じくするとは一生の不覚ではあるがな。あんな女の言うことに耳を貸す必要はないぞ、スーリィンのヨシュア」

　その夜。

　夫婦に与えられた部屋で、スーリィンが憤ふん然ぜんと捲まくし立たてた。

「ああ言えばそなたがリベカの阿呆を探しに行かざるを得ないと判わかっていて、あんなことを抜かしておるだけよ。次にセラフィヤが来よったら、あの女を首だけにして投げつけてやるがよい！」

「そうは言うけれど、スーリィン」

　寝台の端はしに力なく腰を下ろし、ヨシュアは頭を抱える。昼間の失敗は……彼女にとっては普通に調理しただけではあるが……いつの間にか不問扱いになってしまっていたが、いまのヨシュアにそこらを取とり沙ざ汰たする余力はない。

「リベカはこのまま逃げ切れると思う？」

「まさか。いずれは見つかって殺されるに決まっておる。セラフィヤはスーリィンと違ってセンスが悪くて雅が量りようも乏とぼしい愚ぐ鈍どんな化け鳥でしかないが、神魔は他に山ほどおる。同じ位階四位の者とて、あと風水土気とそれぞれ揃そろっておるのだからな。あれが失敗したなら、他の者が遣つかわされるだけのことよ」

「そう……」

　いっそ明朗と言っていいほどの断定に、ヨシュアは目を伏せた。淡い緑の瞳に陰が射し、深い色合いにしばし淀よどむ。

「……それで何か悪いのか、我が背せの君よ？」

　どこか困った風に、彼の妻は首を傾かしげた。いったい何が引っかかっているのか皆かい目もく判らない、と、本気でその目が問うている。

「どのみちリベカは縛り首なのであろう？　進んで罪人となった者のためにそなたが力を尽くさねばならぬ道理なぞ、羽根の先っちょほどもなかろうに」

「うん、その通りだよね……そうだよね」

「うんうん、その通りじゃ。リベカごとき速すみやかに見捨てるのが吉ぞ。なんせ、今回の件には位階一位の神魔……超ちよう弩ど級きゆうの上位者なる御方レムエールが関わっておるのだから」

　宥なだめるように赤毛を梳すき、厳おごそかに言い渡す妻の顔を、ヨシュアはまじまじと見返した。これまでずっと「上位者なる御方」とは、彼女と自分を指す言葉。多くの神魔が畏い怖ふをこめてスーリィンとその主あるじであるヨシュアに向かってそう呼びかけてきた。

　まさか彼女の口から、それが発される日が来ようとは。

　それどころか。

「逃げられるなら逃げるべきであるし、リベカを首だけにして差し出すぐらいですむならそうするべきなんじゃ、我が背の君よ」

　ぎゅうと、ヨシュアの頭を抱き寄せ、彼女はしみじみと続ける。埋うめられた柔らかな乳房の間、薄い皮ひ膚ふの向こうでスーリィンの心しん臓ぞうが鳴っているのが判った。いつもより、速く高く。

「位階一位の神魔は、我らとはまったく違う。そもそも神魔の位階に並べることすらおかしいというほどの輩やからなのよ」

「知り合いなの？」

「いや。昔々、まだ右も左もよく判らぬ雛ひな鳥どりの頃にちらりとまみえただけよ。それとて、奇跡と言っていいほどぞ。おそらく、位階一○八位の者どもの中で、実際に一位の神魔に会ったことがある奴などほとんどおらぬだろうて」

「そこまでの存在に、狙ねらいをつけられるほどの石だったのか……」

『星せい紺こんの塔とう』五○○年のさなか、それを秘するべきと判断した者がどこかにいた。学長ですらアフェクですら届かぬほどに隠された力の在処ありか。しかし、そうするだけの意味と価値があったのだと、スーリィンの動どう揺ようぶりを見れば判る。

　無知とはまこと恐ろしい。

　そう言ったのは、確か水妖エステール。しかし、知らされていない禁きん忌きに踏ふみ込こんでしまったデリラを……リベカを責めるのは酷こくな気がする。それで彼女たちの犯した数々の罪が軽けい減げんされることはけっしてなくても。

「スーリィンはあの石について何か知ってた？」

「いいや、とんと」

　ふるふると彼女は首を大きく振る。

「だが、判る。あやつらは触れてはならぬことに触れたのよ。これから起きることはすべて、その報むくい。そなたが気に病やむことは何もない」

「そうなんだろうね」

　ヨシュアもまた、妻のされるがままになりつつも、曖あい昧まいに頷うなずく。

　必死の風情だった訴うつたえが、そこで途切れた。彼の顔を覆おおっていたスーリィンの胸が一度大きく膨ふくらみ、それから、すうと縮ちぢむ。彼女が深々とした溜め息を吐ついたのだと気がついたのは、

「……ほーら、またそれじゃ」

　蚊かの鳴くような声が降ってきた後だった。

「スーリィン？」

「妻の前でぐらい、本音を言うがいいよ」

　目を上げたヨシュアの前、間近に迫ったスーリィンの面は哀しげに曇くもっている。

「我はそなたが何より大事。だから、いつだってそなたが助かることしか考えぬし言えぬ。でも、それだけではいかんのだろう？」

　判っておるわ、と、彼女はぽつんと呟つぶやいた。どこか途と方ほうに暮れたように。

「それが神官という者の生き方なのであろう？」

　その言葉に、ヨシュアの心のどこか、敢あえて納め仕し舞まい込こもうとしていた何かが暴あばかれていく。

　───助けて。

　そう希こいねがったデリラの声は本物だった。偽いつわりも意地もない真しん摯しさが、あのまっすぐな視線には含まれていた。

　一度、目を閉じ、自分の中を覗のぞき込こむような気持ちで、ヨシュアは答えを探し紡つむいだ。

　血のつながりこそないものの、同じバレクの名を戴いただく、二人目の姉。幼いヨシュアに歌を楽器を教え、この生しよう涯がいの基を与えてくれた人。

　それが、ミリアームの死後、ほんの少し離れたその隙に、得体の知れない化け物に変わってしまった。神魔よりも理解し難がたく、どんな悪漢より許し難い存在になり果てて、もうヨシュアの言葉は通じない。取り戻すことなど二度とかなわない。

　……でも、それは、本当に？

「僕は……リベカを助けたい」

　そうして、見つけ出したのはそんな言葉。

「どんな大罪人であろうとも救われたいという人がいるのなら、行ってそれを助けてやらねばならない。それが神官というものだと僕は学んできた」

『凍れる紅くれない』

　その名が、いまも耳を衝つく。自分が手にかけてきた人のことを思う。

　そんなとき、まっさきにヨシュアの心に浮かぶのはネイラのこと。

　仇かたきに矢を向けられ、それでも胸を張って戦うことを拒こばんだ、あのネイラ・ネ・ネルヴの姿だ。葛かつ藤とうがあったろう。憤ふん怒ぬが慟どう哭こくが悲ひ嘆たんが、間違いなくその胸の内にはあっただろう。

　だが、彼女は乗り越えた。

　か弱く無口な少女は、ヨシュアとヤイル・ゼラを赦ゆるすことによって、勝利した。揺るぎないひとつの生き方、脈々と人類が受うけ継ついできた天地の官としての生き様を間違いなく選び取ったのだ。

「リベカが自分で助けてくれと言ったわけではないがのう」

　スーリィンの声にはなお苦いものがある。

「だったら、なおのことその口から聞きたい。リベカが何をどうしたいのか。どうしたら救われるというのか」

　地底の底に並んでいた、棺ひつぎの青白さもまた、忘れがたい。五○人余の人々とその家族の痛みを知らぬまま、リベカが死ぬのもまた、何か間違っているとヨシュアは思う。

　一方的に裁さばくだけではなく、ただ殺すだけではない道があるというのなら、それを知りたい……知らねばならないと思う。彼女のあの手に引かれて大陸を渡り、その指で琵琶バルバツドを教わり、そして、その命で多くの人を殺あやめてきた自分であるからこそ。

「それにね、スーリィン。今度のことはきっと僕らにとっても他人事ではないんだよ」

　そうして口にしてしまうと、胸の奥に……だけど、本当は鋭するどく深く刺さっていた物事までもが、彼の心の表面へと浮上してくる気がした。

「僕はずっと人間の、神官の掟おきてに障さわるからって君のことを隠してきた。位階一桁けたの神魔を操あやつるのは禁止されているからってね。でも、さっきの雷鳳が言ってた気がするんだけど……神魔側でも人と番つがうのは禁止されてるっていうのは、本当なの？」

「えーと……んんん」

　スーリィンは口くち籠ごもり、大きく目を逸そらそうとした。その頰ほおを両手で捉とらえ、ヨシュアは低く、だけどできるだけ穏やかに囁ささやく。

「答えて？」

　彼女は瞳をしばらくあちらこちらに泳がせていたが、

「し、仕方がないではないかっ」

　やがて、不ふ承しよう不ぶ承しようというように頷き、呟いた。

「ああでもしないと、そなた、あの時に間違いなく死んでおった！　ルステラの追っ手が間近にわんさかおったし、傷がぱっくりで血がじゃんじゃか出ていて……」

　ヨシュアが死ぬのが嫌だった。

　どうしても、置いていかれたくなかった。

　その一心で、スーリィンは太古の昔、ほんの雛鳥だった頃に覚えた禁忌の契けい約やくに手を染めたのだと、そう吐と露ろした。言葉が進むにつれ、紫水晶の双そう眸ぼうに涙が溢あふれ、白い頰にいくつも流れを作る。それを指先で拭ぬぐってやりながら、ヨシュアは低く嘆たん息そくした。

　───……もっと早く教えてくれてたらよかったのに。いや、聞いてもどうにもならなかったか。

　神官の掟から自分と彼女を守るだけで精一杯だった自分に、それ以上のタブーを積み上げられていったい何が出来たろう？

「泣かないで、スーリィン。僕は気にしてないし怒ってないよ」

「ほ、ほんとに？」

「本当に。君にはいつだって感謝してる。でも、そういう事情があるなら、ますます位階一位の神魔の言うことを放っておくわけにもいかないよ」

「何故じゃ？」

「その一位の奴というのがそんなとんでもない存在で、そいつに僕らのことはもう知られている。この先、どうなるのかな？　ずっとこのままで済むの？　それとも、何か罰ばつを与えられたり邪じや魔まされたりすると思う？」

「そ、それは……」

　そうして覗き込んだスーリィンの表情は、ひどく苦々しく、更なる涙でくしゃくしゃだった。やはり、と、ヨシュアは言葉を重ねる。

「そんなことが起きない保証はもうどこにもないよね？　君と同じ位階四位の雷鳳をあれだけこき使ってるような相手なんだし」

　妻の言う通り、四位の位階は火妖だけのものではない。風水土気それぞれの神魔がいっせいに押し寄せてくる可能性だって、もはやゼロではなくなった。人の世界の禁忌を恐れているだけでは、既に自分たちは立ちゆかないのだ。

「僕はリベカを探して……それから、あの雷鳳に会うよ」

　ヨシュアは自分の背に回っていたスーリィンの手を取り、それを握り返した。きゅうと力をこめた指先が、なんだか熱い。間近にある瞳に映る自分は笑っていた。作り物ではない、ようやくの笑み。

「ありがとう、スーリィン。本当に君は僕には過ぎた嫁よめだよ」

　包み込んだその手に唇くちびるを落とし、ヨシュアは讃たたえる。千の礼、万の謝しや辞じを述べても足りないぐらいだ。料理が出来ないぐらい、何ほどのこともない。

　スーリィンはしばらく黙って、彼をみつめた。言葉に迷うような沈黙ののち、

「んむ」

　それでも、彼女は笑ってくれた。笑って、胸を張る。

「この雷らい凰おうスーリィン様は天下の名妻ぞ。ゆめゆめ疎おろそかにしてはならん」

「うんうん」

「って言ってる側そばから疎かにしてるではないか！　どこの世界の夫婦が手だけキスして終わる？　ほれ、こっちもこっちも」

　にこにこと頷くばかりのヨシュアにがばりと寄り、彼女は「ん」と唇を向ける。涙の痕あとで赤くなった頰と、小鳥が餌えさを啄ついばみねだるような仕し草ぐさが愛らしく、だけど、どこか無理におどけている風にも見えた。

　───スーリィンも不安だったんだな。

　人の世界と神魔の世界。

　本来ならば混じり立ち入らぬ二つの世界の狭間はざまで、自分たちは生きている。『塔』の中にいるときは、それを実感することはあまりなかったけれども。

　───本当にごめんね、スーリィン。

　ふっくらと熟うれた果実のような唇へと自分のそれをまず落とす。軽く啄むだけのつもりだったのに、より深く熱く追いかけられて、ついつい興きようが乗ってしまう。息つく間もなくまた重ねる。止まらない。

　───盛り上がり過ぎと違うか？　このまま寝台に引きずりこまれたら、まずい？

　ちかちかと脳のう裏りに灯ともる警けい告こく灯とうを感じつつも、やめるにやめられずにいると。

「ちょっとぉぉぉぉ！　この忙しいのに何してるのよーっ！」

　戸口で炸さく裂れつする怒ど号ごう。それと共に、まず金の、それから、オレンジ、黒、茶と三色の頭が扉の間から零こぼれ転がった。

　ヨシュアは悲鳴をあげ、思わず妻を突き飛ばす。寝台から叩たたき落おとされた彼女もまた悲鳴をあげた。

「あーあ、せっかくいいとこだったのにさあ。なんで邪魔すんだよ、ティエルったら」

「眼がん福ぷく」

「お、おいら、ひ、他人様のちゅうのシーンとかこんな近くで見るの、は、初めて……」

　夫婦の絶叫二重奏の前で、にやにやとラキシュたちが笑う。

「そなたらーっ！　神官見習いが覗きなぞしていいと思っておるのかっ」

　寝台の下でもがいていたスーリィンが憤然と叫んだ。

「どうしても見たいと申すなら、あらかじめきちんと頼むがよかろうっ。礼を尽くして望むなら、接せつ吻ぷんの一つや二つ見せてやらんこともないわ！」

「いや、見せないよ！　何言ってんの！」

　とんでもない妻の宣言に、ヨシュアは慌あわてふためく。

「友とも垣がき相手ならば、別によかろう？　見られて減るもんでもなかろうし」

「減ります！　僕の社会的地位とか羞しゆう恥ち心しんとか、いろいろすり減ります！」

　叫ぶヨシュアの横で、子供たちは子供たちでわあわあと喚わめき出だした。

「わたしは覗いてなんかいないわよ、覗いてなんかっ！　ただ、さっきの失敗についてもっと厳きびしく追及しようと思って来ただけなのに、この女がっ」

「ティエル、ひでえ！　いまの今まで自分だって一緒になって見てたくせに！」

「ち、違うんですよ、ヨシュアさん。おいらたち、怒ってるとかじゃなくて心配で。お嬢じよう様さまなんて泉からずっと『劣等生は大丈夫かしら』っておっしゃるばっかりでして」

「覗きは副産物」

　───いや、どうだかな。

　他の者ならともかく、音や気配に聡さとい自分に気がつかれずにいるためには、細心の注意を払ってようやく、というところ。たまたま偶然に、など、まずありえない。

　だが。

「あー、いやいや、まあ」

　口々に開き直りやら言い訳やらを並べ立てる仲間たちへ、ヨシュアは苦笑いをただ向ける。まさか、あのまま放っておかれたら理性が保ちそうにもなかったから助かった、などと言えない。

「さっきはうちの妻と唯一筆ひつ頭とう神魔がみんなに迷めい惑わくかけましたし、それといまの一件は相殺ってことで」

　それから彼はさりげなく口を拭って、表情を改めた。

「ええと、何をどこまで聞いてたんだか判らないんですけど……実は、僕」

「あー、判ってる判ってる。あのババア探すんだろ？　つきあうつきあう」

　彼の言葉の続きを先取りし、実に気軽な調子でラキシュが請うけ負おった。他の三人も深々と頷く。

「『危険だから、君たちは置いていきます』なんて言わないでよ、劣等生。もう無む駄だな押し問答繰くり返かえすの、こっちだってうんざりなんですからね」

「潜もぐり込こむの、難なん儀ぎ」

「潜り込むと言っても、下へ手たすると今度は雷凰様の背中とかでしょうか？　前の馬車のときですらけっこう苦労したのに、あれよりうまく偽ぎ装そうする自信がないですし、もっとトイレが近くなりそうで、おいらイヤです」

　真剣に詰め寄ってくる彼らを、息を呑んでヨシュアはみつめる。わずかな沈黙に拒絶と説教の気配を感じて、子供たちはいっそう必死に訴えた。

「おっさん、ほっとくと簡単にどっかいきそうでやなんだよっ」

「あなたこれ、『見聞の旅』だって判ってる？　全員揃って塔に帰らない限り、減点よ。落第なのよ！」

「断固ついてく」

「ええ、お嬢様のおっしゃる通りです。おいらたちにはヨシュアさんたちをつれて帰る義務があるんですっっ」

　きっぱりと言い切る仲間たちを、ヨシュアはひとつ見つめ。

「そうですね」

　そっと微笑ほほえんだ。

「ええ。そうですよね。悪いんですけど、どうかみんな一緒に来てください」

　それはおそらく初めて、彼が口にした言葉。いつもの調子で追い払われると信じて疑うたがわなかったのだろう。まん丸くなった八つの目が、いっせいに視線を注そそいできた。

　それを、ヨシュアはひとつひとつ見返した。

「リベカに会って、僕が何か血迷った真ま似ねをしそうになったら……その時はどうか諫いさめて止めてください」

　たった今したばかりの決意はまだもろく、自分はどこまでいっても愚おろかで拙つたない。彼らがいなくては、立ち行かなかった場面がこれまで何度もあった。

　そして、たぶん、今度もきっとそんな場面なのだろうとヨシュアは思う。

　四人は束つかの間ま唖あ然ぜんとし、大きく瞬まばたきを繰り返していたが、やがて、揃って笑みを浮かべた。

「それで？」

　その様子を黙って見ていたスーリィンが、ふと首を傾げる。

「みんなで頑がん張ばるのは別によいのじゃが、我らはどこへいけばいいのかのう？　リベカ・バレクはどこにおる？」

　そのシンプルが上にもシンプルな疑問に、しかし、答えられる者は誰もなかった。
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　雷らい凰おうの翼が力強く翻ひるがえる。

　淡い光を放つ羽毛が、砂を巻き上げ風を圧あつし、天の高みを目指して飛翔した。

　たちまち砂漠は遠くなり、小さなオアシスは更に小さくか弱い点となって消え失せる。

「……ダルタス様、いってきます」

　あの宿屋の窓辺に立ち、こちらを見上げているだろう太守の姿を思い描き、ヨシュアはいま一度下界へと目を落とした。

　───さて、リベカ・バレクはどこにいる？

　デリラに問われ、雷らい鳳ほう雷凰に訊ねられても、ヨシュアはさっぱり思い当たらなかった。

「物語だとさー、犯罪者は生まれ故郷とか姉弟の思い出の地とか、そーいうとこ目め指ざすってパターンが多いんだけど？」

　というラキシュのアドバイスにあれこれ頭を悩ませてみたが、これにもろくな答えが思いつかない。

　そもそも自分とリベカに血縁関係はない。バレクという姓は彼女たちと自分が拾われた土地の名だと聞いている。が、これも旅りよ団だんの前の頭目が言っていただけで、信しん憑ぴよう性せいがどこまであるか知れなかった。

　思い出の地と言われても、旅から旅へと流れていく暮らし。それを延々一○年以上なのだから、全旅程を足したらほぼ大陸全土に及んでしまう。

　その説明に、議ぎ論ろんに加わった全員が絶句した。心当たりゼロ、手がかりゼロ。これでは、あのセラフィヤを笑うに笑えない。

　そんな時。

「君には他にも姉君がいたろう？」

　首を捻る一同へ、ふらりと現れた太守が言ったのだ。

「確か、名前はミリアームと聞いているけれども」

　その言葉にヨシュアはようやく一カ所だけ思い当たり、明けて今日、一同はそこへと赴おもむくことにしたのだった。

　四方すべてを埋め尽くしていた砂は、数時間前に消え失せた。起伏と言えば岩山ばかりだった視界に、丘が生まれ道が出来、やがて、人家の屋根が連つらなっていく。

「うわ、はっやーい！　もう砂漠抜けちゃった。さすがスーリィン！」

「けど酔う」

「さ、寒いわっ」

「高いの怖いです、ほんっと怖いですっ」

　四者四様の反応を示す仲間たちに加え、相変わらず不ふ機き嫌げんそうなアフェクと弓矢刀剣を担かついだエレミヤまでもが、風圧に耐えスーリィンの背にしがみついていた。

　当初、アフェクはヨシュアの判断をさんざん弾だん劾がいし反対した。実状はなんであれ、この旅は『見聞の旅』。『塔とう』からの第一の指令はダルタスを無事にルステラへ送り届けることだというのに、その肝かん心じんの太守を置き去りにするとは何事か。そもそも、あの破は戒かい神官の言うことを鵜う呑のみにするのが間違っている云々……。

　しかし、結局、アフェクはついてきた。それが自分の神官としての則のりであるのだと主張するヨシュアに、生き真ま面じ目めかつ律りち儀ぎな彼は逆らえなかったらしい。

　加えて。

　ヨシュアはそっと眼下へ視線を投げる。雷凰の鋭するどい鉤かぎ爪づめの中、鮮やかな紅くれないがちらちらと見えていた。そこには、堅けん牢ろうな鎖くさりとアフェクとラキシュの気の神魔によって二重三重に拘こう束そくされたデリラ・ジダルが、力なく囚とらわれている。

　ヨシュアは当然、完全に体力が回復しておらず、いつどんな形で逃亡を図はかるか判わからないかの女神官を、ダルタスの元へ置いていくつもりだった。

　だが、本人が「どうしてもリベカ様に会う」と言って聞き入れなかった。

「好きなだけ縛しばり上あげてくれてかまわない。なんなら、猿ぐつわでもしましょうか？　それなら魔ま操そうは使えない」

　そうなったら後に残るのは、痩やせ衰おとろえた手足だけ。それではヨシュアはもちろん、子供たちにすら抵抗できなくなる、と、デリラは淡々と訴えた。

「いったい、なんでそこまでしてリベカに従わなきゃならないんです？」

　と訝いぶかしむヨシュアに、

「誰にも聞き入れられないことを唱となえて、元居た世界から追われた。そんな人間の言うことに耳を貸し、行動してくれたのは、あの方だけ。それで充分でしょう？」

　と、か細く笑って。

　やがて、

「俺がきっちり監かん視しするわ。それならいいか？」

　エレミヤまでもがそう言い出し、ダルタスがそれを許したため、ヨシュアはそれ以上抵抗できなかった。

　───もしかして、隙すきを見て自分で斬り殺すつもりかな……。

　子供たちと一緒になって軽口を叩たたく間かん諜ちようを眺ながめ、ヨシュアは唇くちびるを嚙かむ。

　やれ勤め人は辛つらい、やれ破は天てん荒こうな上司を持つと苦労すると、四六時中不満たらたらなエレミヤだが、国と主あるじに対する忠誠は本物だ。たとえダルタスの怒りを買うことになったとしても、ルステラの未来と太守の良心を守るためならそれぐらいやってのけかねない。

　───そうなったとき、僕はどうしたらいいんだろう。

　しかし、現実問題、火急の際にこの場にいる中で三度の攻撃を待たずに迎げい撃げきができる人間はエレミヤしかいない。これまでも様々な場面で助けてくれたその戦闘力を、あてにしないわけにはいかなかった。

　そんな悲喜こもごもを翼は運び、一昼夜ののち。

　とにもかくにも、ヨシュアとその仲間たちは目当ての土地へと辿たどり着ついた。

　着いたのだが。

「……なんもないんですけど」

　広がる野原を見回して、ラキシュが口を尖とがらせた。

　その言葉通り、そこは何もない。ただただひたすら地面が広がるばかりの場所であった。まだ砂漠の方が砂山やら岩山やらとバリエーションに富んでいると言ってもいいほどのすっからかんさ。

「何もなくて当然ですよ。農のう閑かん期きなんですから」

　ヨシュアは首を竦すくめて歩き出す。

　そうして自分の目で確認してみても、やはり何もない。その場が数カ月前まで畑だったと偲しのべるのは、延々と続く野の果てに水路らしきものがきらりと光っていることと、溝みぞの跡がうっすらと大地に走っていることぐらいだろうか。

「前に来たときは、このへん全部に麦が生えてたわねえ」

「それはそれで『それしかない』って印象な気がしますが」

「どっちも一面同じ」

　それぞれらしい感想を吐く子供たちの目が、「どこから探せばいいのか」と問いかけてくる。しかし、ヨシュアはヨシュアでこれ以上、見当がつけようがない。

　ここは、彼の、そして、リベカ・バレクの姉・ミリアームが斃たおれた地。

　あのとき、季節は雨期の終わり。麦畑のただ中、ひたすらに黄金の波が続くその中で、彼女はたった一四年の命を終えた。ルステラの兵に追われ、妹と弟を逃がすため自ら犠ぎ牲せいとなって。

　───墓ぼ標ひようひとつ、建ててやれなかった。

　犯罪者の常として、首を晒さらされたのちに遺体は人知れず火か葬そうされ、どこかにひっそり捨てられる。刑けい罰ばつの一環として、何かを手た向むけたり手厚く葬ほうむることはどこの国でも禁止されていた。もちろん、ルステラも例外ではない。

　───それでも、あの方は覚えていたんだな。

　国主として、彼が裁さばき縄なわに吊した相手は少なくない。人の命はとてつもなく軽く、罪はひどく重く問われる時代だ。先の赤せき晶しよう旅りよ団だんの面々だけでも、数十人が殺され晒された。その汚れた罪人の一人を……それでも、彼は忘れなかったのだ。

　ひたひたと胸に寄せてくる感情に足元を取られぬよう、精一杯の心持ちでヨシュアはあたりを一歩一歩と踏ふみしめ歩き出す。

　そうして、しばらくたった頃。

「のうのう、スーリィンのヨシュア」

　小鳥の姿に変じた雷凰が、彼の肩に舞い降りてきた。

「この先に木があるぞ。まだほんの小さいものだがの」

　可か愛わいらしい嘴くちばしをぴこぴこと開き、彼女はそう訴うつたえた。

「木？　こんな畑のど真ん中に？」

「なんでそんなもの生やしておくんだろ。普通、邪じや魔まだっていって全部引っこ抜いちゃうよね」

「何かと見間違ったんじゃないの？」

　しかし、そうは言っても他に何も見るべきものはない。揃そろってスーリィンの示す方へと進んでいくと、確かに一本の木が生えていた。

　まだ若く、幹も細い。

　けれど、きちんと枝打ちされ、葉も丁てい寧ねいに手入れされていたし、根元の周りには雑草一本なかった。これは畑の中に勝手に生えてきたものではないと一目で判る。

「榧かやだ」

　自分の腰あたりまでしかない木を見下ろし、ぽつりとギレアドが呟つぶやく。

「北の木。このへんにはない」

「へえ、そうなんだ？」

　言いながら、ヨシュアは生きつ粋すいのルステラ人であるエレミヤを見た。

「なんだ、貴様。ルステラで暮らしていたという話じゃなかったのか？　住んでいた土地の植物層ぐらい、神官候補ならしっかり把は握あくしておけ」

「住んでましたけど、太守様の宮殿からろくすっぽ出たことなかったんです。あそこは優秀な庭師さんたちがはりきってあれこれ植えてるから、かえってこのあたりの土地本来の植物かどうか判らないんですっ」

「あんたたち、隙見ればすかさず言い争うのよしなさいよ。ホント、神官候補生がそんな猛たけ々だけしくてどーすんのよ、もう」

　答えるより先にアフェクに嘴を挟まれ、ルステラの間諜が大きく肩を竦めた。

「俺もそんな詳しいわけじゃないけどさ、確かにこのへんじゃあんま見かけないな、この類たぐいの木は」

「ギレアドは北国育ちだもんな。たくさん見たことあるんだろ？」

「うん」

「けど、ならなおのこと、なんでこんなところにそんな木があるんでしょう？　勝手に生えるはずないですよね」

　セームの意見は実にごもっとも。全員が同じように首を捻った。

「榧って何に使うことが多いんですか、ギレアド？」

「家具とか楽器とか」

　ひとつひとつ丁寧に思い浮かべるようにして、長身の少年は答える。

「あと、船」

　船。

　その言葉に、ヨシュアは思い出した。

　ミリアームとの最後のやりとり。大きくなったら何をしたい？　という、他た愛わいのない質問とその答え。ありえなかった未来を思い描いて彼女が語ったこと。

『海を渡って、他の大陸にいってみたい』

　その願いはヨシュアの中にも深く染み入り沈み、おかげで彼はいまでも海を見るのがあまり得意ではない。亡くなった姉の声が、波の合間から聞こえてくるような気がして。

　───リベカは……その願いに殉じゆんじるつもりなんだろうか？　本当に本気で？

　ひとり考え込んだヨシュアを、みなはただ見守った。そもそも、彼が指針の旅なのだ。ヨシュアが動かなければ誰も動けない。

「おんや？　なんで、こんなところに？」

　寄よる辺べなく木を囲む一同の背後から、のんびりとした声が湧わく。

　揃って振り向くと、そこには一人の中年男が立っていた。陽に灼やけいかにも気のいい農家の親父といった風情の彼は、遠えん慮りよのない足取りでこちらへとやってくる。

「修道生さまがこんな辺へん鄙ぴなところに、いっせいにやってくるなんて、こりゃまたどうしたこったい。何か珍めずらしいもんでも掘り出されたとか？」

「いえ、そういうわけでは」

　ヨシュアは曖あい昧まいに微笑ほほえみ、若木を指した。

「周囲一面手入れされた畑なのに、木が生えているなんて珍しいなと思いまして」

「ああ、それな」

　屈くつ託たくなく、男は答える。

「五、六年ぐらい前だったかなー。別べつ嬪ぴんの娘っ子がやってきてね、このあたりの土地を買い取ってったんだよ。で、この木を植えて手入れしてくれたら、毎年、ちゃんとお礼を送るからって」

　最初、彼はその申し出を断った。畑の真ん中に木を植えて手入れするなど、どう考えても非効率的だし面めん倒どうだと嫌がる彼に、その娘は相場の五倍近い金を差し出した。それから後も、約束通り、毎年雨期の頃になると男の家に金や家か畜ちく、凝こった織物などが届けられると言う。

「その娘、もしかして、黒くろ髪かみで深い緑色の目をしていませんでしたか？」

「ああ、そうだよ。なんだい、神官さん。あの娘の知り合いかい？」

「ええ、はい……弟です」

「そうか。変わりもんのねーちゃんで苦労してんだろ、きっと」

「もう、とても」

「それはそれは。まあ、言っといてくれや。ちゃんと言う通りにしてるから心配すんなって。なーんか、最近確認しにきたっぽいし」

「確認しにきた？」

　切せつ羽ぱ詰つまった声を上げたのは、いまの今まで一言も発さなかったデリラであった。

「いつですか？　それはいつのことですか？」

「だ、だから、最近だよ」

　拘束具がわりの黒衣を目ま深ぶかに被かぶった女に詰め寄られ、農夫は少しだけ後ずさる。

「先週とか、そんなもん。なんか細っこい足跡があったから」

　うちのババアも女房もあんな足はしていないと言い足して、そのまますたすたと畑の向こうへ去っていく。

　後には、なんとも言えぬ沈黙を保った見習い神官たちと間諜、それに破は戒かいの神官だけが残された。

「リベカ様がいらした……」

　どこか熱を含んだ女の声は、

「弱った娘の足で歩ける距きよ離りは限られてる。きっとこの近くにおいでだわ」

　けれど、間違いなく正せい鵠こくを射いていた。
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　榧かやの若木を離れ、街道からもかなり遠のいた一画。

　丘の合間へ埋うもれるように、潰つぶれかけた小屋があった。かつては農具や収しゆう穫かく物ぶつが仕し舞まわれていたらしい、ささやかな倉庫。長年風雨に耐えてきたのだろう、屋根は割れ柱も傾かたむいて、もはや廃はい屋おくというより瓦が礫れきの寄せ集めのようにしか見えなかった。

　逃とう避ひ行こうで疲れ果てた女の足で行ける、ギリギリの範囲。それを空から隈くま無なく探し、この小屋を見つけたのは、やはりスーリィンの炯けい眼がんだった。人の数倍を見通すという神魔の目に導かれ、ヨシュアたちはそこへと辿たどり着ついた。

「いちおう、戦闘準備はするべきだ。それでなくとも、俺たちは先制攻撃絶対不可のハンデを背負っているんだしな」

　言いながら、アフェクが正しき言葉ダーバールを唱となえ出だす。頷うなずいて、子供たちも従った。

「五妖一○八位階の神魔に奉たてまつる……」

「我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者」

「我が贄にえに応え、我が望みに答えよ」

　進む言葉、描かれる様々な色合いの召しよう喚かん紋もん。やがて、それぞれの足下に神魔たちが平伏する。彼らの盾たてとなり矛ほことなる生き物たちは、主あるじの昂揚を写し取ったかのような瞳で、まっすぐ廃屋へと視線を向けた。

　ヨシュアは一同を見回す。

　頷き交わし合う、目と目。

　一人、エレミヤだけは抜き身の剣をかざし、デリラの喉のど元もとへと当てた。それから、いけ、というようにヨシュアへ目め配くばせしてみせる。

　意を決し、彼は一歩を踏み出した。

　湿しめり壊こわれた扉に手をかけ、ゆっくりと押し開く。

　中は、思いの外ほか明るかった。破れ割れた木材の合間から、細い陽光が降りてきている。淡いその光に縁取られ、姉が……リベカ・バレクが横たわっていた。

　その、あまりに静せい謐ひつな様。まるで息をしていないようにすら見える。

　だが。

「……お久しぶり、ヨシュア。こんなところでどうしたの？」

　そっとヨシュアが中へと歩を進めた瞬間、彼女の唇くちびるが動いた。

　瞼まぶたは震ふるえてすらおらず、こちらを見やることもない。しかし、彼女は間違いなく弟の接近を感じ取り、そう問うた。

「彼女に……僕らの先生だった人に頼まれてきたんだ」

　しばし躊躇ためらい、けれど、ヨシュアは自分の背後を指さす。黒衣の女は大きく息を呑のみ、こちらへ駆け寄ってこようとしたが、エレミヤの剣に阻はばまれて立たち竦すくむ。

「きっとたくさんいじめられたのでしょうね、デリラ。本当に可か哀わい想そうなこと」

　ひどく優しい口調でリベカは嘯うそぶくが、瞼は深く閉ざしたまま。弟も腹心の部下へも、目を向けようとはしなかった。

　その態度に、妻や仲間たちが自分以上に緊きん張ちようしているのが判わかる。それでも、ヨシュアは努めて穏やかに言葉を紡いだ。

「剣けん呑のんな石のせいでリベカがたいへんなことになってるって、彼女は言ってる」

「そう」

「雷らい鳳ほうセラフィヤも来たよ。君と石を引き渡せと」

「そうなの」

　詰きつ問もんじみていく弟の声に、彼女は瞼ひとつ上げようとはしない。埃ほこりっぽい床に四し肢しを投げだしたまま、ただ唇を動かすばかり。

　そんな彼女を、ヨシュアはしばらく黙ってみつめていた。目を凝こらし、視線を注そそぎ続ければ、いつかは答えが与えられるというように。

　だが、彼女は何も話さず、語らない。

「リベカ……ミリアームはこんなこと、望まないよ」

　語りかけるヨシュアの声に吐息が絡む。深く重い溜め息は、廃屋の中でひどく大きく響ひびいた。

「世界を変えるような力や神魔を手に入れて、ダルタス様とルステラに復ふく讐しゆうして。それから、どうするって？　ミリアームが言ったように他の大陸にいく？　それで幸せになれると本気で思ってる？」

「幸せ？」

　姉の細い肩がかすかに揺れた。

「そんなもの、世界の果てまでいったとしてもあるはずがないわよ」

　ほんと、ヨシュアったらバカな子ねえ……。

　そう付け足した言葉は、ミリアームが彼を叱しかるときの口くち癖ぐせ。ほんの小さい頃、刃物で手を痛めた彼を諭さとしたとき、苦手な野菜を代わりに食べてくれるとき、しっかり者の長姉は怒ったような困り果てたような顔で、そう彼に言ったものだった。

「けど、まあ……あなたがここに辿り着けたのは悪くないわ」

　ふ、と。リベカの口元が揺れる。

「あの太守に飼い慣らされて、どこかの化け物を勝手に娶めとって、もうすべて忘れてしまったのかと思ってたから。わたしたちの可哀想な姉さんのことは、もうなかったことにしたのかと」

「そんなわけない」

　ヨシュアの声がわずかに高まった。

「そんなはずがないだろう？」

　詰め寄る気配に、リベカの長い睫まつげが大きく震えた。重い重いものを持ち上げるような緩かん慢まんで苦痛に満ちた動きで、彼女はようやく目を開く。弟のそれより一段と深い緑の瞳が、ゆるやかにこちらを見返してきた。しかし、目を閉じていたときよりもずっと、その顔は表情に乏とぼしい。繊せん細さいな陶器で作られた、人形のようなその面おもて。












　薄うす暗くら闇やみに浮かぶ女の顔へ、これ以上、何を言い、何を問おうかとヨシュアが短く息を呑んだ瞬間だった。




「案内、ご苦労さまです」




　聞き慣れぬ声が響いた。

　幼い少女のようにあどけなく、まっすぐな声色。

「危ない、ヨシュア！」

　絶叫し、スーリィンが彼の背を抱える。ただならぬ妻の様子に、ヨシュアは警けい戒かいも露あらわに周囲を見回した。

　殺気も敵意もない。相手の気配はどこにも感じられない。

　だが、何かがいた。

　人間と雷凰以外の何かが、確かにそこにいた。

　か細い陽光が霞かすむ。

　それと同時に。

　廃はい墟きよが一瞬のうちに粉ふん砕さいされ、木片が撒まき散ちらされた。柱や梁はりだったものが、周囲のすべてが吹き飛び、巻き上がる。

　いや。

　巻き上がっているのは、小屋ではない。自分たちもだ。まるで、激しい砂嵐に攫さらわれる木の葉の如ごとく、突風に引き寄せられ巻き込まれていく。人間の自分たちですらそうなのだ。更に体の軽い神魔たちなど、ひとたまりもなかった。

「アヴィが！」

「ノアム、危ない！」

「リムリーが！　わたしのリムリーが流されちゃうっっ！」

　みな懸けん命めいに手を伸ばし、自分の神魔を摑つかまえようとしたが、彼らは悲鳴をあげいっせいに吹き飛ばされていく。

　ヨシュアも、スーリィンを抱えるだけで精一杯。小さなナタルがきゃーんと叫び、眼下へと流されていった。

「逃がすか！」

　次し第だいに遠くなり始めた地上で、エレミヤが大きく跳ちよう躍やくする。長身とそれに見合った長さの手がヨシュアの足を摑んだ。そのまま地へと引き戻してもらえるかと、思った……その刹せつ那な。

　視界が曲がった。

　喩たとえではない。目に映るものがすべて、ぐにゅりと歪ゆがみ引き延ばされたのだ。妻を強く抱え仲間たちを引き寄せようとした、自分の手でさえも。

「───っ！」

　ヨシュアは声を限りに叫ぶ。

　だが、その絶叫は自分の耳にすら届くことはなかった。



















「もしも、私のすべてを信じてくださるのならば」

　目の前の女が言った。

　ほんの少し前、小さな港の片隅で拾ったボロ布の中身がその女だった。

「私もあなたにすべてを捧ささげましょう」

　年はいくつぐらい上なのだろう？

　ずっとずっと年寄りにも見えるし、さして違わないような気もする。古ぼけくたびれ切った黒衣から覗のぞく指先には、無数の模様が刻きざまれていてなんだか痛々しい。が、それこそがこの女の価値そのもの。自分には使えぬ神秘を成せる証しよう拠こなのだという。

「すべてって？」

　訊ねる自分の声はひどく乾いていた。

　そんなことを言う輩やからはたくさんいるのだ。

　これまでずっと、多くの人を殺して、多くの力を従えてきた。その度たびに、誰かがこうして彼女に囁ささやく。あなたに自分のすべてをあげよう、と。

　だが、その中身はたいてい空くう虚きよなもの。さして意味もなければ当てにもならないもの。もう充分。飽あき飽あきしてくるぐらいだった。

「すべてを」

　彼女の関心を引きつけたと思ったのか、女は小さく笑う。

「神官としての力、獲かく得とくした神魔、魔ま操そうの技、私が持つありったけの知識を……あなたに差し出し尽くしましょう」

　そうして、語り出した。

　他人が聞けば、お伽とぎ噺ばなしか妄もう言げんとしか思えない言葉の数々。剣を帯びた自分の配下が、一秒ごとに苛いら立だっていくのが判わかる。放っておけば、誰かがいきりたってこの女を血祭りに上げるかもしれない。

　だが、その前にいくつかの単語が彼女の耳についた。自分が考え続けていたことに、女の言うことはどこか似ている。

　延々と続く女の話を、結局、彼女はすべて聞き終えた。いったいどこにこんな熱があるのかと思うほど、彼女の話は長く、またひどく不確かではあったけれども。

「……いいわ」

　そう、彼女は答えていた。

「あなたの言うことをわたしは信じる。それで、すべて、受け取りましょう」

　菫すみれ色の瞳が輝いた。

　女の言葉はつまらなくはないが、その瞳の色はつまらないと彼女は思う。気に入らない相手のそれにちょっとだけ似ているのだ。弟をつれさった翼の主の瞳は、もう少し淡く赤みが強かったような気がするけれども。




　───だけど、髪かみの色は悪くないわ。




　美しい緋色。

　紅玉を溶かしたような色合いは、可か愛わいかった弟のそれに似ているような。




　───ね。そうでしょう、姉さん？




　足下の姉に、思わず言ってみる。

　彼女がほんの少し笑った気がした。
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　雷鳴。また、雷鳴。

　それがヨシュアの知覚した、最初の音。たいていの人間には恐ろしいばかりのそれであるが、彼にとっては愛いとしい妻の声も同然。闇やみ夜よを払う朝陽よりもなお、目ま映ばゆく鮮やかに自分の行く手を彩いろどってきた。

　だから、いまこの時もヨシュアはどこか安あん堵どを覚え、再び微睡まどろみかけ───ふと、違い和わ感かんを覚えた。

　天地を裂さく稲妻のそれに違う音が重なっていくではないか。ドドンドドンという、ひどく鈍にぶい重い音。




　───もしかして……海鳴り？




　そんな、まさか。

　ルステラは確かに海辺の都、陽光の港。けれど、自分たちがいたのはその城じよう壁へきからなお遠く、砂漠との境界線を越えてすぐの場所。海岸線は遠い。

　雷鳴。また、雷鳴。

　励はげまされるような轟とどろきに、ヨシュアはなんとか目を開く。

　そうしてまっさきに見えたのは、なるほど海だった。

　但ただし。




　───なに、この色？




　重なる波は、鉛なまりを溶かしこんだような重い色合い。砕ける波は濤とうは荒々しく、獰どう猛もうな牙きばにも似ている。明るく青かったルステラの海とは……いいや、いままでヨシュアが見てきたあらゆる海とはまったく異なっている。

　また、雷鳴が聞こえた。

　水平線と天空の間を疾走する、激烈な輝き。まるで空を支え海を貫つらぬく柱が、いくつも屹きつ立りつしているかのようだった。だが、そこに愛しい少女の姿も大いなる雷らい凰おうの翼もない。

　代わりに。

　波打ち際に一○人ほどの男女がいた。老若男女と揃そろってはいるがいずれも見知らぬ顔、見知らぬ声。そして、誰もがひどく青ざめ引きつっていた。

「……見て！」

　妙齢の女が沖を指さす。

　鈍にび色いろの水平線の彼方かなたには、よくよく見ると陸地と思おぼしき影があった。その中央に光が灯ともる。音はない。煙も火の粉らしきものもなかった。ただ、天の重みに耐えかねたというように、その光を中心にあたりが歪ゆがんでいくのだけが判わかる。

「ああ、ついに……ついに次元が裂けた……裂けてしまった」

　女はがっくりとその場に頽くずおれた。淡く白い金色の巻き毛が嘆なげきに震ふるえて揺れている。目も醒さめるような美女であるが、その格好は奇っ怪だった。男のような青い下した履ばきは光沢を放ち、上に重ねた白い上着には同じ色の釦ボタンと見たこともないような飾りが輝いている。

「だから、私は言ったのに。このまま無む造ぞう作さに魔ま導どうや召しよう喚かん獣じゆうを使い続けていれば、必ず天変地異が起きてしまうって！」

　実例があったのだ、と、その女は訴うつたえ続けた。

「隣となりの大陸では神都の周囲数グランクルススが吹っ飛んだ！　数百人もの魔導師が命を投げ出し食い止めての結果がそれなのよ？　アリステアが保つはずが……私たちだけでどうにかできるはずがなかったのに！」




　───アリステア？




　ヨシュアは目を瞠みはる。

　奇妙な風体の女の絶叫。ジゲンだのシントだのクルススだの聞き覚えのない単語の羅ら列れつの中に、突とつ如じよ、混じってきた親しい単語。自分たちの生まれた大陸、神官たちの守るべき大地。その名を、女は確かに口にした。




　───それが、裂けたって？




「落ち着け、ルピテル」

　痛みを堪こらえる表情で娘を宥なだめたのは、傍かたわらにいた青年だった。端たん麗れいな面おも差ざし、こちらも金色の髪かみだがだいぶ赤みが勝っている。

「それより、先のことを考えるんだ。あそこには生き残った人々がまだいる。それと一緒に、元の次元に帰還させられなかった召喚獣もまだ山ほど」

「しかし、アベル。あいつらは……召喚獣は人の生気を食らう」

　壮年の男が苦しげに呟つぶやいた。こちらは『塔とう』の導師に似た黒衣を纏まとい、目ま深ぶかにフードを被かぶっている。

「その上、とてつもなく寿命が長い。百年単位千年単位を簡単に生き延びる。そんな連中が迂う闊かつにこちらの世界で増えでもしたら、アリステアのみならずこの世界すべての脅きよう威いとなろうな……」

　長い長い時をかけ、人類すべてが蹂じゆう躙りんされ、食い尽くされる。次に起きるのは、飢うえた召喚獣同士の戦い、壮絶な生存競争だ。火風水土気の化け物どもが、天地を揺るがし争って、やがてこの世界そのものが本当の滅ほろびを迎えるだろう。そう、人々は口々に語り合った。

「では、どうする？」

　誰かがそう声を上げた。

「どうすれば、その破は綻たんの運命から人と世界を救えると言うんだ？　もう誰にも奴らを帰還させる術すべはない……」

　答えはしばらく返らない。見当もつかぬというように、彼らは互いを見合って口を閉ざす。

　やがて。

「閉じる」

　青年が答えた。

「新たなルールをあの大陸に課して、その周囲を封ふう印いん魔導で閉じてしまう。そうして召喚獣をあそこへ囲い込み、外界を……他の大陸の人間に害を及ばさぬよう計るしか、それしかない」

「アベル……あなた、自分が何を言ってるか、判ってる？」

　波打ち際で膝ひざを抱え、呆ぼう然ぜんとしていた黒髪の娘が、弾はじかれたように立ち上がった。

「封印の中にいる人間を、召喚獣の餌えさにするつもりか！」

　その娘は、長いドレスの裾すそを捌さばくのもそこそこに、まっすぐに青年へ……アベルという名らしい男へと詰め寄る。

「そんな非道があるか！　自分の故郷の人々をおまえはいったいなんだと思っている！」

「では、聞くが、ウルスラ」

　苦しげに面おもてを歪め、青年は訊ね返した。

「たとえば、ここに数百数千人の召喚魔導師がいたなら、化け物どもを残らず殲せん滅めつすることもできるかもしれない。だが、見ろ。現実にこの場にいるのはたった一○人足らず。あいつらを制御するのが精一杯というところじゃないか。この状態で他に手があるとでも？」

「どうして、殲滅？　もともと彼らは別次元の生き物なんだ。それを我々の都つ合ごうで引っ張り出して使役していたんだぞ？　元の世界へ帰すのが道理だろうに！」

「それを無理にして、また時空が裂けたらどうする！」

　いかつい顔の老人が喚わめき、二人の間に割って入った。皺しわ深ぶかい手に握られた杖を振り、諍いさかう男女を引き離そうとする。

「次元に介入するような魔導は二度と使ってはならん。二度とだ。次はアリステアが半壊するだけではすまんかもしれん。ウルスラよ、この惑星ごと世界がすべて壊こわれてもいいというのかっ？」

「では、生いけ贄にえにすると？」

　叩たたきつけられた怒ど号ごうに、娘は弱々しくながらも反論する。

「世界を救うために、あの大陸だけを……あそこに生きる人々だけを延々と召喚獣の餌にし続けると？」

　今度は、誰も答えない。

　みな一様に全身をこわばらせ、硬く口を閉ざしている。

　その消極的な沈黙に雷鳴が重なり、

「……もっとも手っ取り早いのは、大陸を閉じた挙あげ句く、人の方を根絶やしにすることだ。そうすれば、召喚獣たちも餓かつえて自然と絶える。そうした方がいいとでも君は言うのか？」

　青年がいっそう悲痛な声を注そそぎ込こむ。

　もう反論は、返らなかった。

　その場にいた全員の肩が、ひっそりと落ちた。すすり泣く声が波間に消えていく。

　そのまま、何も言わなくなった彼らの傍らでヨシュアもまた、沈黙を保っていた。




　───ルピテル、アベル、ウルスラ……。




　それはヨシュアたち神官候補生にはあまりにも馴な染じんだ名ばかり。光の女神と太陽神、そして、世界を滅ぼしかけた戦女神の名前だった。




　───あなたたちは、いったい？




　そう問いかけてみたかった。

　だが、声が出せない。指一本、自分の自由にはならなかった。

　雷鳴が。

　また、轟く。

　世界は目映く白く染まる。




　気がつくと、ヨシュアはまた違う場所に立っていた。乳白色の床、広がり続ける天てん井じよう。しかし、柱や窓らしきものが見あたらない。

　いや、窓はある。

　ヨシュアのすぐ横、壁へき面めんに見えていたそれすべてが窓なのだ。陰いん鬱うつな空と鈍重な海が遙はるか眼下に見渡せる。




　───こんなでっかい透かし板、どこから掘り起こしたんだろう？




　首を傾かしげる彼の前に、すらりとした人影が現れた。豊かな黒髪、揺るぎない足取り。ウルスラと呼ばれていた娘だった。

　広大な部屋の中に一人佇たたずみ、彼女は何事かを呟き始めた。

「魔を導みちびき、力を閉じこめし宝の石よ……」

　聞いたこともない、魔ま操そうの言葉。

　娘の動くたび、その手元に光が灯っていく。焰ほのおよりも紅く、日光よりも明るく。

「奇跡を汲くみ出だし、神秘の技を為なせ」

　ほっそりとしたその両手に、彼女は何かを捧ささげ持っていた。静かな言葉が進むたび、その石はより赤く強く輝いていく。




　───あれは。




　ヨシュアは息を呑のむ。




　───ペルスカ姫の持っていたのと同じ？




　しかも、それは真円だ。磨みがき抜ぬかれ、艶つややかに丸く美しい完全な球体。

　それは更なる光を放ち、やがて。

　カッ！

　太陽が爆発したかのような光の洪水。真紅の衝しよう撃げき波はがあたりを払った。巨大な透かし板が粉々に吹き飛び、潮風が逆巻いて飛び込んでくる。

　全身を叩くその風にも、娘は怯ひるまない。

　その石をぎゅううと胸に抱き、割れた窓へ向かって走り出した。

「ウルスラ！」

　部屋の彼方から、男の声と複数の足音が追いついてくる。

「ウルスラ、待て！　独断で動くんじゃない！」

　鋭するどい制止に、彼女は一度だけ振り返る。

「アベル、どのみちこの世界はいずれ終わる。あなたたちの目もく論ろ見みが最後までうまくいくなんて、私にはとうてい思えない」

　怒りと嘆きを滲にじませた紅い目が、背後の人々へと注がれた。

「だとしても……いいえ、だからこそ、私は故郷の人々を見限ることはできないわ。

『魔操』の技術だけで彼らが生き延びられるはずがないのに」

「だからって、俺たちの魔導技術を遺のこす気か？　次元を裂いたような力を？」

　眉まゆを大きく吊り上げ、アベルという名の青年は断じた。

「危険だ。絶対に容認できない」

　しかし、娘はもう彼を一いつ顧こだにしなかった。

　細い足が床を蹴けりつけ、身を躍おどらせる。

　ヨシュアは彼女が海面に叩きつけられると思い首を竦すくめたが、その体は滑すべるように天を舞い、そのまま曇どん天てんに呑まれて失せた。

「どうするの、アベル!?」

　金髪の女が叫ぶ。

「あの子、ありったけの魔導石を持って行ったわ。あのままアリステアに持ち込ませていいの？」

「いいわけないだろう」

　苦く渋じゆうに満ちた表情で、青年は呻うめく。

「たとえ最悪の手段を用いることになっても、取り返さなくては」

「最悪の手段？」

　震える問いかけに、青年はわずかに唇くちびるを嚙かみ締しめ……しかし、はっきりと答えた。

「彼女を……ウルスラを殺しても、だ」

　冷たく響ひびくその声に、雷鳴がまた重なった。ヨシュアは動かない。動けない。

　雷いかずち。

　稲妻。

　稲光。

　世界を白く染め尽くす。

　そのただ中で、ヨシュアはひとり混乱していた。




　───なんだ、いまの？　ジゲンて？　マドウって？　聞いたことない。ショウカンジュウってのはなに？　それでもってアリステアが裂けて、閉じられたってどういうことなのーっ!?




　叫びたかった。頭を抱えたかった。

　だが、そのどちらも果たせない。

　雷。

　稲妻。

　稲光。

　それへただ目をやって、




　───スーリィン……。




　せめて、その名を呼ぼうとした、そのとき。




「サービスタイムはそろそろ終了、おひらきとさせていただいてよろしいですか、ヨシュア・バレク？」




　知らない声が……いや、一度だけ聞いたことのある声が、背後から響いてきた。





　　　　　２






　昔取った杵きね柄づかか、ヨシュアは人の声を忘れない。何年も前に聞いたものでは判然としないこともあるが、ほんの少々ぐらい前に耳にした声ならば瞬時に聞き分けられる。

「さっき、僕らを吹き飛ばした人だね？」

　懸けん命めいに動かした喉のどが、今度はきちんと音を成した。

　その声を合図に、彼の全身から見えない縛いましめが外れた。弾はじかれたように振り返った先、乳白色の床の上に小さな人影がある。

　それは、ラキシュより幼くナタルより大人びた少女。ふっくらとした頰ほおと大きな瞳、形のよい眉まゆや鼻び梁りようが愛らしい。

　けれど、その姿はひどく奇妙だ。前まえ髪がみを太いリボンで緩ゆるく上げ、残りを肩へと流した髪型は、東方などでたまに見かける。が、その髪色がおかしい。一見、黒髪に見えるそれは、よくよく見ると深い緑。あまりにも色濃いせいで、漆しつ黒こくに見えるほどの。

　服装もまた、だいぶ変わっていた。

　明らかに絹と判わかる、黒い服。その肩と袖が不自然に膨ふくらんでいた。何枚も布を重ねたその裾すそは、膝ひざのあたりでたっぷり広がり、見たこともないほど繊せん細さいなレースがふんだんに縫ぬいつけられている。それどころか、胸元や袖口には小さな釦ボタンが縦にいくつもいくつも輝いていた。きらびやかなものを好むヨシュアの目にすら、無茶なほど贅ぜい沢たく奇き天て烈れつに映る。こんな細やかな細さい工くのレースや釦、あまりに高価過ぎて王侯貴族の姫君でもそうそう纏まとえないはずなのに。

　だが、何より特徴的なのは、その耳だった。

　人のものよりほっそりと長く、少女の表情に合わせてか、ときどき上へ下へと動いている。

「おっしゃる通りです、ヨシュア・バレク。わたくしがあなた方を吹き飛ばした人です……いえ、実のところは人ではありませんし、吹き飛ばしたのではなくこちらへお連れしたつもりだったのですが」

　言いながら、異い形ぎようの少女は大きく瞬まばたきした。金と銀とを流し込んだような不ふ思し議ぎな瞳。それが、静かな光を放ってこちらへ向けられてくる。












「なにせ、五、六○○年ぶりに移送魔ま導どうを使いました久しぶりでした。おかげで加か減げんは困こん難なんを極め、目標物をあちこちに散らばせてしまうわ、取りこぼしてしまうわで、わたくしとしましても痛つう恨こんの極みでございます……まあ、おかげでだいぶおもしろくはなりましたが」

「五、六○○年ぶり、って」

　さらっと言ってくれると、ヨシュアは溜め息をつきたくなった。この愛らしい少女はスーリィンたちのお仲間だ。しかも、そうとう高位な。

「僕はあなたをなんとお呼びしましょうか？」

「アガーテと申します」

　丁てい重ちように訊ねたヨシュアに、まるで人の娘が名乗るように彼女は答えた。

「位階はいくつでどの属性のアガーテさんで？」

　そのあまりの簡かん潔けつさにヨシュアは苦笑したのだが、

「位階なら一位。属性はこれと言ってございません」

　少女の次の言葉に凍り付いた。

　しばらく、固い沈黙が続く。

「い、一位？」

　きょとんとしたヨシュアの顔を、やはりきょとんとしたように少女が見上げてくる。

「はい」

「属性は……ない？」

「正確に申しますと、ないのではなくて全部ですオールにしてすべてです」

「ぜ、全部って。五妖すべてってこと？」

「ええ」

　判ってくれたか、というように少女は深々と頷うなずいてみせた。

「故ゆえに、種族名も特にございません。五妖にしてただひとり、それがわたくし。差さし詰づめ、無冠のアガーテとでも申しましょうか」

「は……」

　あまりのことに、次の言葉が出てこない。スーリィンに聞かされていた位階一位の神魔は、ひたすらに強く恐ろしげであったのに、目前の少女は纏っている服こそ珍ちん妙みようだが、ひどく稚いとけなく無防備だった。

　───いや。

　長年の戦闘経験が、ヨシュアの内で警けい鐘しようを鳴らす。

　───見てくれだけで判断すると、ろくなことにならない。どっかの誰かだってこの年頃にはガンガン人殺ししてたじゃないか。

　まして、これは神魔。

　少なくとも、六○○年以上は生きている相手なのだ。

　瞬時にして警けい戒かい心しんを固めたヨシュアへ、アガーテは片眉だけを軽く吊り上げてみせた。

「ヨシュア・バレク、一瞬自失はするものの、すぐさま立て直して状況把は握あくを図はかるとはタフなお人柄。過か多たを極める情報の分ぶん析せき等はまず後回し、手近な目標に取りかかるところも現実的で実によろしい。さすが、既存のルールを破り、位階四位の神魔を誑たぶらかしただけはございますね。心から褒ほめて差し上げます」

「た、誑かすって……褒められている気があまりしないんですが」

「褒めております大絶賛です」

　生き真ま面じ目めな面おも持もちで、アガーテは何度も頷いてみせる。長い耳がひょこひょこと動いた。

「その過多を極める情報は、あなたが見せたとでも？　なら、ついでに細かいご解説もお願いしたいですが。正直、僕は何がなんだかよく判りませんでした」

「細かいことなど、あなたがお知りになる必要はそれほどございません。いまの光景が一○○○年ほど前、現実に起きたことであるというのと、かの石の重要性についてだけ認識なさってくだされば、それで」

　不満げなヨシュアに、いささかそっけなくアガーテは言い捨てた。

「石……」

　どこまでもそれなのか、と彼は訝いぶかしむ。

「ええ、石。その通りです」

　その表情をすぐさま読み取ったかのように、自称位階一位の神魔は続けた。

「問題は石です石なのです。あなたの姉君のお持ちの石。あなたもご覧になりましたでしょう？　あれは本来、わたくしの主マスターたちの持ち物。実に面めん倒どうな代しろ物ものなのでございます。この世界の均きん衡こうを大きく崩くずす、いわゆるひとつのオーパーツだからでございます」

「……マスターたち？」

　さらりと告げられた台詞せりふに、ヨシュアは躊躇ためらいながらも訊ね返す。

「いま主マスターたちと言いました？　さっきのあの人たちがあなたの召しよう喚かん主ぬしってこと？」

「『召喚させた』というより『作った』という方が現実に即します正解です。ついでに申しますと、あなた方神官の魔ま操そうというシステムを作ったのもわたくしのマスターたち。召しよう喚かん獣じゆうを五妖一○八位という位階に分けたのは、更にその祖そとなる人々です。種族名は彼らが元の次元で使っていたものとのことですが」

　アガーテは諾だく々だくと頷き説明した。だが、またもヨシュアには判らない単語をあちこち挟みこまれているため、まるで理解できた気がしない。

「その他諸々の事情は、まあ、先ほどのサービスタイムでご覧いただいた通りにございます」

「あれ、サービス？　ホントに？」

　どこがだ、と、ヨシュアは思わず毒づいた。口はきけない体は動かない、ただ延々とわけの判らない映像を見せられ続け、挙あげ句く、細かいことなど知らなくていいとは、中ちゆう途と半はん端ぱにもほどがある。

　だが、超級神魔はいっこうに悪びれない。

「ええ、スーパーサービスです大出血にございます」

　光を弾くその両目を、アガーテはかすかに細めた。笑ったのかもしれない。

「わたくしのマスターはあなた方の概がい念ねんで言う、神々そのもの。かの大陸の神官ならば垂すい涎ぜんの的まとでございましょう？　なにせ、あなた方の聖伝にはマスターたちに会いたい旨むねの文言が実に三四二七も書き記されているのですから」

「そ、そうかもしれないですけど……っ。僕らの聖伝ファンレター扱いされても困るというか。あと、他にもなんかとんでもないことがいっぱい───」

「ともあれ」

　悶もだえるかよわい修道生に、自称神々の神魔はにべもない。

「わたくしは石を所望します。必要なのです」

「だったら、ご自分でリベカを探して取り上げればよろしいでしょう？　セラフィヤならともかく、位階一位の大神魔様に出来ないこととは思えませんが」

「むろん、出来ます簡単ですとも」

　いけしゃあしゃあとはこのことかというような言い様と顔で、アガーテはぱん、と手のひらを鳴らす。

　乳白色の床が淡く光り、水面にも似た輝きを宿す。そこに、見覚えのある人影がいくつもいくつも浮かび上がっていた。

　荒涼とした黒い大地の上、手をつないで歩いているギレアドとラキシュ、それにティエルにセーム。

　ずぶ濡ぬれで頭を振り、しきりにあたりを見回しているエレミヤ。

　アフェクは魔操の真っ最中なのか、自分の額ひたいに左手を当て、何事かを叫んでいた。

　リベカは気を失っているらしく、どこかの岩場でぐったりと動かない。

「ひいふうみい……おや、一人足りないですかそうですか？　確か、黒い袋を被かぶったような女がいたような気がしましたのに」

　まあ、後でいいでしょう、一人くらい……と嘯うそぶいて、アガーテは更に手をひとつ鳴らす。

　次に現れたのは、向き合うそっくりな二つの影だった。

　どちらもよく似た面おも差ざし、同じ紫がかった銀色の髪。だが、ひとりはふっくらと丸みを帯びたラインを描き、ひとりはシャープな姿をしている。

「スーリィンっ!?」

　雷の鳳ほう凰おうのうち、凰の方が振り向いた。ヨシュアの声は届いているらしい。薄紫の瞳がひっきりなしに動き、右に左にと視線をさまよわせているのだが、ついにそれが彼の方へ向くことはなかった。

「なんだ、これ！　みんなは？　スーリィンはどこ？　何をした!?」

　ついにヨシュアは怒ど号ごうとも悲鳴ともつかない叫びを放ち、神魔へ向かって一歩を踏み出す。しかし、すぐに己の愚ぐを悟って息を呑のんだ。小さな体のその下には、影がない。

　───こいつ、実体がないのか？

　喉奥で唸うなるだけの少年に、神魔はひたすら平らかだった。

「ご覧のように、わたくしは皆さま方全員の居場所も動きもいちおう把は握あくはしております。が、このアガーテは一○○○年近くも、この島でひとり無ぶ聊りようを託かこっていたのです退たい屈くつなのです。やっと巡ってきた新たなデータ収集のチャンス、少しぐらいは楽しんでも罰ばちは当たらぬと心得ます」

「楽しんで、て」

「その代わり、ちゃんとご褒ほう美びは差し上げます。素直に石を届けて下さいましたら、みなさま揃そろって元の場へとお返しいたしましょう」

　大おお盤ばん振ぶる舞まいです、と、言い足して。

　そのまま、ふいと神魔は姿を消した。

　雷鳴と海鳴りのさなか、呆ぼう然ぜんと立たち竦すくむヨシュアだけが取り残され───。




　そして。




「おっさん、いつまで寝てんだよーっ！」

　高い絶叫と共に頰ほおを襲おそう衝しよう撃げき。

　痛みに意識は覚かく醒せいし、反射的に飛び起きる。いきなり開けた視界の中には、心配そうに見下ろす顔が五つぎっしり並んでいた。

「……ラキシュ、いま君、グーで殴なぐったでしょう？　動けない相手にそんなことしていいと思ってるんですか？　相手が僕だったからよかったものの、普通、大おお喧げん嘩かか訴そ訟しようものですよっ」

　まだじんじんする頰を庇かばい、さっそくヨシュアは叱しかりつける。

「目が覚めるなり説教開始？　そういうオート機能でもどっかについてんの、おっさんはっ」

「だから、ほら、水をかけた方がいいって言ったのに。人の言うこと聞きやしないんだから、この馬鹿女っ」

「お嬢じよう様さまのおっしゃる通りです。水の方がよかったです。なんせ海水だけは山ほどあるんですし」

「けど、殴れば確実」

「どっちでもいいよ、そんなのは。ともかくおまえさんがさっさと起きて現実把握してくれりゃ」

　わあわあと一斉にがなり出す中から、とりあえずヨシュアは最後の案、エレミヤの意見に従うことにした。恐る恐る周囲へと視線を這はわせる。

「……って、ああ。まだ夢見てるのか……」

　呟つぶやいて、彼は再び体を横たえた。

　その足下に、波が寄せてくる。荒々しい波は濤とうは鈍にび色いろの海につながり、その上を白く稲妻が染め抜いては消え染め抜いては消えと繰くり返かえしていた。

「現実だよ、げ・ん・じ・つ！　律りち儀ぎに気絶し直すな！」

「気持ちは判る」

「こんな変なとこ、見たことも聞いたこともないですもんねえ」

　エレミヤがヨシュアの胸倉を摑つかみガタガタ揺さぶり、子供たちは深々と溜め息をついた。

「なに、この海。見たことないよ、こんなドス黒いっつーかドス茶色いの。嵐のときだって、もうちょいマシだよね」

「それより、あっちの山の方、見てよ。変な煙がたくさん出てるの。なにか卵でも腐くさったみたいな臭いがしてるし、気持ち悪い」

「地面だって変ですよ。普通の土が全然なくて、真っ黒な石ばっかりぎっしり続いてるんですよ？」

「草木一本、見あたらないし」

「ホント、現実とは思えないよねえ、これ」

「わたしだって夢の続きであって欲しいわ、いっそ」

「けど、そのへんは夢の内容にもよります、お嬢様」

「悪夢は勘かん弁べん」

　同級生たちは次々に言い立てる。

　賑にぎやかに騒ぐ様は、一見いつもと同じよう。だが、四六時中、彼らと共に行動しているヨシュアには判る。

　───なんだろう、この感じ。僕の目の届かないところでなんかしでかして、必死に隠してるときみたいな。

　みんなして必要以上に浮つき、何かに怯おびえているのを取とり繕つくろっている、そんな風にヨシュアには感じられた。

「……君たち、何か見ました？」

　自分より頭一つ近く大きいギレアドから、一つ半は小さいラキシュまで、それぞれ丁てい寧ねいに眺ながめやり、ヨシュアは訊ねる。

「光のルピテル、太陽のアベル、戦女神ウルスラ……聖伝に出てくる神々と同じ名前の人たちが出てくる夢、見ませんでしたか？　その後に、自称位階一位の神魔が出てきてなんか無茶ぶりしませんでしたか？」

　静かな問いかけに、一同は揃って息を呑み……やがて、揃って頷いた。
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「我は導くアニ・ラーダー」

「五妖一○八位階の神魔に奉たてまつる……」

「我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者」

「我が贄にえに応え、我が望みに答えよ」

　奇怪な海の波打ち際で、五人の神官候補生たちは必死に魔ま操そうを編み上げようと試こころみた。血の粒の浮かぶ左手を額ひたいに当て、声を限りに呼ばわり続ける。

　召しよう喚かん紋もんは宙に描き出され、忠実な神魔たちの気配もわずかには感じられた。

　だが、それがいつものように目ま映ばゆい光を放ち、彼らの神魔が顕あらわれることはなかった。いくら待っても、待ち続けても。

「ダメだわ……リムリー、応えてくれない」

「うちのカタンもだよ」

「アヴィも」

「おいらのノアムもです。近くまで来てるって感じはするんですけど」

「ナタルもご同様ですね」

　全員の肩ががっくりと落ちた。

「やだ、どうしよう。どうなってるの？　いままでこんなこと一度だってなかったのに！」

「ま、まさかあたしたち全員魔操が出来なくなっちゃったのっ？」

「こ、これじゃヨシュアさんと一緒じゃないですかっ」

「落第確定」

「いちおう僕もまだ確定してませんがっ」

「いやいや、君たち問題はそこじゃねーでしょうが」

　傍かたわらでそれを見守っていたエレミヤも、失望の息をついた。

「神魔が喚よべないってことは飲み水やら移動手段やらに事欠くってことだろ。リベカ・バレクをつれてこいって言われても、探し出す前に俺たちが飢うえ死じにしかねない」

　言いながら、エレミヤは周囲をひらりと指し示した。

「なんせ、真水どころか普通の地面すら見当たらないからなあ、この島」

　その指先の向こうを目で追って、ヨシュアたちもまた一段と深く肩を落とす。

　見知らぬ海岸でヨシュアが目覚めさせられて、はや三○分余。一同はちっとも成功しない魔操に挑いどみ続けていた。疑問疑念は尽きないが、まずは何より生命維い持じを優先させるべきと意見一致の末のことだったのだが……これでは、やればやるほど絶望が募つのるばかり。

「どこなんだろねえ、ここってば。あのアガーテってのは島って言ってたけど」

「向こうに見えてるのが、わたしたちの大陸なんでしょう？　目視できるくらい近くなのに、こんな変な島のことなんか一度も聞いたことないわよねえ」

「こんなインパクトあるところ、一人でも見た人がいたら歌かなんかにして大陸中に流しまくりそうなものですよね、お嬢じよう様さま」

「ヒットソング間違いなし」

　泣き言を並べる子供たちへかける慰なぐさめは、いまはヨシュアにもうまく思いつけない。ただ所在なく、閃ひらめく稲妻を目で辿たどった。

「おっさん……スーリィンは平気かな？」

　その胸の内を慮おもんぱかるかのように、ラキシュが彼の袖口を引く。常にはないしおらしい態度が、なおのことヨシュアの胸に迫る。

「さあ……どうなんでしょう」

　うなだれたオレンジの頭を一度撫なでて、ヨシュアは力なく笑う。

「でも、僕の体にまったく異変がないってことは彼女もいちおう無事は無事ってことかと思いますが」

　特殊な契けい約やくで結ばれた夫婦は、どちらかが傷つくとその痛みがたちまち伝でん播ぱし、どちらかが死ねばもう一人も死に至る。いま自分がここで無事に動き回っている以上、彼女もまた無傷ということになろう。

「あ、そっか。こういうときは便利だね、その契約」

「ええ、まあ。それにここはご覧の通り雷が鳴りっぱなしですからね。彼女がいるところも同じ島内だっていうなら、むしろ、調子いいぐらいじゃないかと」

　神魔の糧かては人の生気ルーアであるが、属性と同じ自然現象からも力を得ることができる。雷雨の夜など、スーリィンはいつも大はしゃぎで飛び回っていたものだった。彼女がいるのが本当にこの島であるのなら、だが。

「しかし、どうしましょうかね、この先……」

　思わず、ヨシュアは目を伏せ呟つぶやいた。それにまた、全員の呻うめきが唱和する。

　位階一位の神魔にもたらされた、様々な情報。それが彼らの足下を危うくしていた。信しん仰こうや神殿の権けん威い、大陸の成り立ちと魔操の真実。どれをとっても重すぎて苦しすぎて、口にすることすらままならない。

「あんなもん見せられてさー、この先、あたしたちどうしたらいいのかな。真ま面じ目めに神官家業務めてる実家の親とか兄ちゃんたちに、神様の勝手な都つ合ごうでアリステアは封印されてんだとか言ったらどーなんの？」

「しかも、人間は餌えさ」

「まとめてしまうと、神官って元ショウカンジューとやらをうまくコントロールするためだけに魔操を与えられたってことでしょう？　ちょっとあんまりなんじゃないかしら」

「まったくです。お嬢様のおっしゃる通りです。しかも、神様同士であんなモメてたなんて、おいらちょっと失望しました」

「ええ、本当に。うちの嫁よめなんて、ベツジゲンとかいうところから来たらしいじゃないですか。それってどこです？　実家に挨あい拶さつにいくのもままならないですよ、そんなんじゃ」

「それは別に後でもいいだろ。つか、おまえら夫婦って嫁の方がダーリンがいないとダメ系かと思ってたけど、逆か？　実は逆なのかよ？」

　思い思いの愚ぐ痴ちやら嘆なげき節ぶしやらを並べ立てつつ、一同が途と方ほうに暮れていたときだった。

「貴様ら、無事だったか！」

　雷鳴閃く空を裂さき、漆しつ黒こくの影が急降下してきた。

　赤い肩布タリートと淡い髪が疾風に翻ひるがえる。奇怪な小石を巻き上げ、波を打ちしぶき、一同の前に降り立ったのは漆黒の大おお蜥蜴とかげとその主あるじだった。

「アフェク先せん輩ぱい！」

「ゴリアト!?」

「とりあえず、味方はきっちり揃そろってるようだな、まずは重ちよう畳じよう」

　鞍くらも鐙あぶみもない神魔の上からするりと降りて、暴ぼう虐ぎやく王おうは一同をゆっくりと見回した。

「わあ、先輩！　すごい！　さすが！　一人だけ魔操できたんですね！」

「それとも、ゴリアトだけおいらたちと一緒に運ばれてきたんですか？」

「ねえ、イザクはっ？　イザクはどうしたのよ？　水妖！　水妖がまず欲しいわ！」

「なにはなくとも飲料水」

「気妖もだよ、人探しには気妖が一番っ！　ああああ、あたしのカタンがいたらババアなんて一発で見つけられたのに……っ」

「やかましい。大音量で無む駄だ口ぐち並べ立てさえすれば自分の希望がまず通ると思っているのなら、その心得違いを速すみやかに改めろ。社会に出たら痛い目みるばかりだぞ、この愚ぐ図ずども」

　口々にわめきながら殺さつ到とうする後輩たちを、挨拶代わりに一度罵ののしり、アフェクはすぐに眉まゆを顰ひそめた。

「……ふん、やはり貴様らも魔操がうまくいかなくなってるのか」

「貴様らも、って。まさか、先輩？」

「俺もだ」

　その言葉に、一同は丸くした目を地妖ゴリアトへといっせいに向けた。

「何が起こっているのかは、正直、俺にもよく判わからぬが」

　落ち着いた男の声が、黒蜥蜴の口から流れ出す。

「だが今回、主の喚び出しに応じるのは常ならぬこと……とても容よう易いならぬことだったというのは告げておく」

「常ならぬこと？」

「容易でなかった？」

　幼い神魔使いたちへと、地妖は重々しく頷うなずいてみせた。

「平素、我々が主に喚ばれるとき、目の前に光の門が生じ、そこから導みちびきの声が聞こえてくる。光と声の力に惹ひかれて、俺たち神魔はその門の中へと足を踏み入れ、主の元へと馳はせ参さんじるわけだが……」

　今回、その門がほとんど見えなかった、と、ゴリアトは指し摘てきする。

「主の声は聞こえた。だが、門の方はわずかに見えるか否かという程度。あれでは位階の低い者には感知することすらかなわぬはず」

　その告白に、一同は呆ぼう然ぜんとし、アフェクが珍めずらしく重苦しい溜め息を吐ついた。

「実際、俺も喚び出せたのはこのゴリアトと、後は涼狐のフェンナと清獣のイザクまでだ。もっと低位の連中はいくら喚んでも顕れん」

「ええと、ゴリアトは剣けん峰ほうの蜥蜴だから、位階は一七位でしたよね？」

「フェンナは二一？　イザクって何位だっけ？」

「二八位だ」

　つまり、位階二○番台程度がひとつの目安ということになる。

「そんなあ、あたしの神魔なんてほとんどアウトじゃんっ」

「おいらもです」

「俺も」

「わたしのゾアンは喚べるかどうかってところかしら……」

「なんつー戦力不ふ均きん衡こうだ」

　青肩布タリートの一同はいっせいに嘆き、エレミヤが額を押さえて天を仰あおいだ。

「火妖と気妖抜きかよ。敵はひとりで五妖備えてるってのに」

「……なんだと？」

　その言葉に、アフェクは柳やなぎ葉ば形の目を更に細め、吊り上げた。

「おい、料理人。いや、軍人だったか間かん諜ちようだったか」

「どっちでもいいでしょうがよ、もー」

「そうだ、それはどっちでもいい。いまなんと言った？　ひとりで五妖？　貴様、なんでそれを知ってる？」

　いまにも摑つかみかからんばかりに詰め寄るその姿に、一同は悟る。

　どうも、超級神魔のスーパーサービスタイムは、かの暴虐王内でも開かい催さいされていたらしい、と。
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　風狐の脚が、力強く宙を蹴ける。

　激しい潮風は風の神魔に力を与えているらしく、そのスピードはいや増すばかりだった。

　彼女の背に跨またがり、ヨシュアとエレミヤは地上を見下ろしていた。

　見れば見るほど知れば知るほど、異様な島だった。平地と呼べるものは、最初に彼らがいた海岸線程度。あとは延々と険けわしい斜面が続き、その頂いただきはぼこりと深く陥かん没ぼつしている。砂漠にそれがあったなら、『恵みの坑あな』かと思うところだが、その深しん淵えんの底は滴したたるように紅く、生き物のように蠢うごめいている。

　しかも、その稜りよう線せんの裏側には紅い川が流れていた。砂漠を進む紡ぼう炎えんの羊たちよりもなお赤く明るく、火か焰えんが濁流を成し視界の果てへと続いていく。

「ったく、なんでヤローと一緒に空中散歩に勤いそしまないとなんないのかねえ」

　自称、勤勉なルステラの一市民は、嘆きに嘆いた。

「しかも、こんな人外魔境でさぁ。ホント、俺の人生不ふ遇ぐう過ぎて涙出る、親の腹からやり直したいっつの」

「うるさいよ、エレミヤ。僕だってあんたと相乗りなんて御ご免めん被こうむりたいってば。けど、仕方がないじゃないか、うちのスーリィンはどこにいるんだか判わからないし、神魔の数は足りないし」

「それがそもそも変なんだろ。おまえさん、曲がりなりにも位階四位の神魔の主あるじなんだから、根性出して手頃な火妖でも引っ張ってくればいいだろうがよ。魔ま操そうが出来ないのは、下位神魔だと嫁よめを怖がるからだとかなんとか言ってるけど、それマジで？　実は本当にド下へ手ただってんじゃなくて？」

「ち、違いますよっ。ただ、ナタルより上の神魔はあまり見たことがないですし、チャレンジできてないってだけですからっ！」

「疑わしいわー、信しん憑ぴよう性せいないわー。やだやだ。そんな無能に血税注そそいだルステラ国民に泣いて謝あやまってくれなさいよね」

「それなりの神魔だって、実物きっちり見られればきっと喚よび出だせますし、皆様の血税は将来お役に立ってきっちり返してみせますともっ」

「邪道だろ、それ邪道なんだろ？」

「いいから暴あばれないで下さいまし、お二方」

　ぎゃんぎゃんと言い合う二つの荷物へと、涼狐のフェンナは苛いら立だたしげに声をかけた。

「あたくしだって主だけを背にしたいところを我が慢まんしているのですよ。少しは気を使って下さっても罰ばちは当たらないんじゃなくって？」

「「すみません」」

　揃そろって頭を下げ、二人は憮ぶ然ぜんとした沈黙を守った。

　アフェクと合流を果たしてから、数分ほどのち。一同は手分けしてリベカ・バレク探索に向かった。

『塔』一番の天才も交え、アガーテの見せたものと言ったことの内容をさんざん議ぎ論ろんした結果、「やはりリベカを引っ立てて、かの大神魔の元へつれていくしかない」という極めてシンプルな結論しか出せなかったのだ。

「推測するに」

　語気鋭くアフェクが述べた。

「俺たちがこの異境へ来たのは、あの神魔の言う移送魔ま導どうとかいうふざけた力によるものだろう。大陸が封印されている云々についてはまだ充分に考察せねばならんが、魔操がまともに働かないことからしても、まっとうな方法ではこの海は渡れないと予測される」

　でなければ、さっき子供たちが言っていた通り、アリステアの人間の誰かがこの地を既に見つけていたに違いない。

「何もかもあの神魔の思おも惑わく通りというのはどうかと思うし、何故、自分でできることをやらずに雷らい鳳ほうをけしかけたり俺たちをやたら引き回しにかかったりするか腑ふには落ちないが……手段が指し示されているのなら、とりあえずさっさとそれを実行し、それから一つ一つ対処していけば無む駄だがなかろう」

「先せん輩ぱいは、あんな話聞かされたあとなのに平気なんですか？」

　あまりにも通常運転な暴虐王に、ティエルは信じられないものを見たというように眉まゆを顰ひそめた。

「神魔はショウカンジューってので、人間は餌えさで、あたしたちみんな飼育員扱いですよ？　なのに、すっごい切り替え早くね？」

「じゃなきゃ、そんなの気にくわないって怒るかと思いました」

「気に食わんぞ、それはもう！」

　口々に申し立てる後輩共の頭上へ、アフェクは怒声を叩きつける。

「バレク、おまえには言って聞かせてあったが、例の石の件な。あの神魔のサービスタイムとやらが真実なら、俺の推測はほとんど当たっていたということになる」

「ですね」

「それが何より猛もう烈れつに気に食わん！　仮にも神々が俺に見抜かれる程度の存在だったとは！　まったくもってがっかりだ。失望した。もっともっと強力かつ万能であってくれねば、仕える側としてはやりがいに欠くだろうが！」

「…………」

　猛然とアフェクは気炎を上げ、一同はしばしひっそり黙した。

　なんか、違う。

　誰の顔にもそう書いてあるのだが、暴虐王はいっこうにかまわずお説を並べ続けた。

「そもそも中ちゆう途と半はん端ぱ過ぎるぞ、あの一位の神魔とやらは。どうせなら、すべての神々の名と顔を一致できるぐらいきちんと見せるべきだろうが。あれでは、しっかりとした記録を作ることも覚おぼ束つかないし、月の女神がどれだったかもよく判らん！」

「えー」

「問題、そこなの？」

　たまりかねて声を上げた後輩たちに、

「悩んでどうにかなるなら悩むがな、いまはすべて無駄だ」

　アフェクはややトーンを落としたのち、

「そもそも、あの神魔の話を真に受けるなら、俺たちの大陸の滅めつ亡ぼう封ふう印いん云々は一○○○年近く前で、『星せい紺こんの塔とう』の成立は五○○年前だ。出だしがどうであれ、現代から今に至る五○○年の間、我々の先人が最善を尽くしてきたことは変わりなかろう」

　明快に言い切ってみせた。

　その誇ほこりは、たとえ神々にですら傷を負わせられるものではないはずだ、と。

「せ」

　一瞬の呆ぼう然ぜんの後。

「先輩カッコイイ！　性格あかんとか言い方あかんとか他の欠点みんなぶっとばすぐらいカッコイイ！」

「ブレなさ過ぎ」

「な、なんか悔くやしい。こんな奴に感動させられるとかすっごい悔しいけど感動しちゃうじゃないのっ」

「やたらめったら頭よくて魔操できるってだけの方じゃなかったんですねっ、おいら認識改めます！」

「ぼ、僕、初めて本気で心から尊敬覚えました！　いや、いままで尊敬してなかったかというと別にそんなことはあったりなかったりするんですけれどもっ」

「やだもう、なにこいつら、全然褒ほめてねえ。でも完全同意だわ、いますぐうちの大神殿に推すい薦せん書しよ送りつけたいわ」

　巻き起こる複雑骨折過ぎる大絶賛。

　それへたいしておもしろくもなさそうに鼻を一つ鳴らし、アフェクはいま使える神魔……地妖のゴリアト、水妖のイザクとゾアン、そして、このフェンナの四匹にそれぞれ分乗し、リベカを探しに出るよう提案したのだった。

　───それに、確かに他に道はない。

　強風に目を細めながら、ヨシュアはつらつらと考える。

　アガーテの尊大さはある意味、アフェクを上回る。端はし々ばしに見受けられる適当さは、人間のことなどさして考えていない証しよう拠こに他ならない。あのセラフィヤがまだいくらか可か愛わいく思えるくらいだ。

　───でも、石さえ出せば命は取らないって言うなら、ダルタス様よりはだいぶ穏おん和わってことだよな。

　そう思い至り、ヨシュアはエレミヤを引きずって風狐の背に乗ったのだった。

　この間かん諜ちようが先にリベカかデリラを見つけたら、石のことなどさておいてさっさと始し末まつしかねないという疑念は未だ心の中にある。そうなったとき、彼を止められるのは恐らく自分だけだろう。

「で」

　思考の淵ふちに踏ふみ惑まどったヨシュアを、エレミヤのふてくされたような声が引き戻す。

「どうせおまえのこった、それなりに確信があって俺のこと引き回してるんだろう？」

「ご明察」

　はっきりと頷うなずいて、ヨシュアは彼方かなたを指さした。

「もしもリベカがあの夢を見せられて、ここがアリステア大陸ではないと悟ったなら、目指す先は大陸の見える方とは逆……一サスメートルでも一歩でもより遠い先ですよ」

「なんで？」

「たぶん、ミリアームだったらそうするからです」

　亡き姉が越えたかった海は、きっとこんな海ではない。見たかった新天地は、きっとこんな異境などではない。それはヨシュアにも判る。

　まして、リベカは。

　彼女はずっとずっとそのことばかりを考えていたに違いないのだ。長姉の死に場所に木を植え、大海へ漕こぎ出だす日がいつかきっとくると、頑かたくなに信じていたのだろうから。

　そして、一時間ほど後のことだった。

　ヨシュアの秀でた耳が、か細い歌声を捉とらえた。





　───万里を超えて、千里を往ゆく

　　　　この高らかなる宝を受け止めよ






　突風と雷鳴の合間から、それは確かに届いてくる。見ると、遙はるか眼下、突出した岬みさきの端にかすかに動くものがあった。





　───海に出でて風を追い

　　　　あてのあるかなきかは夜の夢の如ごと






「ホントにいやがった……」

　エレミヤの呆然とした呟つぶやきが、風に散る。

　目で降下を命じたヨシュアに、風妖はよく応えた。あっという間に岬の縁、島の最果ての人影は、見慣れた女の姿へと変わっていく。





　───世は泡うた沫かた、人は夢

　　　　神なれど魔なれど

　　　　やがては、空の彼方






　稲光に美麗な面おもてを晒さらし、黒くろ髪かみを潮風に流したまま、リベカ・バレクは歌っていた。
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　ヨシュアにとっては胸が痛いほど懐なつかしい、その歌声。幼い日、大人しすぎる次姉とは会話するより、その歌に聴き入ることの方がずっと多かった。

　朝の始まりには明るく朗ほがらかな曲、夜には柔らかな子守歌。琴リラで琵琶バルバツドで時には拍手で韻いん律りつを刻きざみ、滑なめらかに歌い上げては、血と喧けん噪そうの日々に荒すさむ弟を慰なぐさめ宥なだめてくれたのだ。

　風妖は歌声に誘われたように、軽い足取りで岬へと舞い降りた。その背に跨またがる弟の姿を認めたのか、女は視線を巡らせる。

　ふらりと立ち上がる、その寄よる辺べない足取り。白光があたりにまた満ちる。点ついては消え点いては消える雷に、視界そのものが震ふるえて見えた。その淡い彩いろどりの中、所在なく佇たたずむ彼女の姿は何故かひどく幼くあどけない。

「……ミリアーム？」

　黒い髪かみと整った顔立ちは、記憶の中の少女のそれと本当によく似ている。

　だが、すらりとした首とそこから続くなだらかな肩やふっくらとした胸元は、間違いようもない大人のもの。ついに長姉が手に入れられなかった、成熟した女の肢し体たいだった。

「寝ぼけているの、ヨシュア？　それとも、わたしはまだ姉さんに似ているのかしら」

　あれからもう六年もたってしまったのに、と。

　次姉は苦笑して、けれど、どこかひどく嬉うれしそうにそう言った。

「ねえ、ヨシュア、本当だったでしょう？」

　ほっそりとした指先が、沖を指し示す。

「海の向こうには、他の大陸があるのよ。翼を広げた鳥の形、それは大きな大きな大陸が」

　荒ぶる波の彼方かなたには、確かに黒々とした何かがある。

　しかし、それが彼女の言う他大陸なのか、この島同様の異境なのか、ヨシュアにはまったく見分けなどつかなかった。思わず振り向き、風狐の背に寄りかかるエレミヤに目で確かめるが、彼もまた一度、首を振って見せただけ。

「他の大陸があるなんて……聞いたことない。『星せい紺こんの塔とう』の資料にすらなかったよ」

「でも、ミリアーム姉さんは知ってたわ」

　この世のものとは思えないような光景に、のんびりと目をくれながらリベカは言う。

「それはどこかの伝承だか民謡だかの請うけ売うりじゃないか」

「そうよ、伝承」

　紅あかい唇くちびるが華やかに綻ほころぶ。

「その伝承の中には『正しいもの』だってあると、あなたはもう知ってるでしょう？」

　そうして紡つむがれた言葉がヨシュアの胸を摑つかんだ。

　───その石を掘り出すと、神魔がやってくる。

　デリラの低い声が割われ鐘がねのように脳のう裏りに響ひびいた。それは確かに事実だった。

　そして、その事実のおかげで、ヨシュアたちはこんな人外魔境に招き入れられているというのに。

「あそこへいくにはどうしたらいいのかしらねえ。もっと自分でいろいろ試ためしてみたかったわ」

　リベカはどこまでも朗らかだった。

「試して？」

「ええ」

「ペルスカ姫で試すだけでは足りなかった？」

　ヨシュアの問いかけは、低くくぐもる。

　苦く渋じゆうと悲ひ嘆たんに煙る新緑の瞳を、リベカはしばらく黙って眺ながめやっていた。吊り上げられていたその口元から、いつの間にか笑みが消え失せている。

　風は吹き寄せ、波音は間近。

　しかし、雨はなく、世界は不安定な点滅をただ繰くり返かえす。

　そうして、幾ばくかが過ぎた頃だった。

「あなたは聞いたわね、ヨシュア？　多くの人を犠ぎ牲せいにしておまえは何がしたいのだと」

　水平線へと視線を放ち、リベカ・バレクはそっと目を細める。

「まずはね、ご存じの通り復ふく讐しゆうよ。ダルタス・ル・ルステラと奴の使う軍人ども……わたしたちのミリアームの仇かたきをあのまま生かしておくわけにはいかないわ」

　その言葉に、エレミヤの肩が波打つ。いつの間に抜いたのか、その手には剣が握られていた。彼の腕ならば、すぐさまリベカへと距きよ離りを詰められるだろう。それをヨシュアは片手で制し、彼女の告白の続きを待った。

「それと」

　そこで、一度、リベカは言葉を途と切ぎれさせた。深い緑の瞳が思し慮りよに曇くもる。どこから話したものか、という風に首を傾かしげ、しばらくのちにまた語り出した。

「たとえばあなたの化け鳥はとんでもない速度で空を飛べる。人を乗せたりしなければ、大陸を一周するのだってそんなに時間は必要としないわ。違う？」

　違わない。

　だから、ヨシュアは黙って頷うなずいた。

「そういう生き物にとってアリステアは狭すぎじゃないかしら？　海の彼方に他の土地があるのなら、そちらへいけばもっと餌えさもたくさん取れるし、他の神魔との諍いさかいだってしなくてすむ。なのに、どうして誰も出ていこうとしないの？」

　訊ねられ、ヨシュアは言葉に詰まる。そんなこと、これまで一度だって考えたことはないし、スーリィンに聞いたことだってない。

「ミリアームの夢を聞きながら、私はいつもそれがずっと不ふ思し議ぎだった。木片の船に頼らなきゃいけない人間ならともかく、どうしてもっと自由なはずの神魔までって」

　だから、試してみようと思った。デリラ・ジダルに出会ってから、なおのこと強くそう思ったのだ。そう、彼女は続けた。

「復讐ついでに、まずルステラを陥かん落らくする。デリラから聞いていると思うけど、あそこの宝物殿には得え体たいのしれない発掘物がうなっているんですって。だけど、持ってる奴が代々無能だからまるで生かせていない。それを私たちが手にすることができれば、何か有益な手段が得られるかもしれない」

　───それは、どうかな。

　リベカのお説をうかがいながら、ヨシュアは腹の内で思う。

　ダルタスが自分とスーリィンを援えん助じよしてきた理由。一つは、高位神魔を従わせる人間を自分の国に招き入れ、政治的軍事的優位を保つため。それと、この大陸の有り様に疑問を持っていたためだ。

『ここには何かある』『それを調べるためには、凡百の神官を量産しても意味がない』、そう言って彼はヨシュアを『星紺の塔』へと送り込んだのだから。

　───もしも、リベカとダルタス様が同じことを考えていたのだとしたら、それがもっと早く判わかっていたら、共存共きよう闘とうする道だってあったかもしれないのに……。

　いいや、そもそも。

　そもそも……自分たちの大陸は閉じられていた。一○○○年もの昔、神々の力で封じられてしまったのだ。どれほどリベカやダルタスが力を尽くし策を巡らせようとも、誰にもこの海は越えられない。その事実を、自分たちは知らされたばかりだというのに。

　暗あん澹たんたる表情で自分を見返すヨシュアに、彼女はかまわない。

「それから、『星紺の塔』。ここはある意味、ルステラ以上に放っておくわけにはいかないわ。まあ、こちらはあなたがあそこで頑がん張ばって大神官にでも出世してくれたら、また違うやり方で攻略できるかもと思っていたけど……あなた、二年になってもまだ劣等生なんですって？　仕方がない子ね」

「う、うるさいな」

　思わず膨ふくれた弟に、小さく笑いかけ、

「そのどちらもうまくいかないのであれば……自力で高位神魔を捕えて、大陸外に放ってみるしかないと思って」

　リベカは言った。

　いまのいままでヨシュアが思いもよらなかったことを。

　半ば呆ぼう然ぜんと、彼は姉へとただ視線を向けた。見返してくる深緑の瞳は、相変わらずほんのりとした笑みは含んでいるものの、真剣そのもの。てらいなくまっすぐで、勝かち誇ほこる風ですらあった。

　声を失う弟へ、リベカはまたひとつ笑う。

　そのほっそりとした指が、自らの胸元をまさぐり、何かを取り出した。

　閃ひらめく雷と閉ざされた曇どん天てんの下でも、それは紅い。不吉なまでに静かに輝いている。

「リベカ、それは……それをどうするつもりっ？」

「聞くまでもないでしょう？」

　艶つややかな石の表面を、愛あい撫ぶするかのように彼女の指が踊る。女の手にはいささか余るほど大きなそれへと、リベカはそっと唇を寄せた。

「ダメだ、リベカ。それを使ったりしたら……君だって見せられたんじゃないのか？　その石がどういうものか」

「ええ」

　動どう揺ようし咎とがめる弟に、姉は無感動にひとつ頷く。

「さしておもしろくもない、サービスだったわね」

「なら、それがすごく危険だって判るだろう？　それを世に遺のこさないために神々の間で争いが起きたぐらいなんだよっ。それに海は閉ざされてる。誰にも……神魔ですら越えられない！」

「だからこそじゃないの」

　ヨシュアの言葉はもはや叱しつ責せきや怒ど号ごうというより哀願に近い。泣き出さんばかりに詰め寄ってくる弟を、姉はひらりと避よけて笑った。

「だからこそ、これが必要なの。この力を使って、わたしは願いを叶かなえてみせるわ」

　そうして、その石を空へと掲かかげた……その刹せつ那なだった。

「やはり、そうなりましたかそうですか」

　天高くから、響く声。

　やけにあっけらかんとした、台詞せりふ。

　またも、位階第一位、五妖の頂点を極める超級神魔・アガーテの登場であった。
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　幼子にも似た声の元、神魔の少女が姿を顕あらわす。

　見たこともない服と愛らしいがどこか情じよう緒ちよを欠く顔で、静かに佇たたずむ。

　そうなるだろうと、ヨシュアは予測した。

　だが、目前に広がったのは、信じられないような光景だった。

　音もなく光もなく、自分の視界が歪ゆがむ。

　ルステラのときよりももっと顕けん著ちよで、ひどい歪み。そのあまりの違い和わ感かんに三半規管が軋きしみ、立っていることすらもはや覚おぼ束つかない。

　リベカの悲鳴が聞こえた。

　岬みさきのもっとも端はしにいた彼女の体が大きく傾かたむく。その足下がぐらりと揺れていた。

「リベカ！」

　咄とつ嗟さに伸べたヨシュアの手は、間かん一いつ髪ぱつで間に合った。だが、踏ふん張ばろうとしたヨシュアも、急な斜面に足を取られる。落ちる女に引きずられる形で、彼の体もまたあっけなく墜つい落らくを開始した。

　遠くなっていくエレミヤの絶叫、懸けん命めいに見開いた視界の中、鈍にび色いろの海面が近づいてくる。着水のショックを覚悟して、ヨシュアは大きく息を呑のんだ。

　しかし。

　がつん、と、背に痛みが走った。まるで無防備に床へと叩たたきつけられたような衝しよう撃げき。瞬間息がつまり、ヨシュアはリベカを抱えたままの腕から力を抜いた。

「なんなの、これ……」

　自分の手を振り払い、遠ざかっていく姉の呟つぶやきは、かすかに震ふるえていた。痛みを堪こらえ、ヨシュアはゆっくりと目を開き、周囲を確かめる。

　さっきまでどこにもなかったものが、いまそこにはあった。

　それはさながら、磨みがき上あげられた一つの水晶か、凍り付いた塔とうのよう。尖とがった先端が曇どん天てんを突き、壁へき面めんは一直線に海へと降りていく。まるで地底か水底で輝く貴石を無数に引き抜き、そのまま巨大化させたかの如ごとき構造物だった。

　海に落ち濡ぬれそぼるはずだった姉弟の足下にあるのも、また同じ色合いと質感。かすかに乳白色を帯びたそれを、ヨシュアはふいに思い出した。

　───これはあの幻の中の建物に違いない。

　それが、延々と波間に連なり、行く手を遮さえぎっている。

　───まるで、城じよう壁へきみたいだ。

　守る城も町もそこにはないが、白く輝くその連なりは強固な壁かべそのもの。ヨシュアとリベカはそんな異形の城壁の上に放り出されていた。

　懸命に見回した先には、白いものがいくつも重なり倒れている。青と赤の肩布タリートと剣を佩はいた人影。

「ラキシュ、ティエル！　ギレアド、セーム！　先せん輩ぱい、エレミヤ！」

　風と雷に吹き飛びそうなその声は、なんとか彼らに届いたらしい。ゆるゆると、修道生たちとルステラの間かん諜ちようは大きく身動きした。

「い、いたたた……」

「こ、ここどこ？」

「なんだ、ここは！　俺は山の近くを探索していたはずだが」

「うわっ、海にへんなもんが生えてます！」

「あっ、劣等生じゃない！　これどうしたの？　何があったのっ？」

　それぞれが身を起こし、達者に話し出したのを見て、ヨシュアは心から安あん堵どした。

　更に。

「あああああ、もうもうぶっち滅ぼすーっ！」

　懐なつかしくも恋しい声。

　ドッカン、ガシャガッシャーン！

　透かし窓が割れ砕け散るような音に続き、薄紫の翼が付近の壁から飛び出してきた。

「スーリィン！」

　ヨシュアの呼びかけは喜色に満ちる。それに導みちびかれたかのように雷らい凰おうは天で大きく身を翻ひるがえし、彼の元へと一直線に飛来してきた。

　銀の翼が曇天を切きり裂さく。

　大火妖はたちまち娘の姿に変じ、広げた彼の腕の中へと飛び込んできた。

「スーリィン、よかった！　会えてよかった！」

「それはこちらの台詞せりふよ、スーリィンのヨシュア。大丈夫だったか？　あの阿呆どもに何かひどいことはされんかったか？」

　案じるような指がヨシュアの頰ほおに触れ、涙を帯びた目がまっすぐに覗のぞき込こんでくる。それに何度も頷うなずいてやりながら、彼は妻を懸命に抱きすくめた。

「あーあ」

　呆れたような呟きが、高みから落とされてくる。目前の顔と瓜二つの少年が、ゆるく腕組みしこちらを見下ろしていた。

「いっくら言っても聞かないんだから、セラフィナは本当におバカだなあ。どうせ全部、消されちゃうのに」

　強風にその髪かみが薄物の裾すそが流されていたが、余裕の滲にじむ表情はまるで変わっていなかった。

「やかましい！　おまえにスーリィンの気持ちが判ってたまるか！　さっと去いぬれ！　巣に帰れ！」

「そう言われてもなー。セラフィヤもそうそう簡単に戻れないんだよ、こっからだと。なんせ、海も空もアガーテ様の縄なわ張ばりなんだからさー」

　ほっそりとした肩をひとつすくめ、雷らい鳳ほうはゆっくりと自分の背後へと視線を巡らせた。

　それに呼応したかのように。

「わたくしは五妖にしてただひとり、無冠のアガーテ」

　すう、と、小さな影が天空に浮かぶ。

　曇天から滲んで来たが如く、最強の神魔の姿はただ黒い。

「我が主マスターたる方々はわたくしに命じて仰おおせになりました───『自分たちの痕こん跡せきを、かの大陸からすべて消し去れ。神話の中に閉じこめられ、おぼろげな伝承と化したものならばかまわぬが、確かな技術・確かな記録はこれを悉ことごとく抹まつ消しようせよ。それらは人々を結局、幸福にしない故ゆえに』」

　壁で破裂する波音も天で閃ひらめく雷鳴をも圧し、少女の声が海を渡っていく。

「『監かん視しせよ、戒いましめよ。力と傲ごう慢まんに対して警告を与え続けよ。それでも、いつか再び人々が自分たちの轍てつを踏む日がくるのなら、そうしてまたも世界を壊こわすというなら……その時はかの封印の中の者どもをその手で滅めつせよ。一人残らず』」

　アガーテの纏まとう空気はどこまでも穏やかだ。

　しかし、その言葉はぞっとするような鋭するどさを含んでいた。

「けれど、併あわせて主はこうも仰せになりました。『できうる限り人々に寛大たれ。世界に対する彼らの犠ぎ牲せいをゆめゆめ忘れるな』と」

　まるで、踊るような足取りで、彼女は一歩また一歩と人間たちへと近づいてくる。

「故に、リベカ・バレク。忠告をあなたに差し上げます。これが最後本当の終わりです。自らの意志で我が主の宝をお返しなさい。さすれば、命は取らずにいて差し上げます」

　激しい風の中、その姿はそよとも揺るがない。相変わらず、その足下に影はなく、膨ふくらんだ服の袖や裾がはためくこともなかった。

「……命は取らなくても、他のものは取るつもりなんじゃないの？」

　リベカの口元が大きく歪む。笑ったというには、あまりに苦しげで引きつれた表情だった。

「すべての痕跡を残したくないというのなら、わたしたちにあれこれ見せたり話したりするはずがない。気の魔ま操そう使いたちがそうするように、あなたはわたしたちの記憶をすべて奪うばって放り出すつもりでしょう？」

　直ちよく截さいな質問に、神魔は応えない。

　が、その沈黙こそが彼女の答え。間違いようもない真実なのだと自然と知れた。

「おかしな話ね、本当に」

　リベカの呟きは、悲壮でいながら、どこか甘い。

「神々の気持ちがわたしには判わかる。結局、彼らだって見捨てたかったのでしょう？　裂けて壊れた世界……いいえ、自分たちで壊した世界を見捨ててしまいたかったのよ」

　わずかに伏せた睫まつげの下、緑の瞳が黒く凝こごる。それは空の神魔の髪色にも似ていた。

「その気持ちは……本当によく判る」

　もう、彼女が嘲あざけっているのか、泣いているのか、それすらヨシュアには判然としなかった。だが、白はく濁だくする視界の中、再びゆっくりと天を睨ねめ付つけ振ふり仰あおぐ女の姿は、美しく見えた。

　アガーテはしばらく何も言わない。

　何かを思い返すような目のまま、小さく首を傾かしげる。

「主マスターに共感していただけて、しもべとしては実に嬉うれしい限り。是非とも、いますぐその石をお渡し下さいそうなさい」

「残念。それとこれとは……話が別よ」

　呟き、リベカは立ち上がる。

　引き戻そうと、ヨシュアは再び手を伸ばした。

　だが、今度は間に合わない。

　姉の体はするりとヨシュアの指からすり抜け出て行く。

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく、彼女は掲かかげた右手を自らの額ひたいに当てた。

　いや……その手の中、握られたままだった、あの石を。












「リベカーっ！」

　ヨシュアの絶叫を嘲笑うかのように、姉の体は変わりだしていく。

　まず額が熟うれ、割れた。生身の肉の中から心しんの臓ぞうが顔を出したかのように、生々しい赤さが瞬またたく間に広がり、全身に及ぶ。

　美しい深い緑が、あの強い強い瞳までもが、その紅あかさに埋うもれた。あでやかな歌声を奏かなでていた唇くちびるは、もはやかすかな亀き裂れつにしか見えない。

　それが、動いた。

　───逃げなさい。

　ほんの、少しだけ。

　弟へと向かって。

「リベカ！」

「近づくでない！」

　駆け寄ろうとする彼を、スーリィンが押しとどめた。雷凰の娘はその細身に見合わぬ力で、ヨシュアにしがみつき離さない。

「近づいてはならん！　……もう、間に合わぬ」

　そんな、と上げる声より早く、リベカの変化は続く。止まらない。

　しなやかな体のラインが見る間に腫はれ膨れ、ぼこりぼこりと音をたてて肉を盛り上げた。黒髪も深い緑の瞳も、毒々しいまでの赤さに埋もれまみれて、もう判らない。天を摑つかむように差し出した左手が、大枝のように節ふしくれ割れた。

　子供たちが悲鳴をあげた。

　それはほんの数週間前、彼らのオアシスで起きた事件の再来。繰くり返かえされる悪夢のような光景だった。さっきまで人だったものが、石の力でその輪りん郭かくを失い、膿うみ膨れ、魔物の如く膨れていく。

　しかし。

「非常に、残念」

　長い耳をいくらか伏せて、無冠の神魔が呟く。

「真に残念無念でございます」

　その言葉が終わらぬうちに───変化は途絶えた。

　それはまるで、水晶の塔に打ちこまれた、真紅の杭くい。やわやわと肉の感触を備えたひとつのオブジェ。

　それが、雷鳴の中で屹きつ立りつしている。砂漠に生まれた巨人よりもくっきりとした色彩、色濃い存在感。いっそ誇ほこらしげであるほど、艶あでやかで鮮やかな。

「リ、ベカ、姉、さん……？」

　ヨシュアの震える唇が、呼びかける。

　四年前、彼女の元を、赤せき晶しよう旅りよ団だんを去ってのち、ついぞ自分の唇から出なかった、その呼び名を。

　しかし、静止のときは短い。

　雷鳴がひとつ空で割れ、束つかの間まあたりを照らす、たったそれだけの刹せつ那なの果て。音はない。砂が雪な崩だれ落おちることすらない。強風に撒まかれ、ふわりと煽あおられたかのように……かつてリベカ・バレクだったものは崩ほう壊かいした。

　驚おどろくほど短く、あっけなく。
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　寄より添そってくる妻のぬくもりは感じた。自分を呼ぶ、仲間たちの声も聞こえた。

　けれど、ヨシュアはそのどれのことも、しばらくうまく認識できないまま。

「リベカ？」

　さっきまで姉が立っていた場所に、こつんと小さく音をたて、紅い石が転がった。軽い、あまりにも軽い、その音。

「リベカ……おねえちゃん？」

　ヨシュアはほんの小さな頃のように、そう呼んでみる。

　そういえば、思い出した。

　心優しくか弱い彼女は、嫌なことがあるとよく物陰に身を隠した。脅おどしても怒ど鳴なり散ちらしても出てこないが、ヨシュアかミリアームが困り果て泣きそうになりながら呼ぶと、そっと顔を覗のぞかせたものだった。

　今度もそのパターンかと思いながら、ヨシュアはまた繰くり返かえす。

「おねえちゃん？」

　返事は、戻らない。

　明めい滅めつする雷鳴に、紅い石がほんのり光っているばかり。

「まったくもって残念至極にございます」

　そっけない無冠の神魔の声。

「ペルスカ・ネ・ネルヴは王族の一人。また、従妹いとこが神官候補なのから察するに、多少は魔ま操そう魔ま導どうの素養もあったのでしょう。ですが、あなたの姉君には一ひと欠片かけらもなかった。そんな者が神々の力なぞを身に取り込んで、どうして無事でいられるでしょう？　当然の結末にございます」

「なら、最初からそう言えばいいだろう！」

　憤ふん然ぜんと抗こう議ぎしたのはアフェクだった。

「知っていたら、盗とう賊ぞく女おんなとて無む謀ぼうな真ま似ねはしなかったはず。なのに」

「それでは無意味なのです、聡明なアフェク・ユハス」

　ひょこりと耳だけを動かして、アガーテは言いい募つのる。

「わたくしは人の自主性を尊たつとびます大事なのです。あなた方が自身で選んだ道を、その結果を常に見ておりますし、この後も見ていくことでしょう」

　だから安心しろ。

　そう、神々の神魔は言った。

　何が安心だとヨシュアが怒鳴ろうとするのに先んじて、

「セラフィナ」

　事態を見物していた雷らい鳳ほうが、ふいに手招きした。

「こっち来な。危ないよ」

　いつもの軽薄な調子ではない。本気で案じているような声色がいっそう不吉だ。

　けれど当然、スーリィンは頭かぶりを振って拒絶した。

「巻き込まれたいの？　アガーテ様ってあんま変わんないから判わかりにくいけど、これ怒ってんだよ？　せっかく情けをかけてあげたのに、アホな真似しちゃうから。人間どもはもう誰も帰れないからね」

　ひうと、ティエルとラキシュが喉のどで叫ぶ。少年たちは驚おどろき棒ぼう立だちとなり、他の二人は大きく眉まゆを吊り上げて一歩を踏ふみ出だした。

「そうだ！　どうせ殺しちゃうんならさ、そっちの二人はセラフィヤに下さいよ、アガーテ様。あれほど美う味まそうな生気ルーアの人間、昨今あんまいないですし」

　火妖の化身は楽しげに手を叩たたき、その先をヨシュアとアフェクへ向ける。

「こんの痴しれ者ものめ……っ！」

　スーリィンの気配が逆立った。

「そんなことさせぬわ！　この雷鳴の中でなら、我とそなたの力は互角よ！」

「ええー？　そおかなー？　いっくら頑がん張ばったってそっちは弱体化してんだし無理だと思うよ。勝手な掟おきて破やぶりなんかするからさ。ね、アガーテ様？」

　軽やかに捲まくし立たてるセラフィヤに、超級神魔は少しだけ考えた風に首を傾かしげる。

「まあ、よろしいでしょういいでしょう」

　これまた実に軽々しく、彼女は答えた。

「但ただし、セラフィヤ、あなたの言う通りセラフィナは弱体化しています。そのままの勝負ではさしておもしろくない……いえ、アンフェアというものです」

　だからと、無冠の神魔は小さな手を差し伸べた───まっすぐに、ヨシュアの方へと。

　立たち塞ふさがろうとしたスーリィンが弾はじかれよろめき、続いて、自分の体にも衝しよう撃げきが走った。強風に全身を叩かれたような感触がしたが、痛みは特にない。

　けれど、ヨシュアの修道服の前まえ身み頃ごろ、肩口から上腹部まであたりがすっぱりと切きり裂さかれ、肌が露ろ出しゆつしてしまっている。

　何が起こったのかとヨシュアは我が身を見下ろし、息を呑のんだ。

「契けい約やく印いんがない！」

　鎖さ骨こつから下腹部までを覆う、紫色の刻印。翼によく似た美しい紋様は、彼が位階四位の大神魔の主あるじであり夫である証しよう拠こだった。

　これがあるばかりに、ヨシュアは『塔とう』に入って以来ずっと人知れず苦労を重ねてきた。私服でも首の詰まったものしか着用せず、着替えや水練の時間でも人に見られないよう常に注意を払ってきた。

　その契約印が。

　拭ぬぐい去さられたようにさっぱりと、自分の体から消え失せているではないか。

「わたくしが解除しました。これで勝負は五分と五分。たいへんフェアですまっとうです。さあ、はりきってどうぞ」

「あ、阿呆な！」

　スーリィンが血相を変えて天へと叫ぶ。

「婚こん姻いんの契約ぞ？　太古の神魔が人と交わした、唯一絶対の契約じゃぞ？　それをそんな」

「阿呆はそちらでございますよ、雷らい凰おうセラフィナ」

　ぴょんとその耳を跳ね上げて、アガーテは叱しつ責せきする。

「あなたは主と生死を共にしなかった氷ひよう輝きのエステールをさんざん罵ののしっていたようですが、あちらがまともです常識です。人と神魔は契ちぎってはならない。どれほど心を通わせても、一定の距離をおくのが鉄則。そもそも、あなたはその婚姻の契約がどういうものか、よく判っていないというのに」

「知っておるわ！　何があってもヨシュアと離れないという約束じゃ！　あとセラフィナ言うな！　スーリィンと呼べ！」

　がなる彼女をアガーテは意に介さない。

「それを知っているとは申しません。よいですか、雷凰セラフィナ。婚姻の契約とは聞こえはいいですが、すなわち、死の契約です」

　力が強すぎ、寿命の長すぎる召しよう喚かん獣じゆうの扱いは、当時の魔導師たちにとってもっとも頭の痛い問題の一つだった。異なる世界から招き寄せはしたものの、その行く末まで責任を持たぬ召喚主は後を絶たず、問題は累るい積せきしていく一方。

「そこで、主が死ぬとき召喚獣を自動的に道連れにする契約を彼らは編み出したのです。あまりにあまりなので、普及はろくろくしませんでしたが、何故か作法の一部はあなた方にも受け継がれたようですね」

　手に負えぬ神魔を喚よび出だしたとき、神官は自らの手で己の首を落とす。そうすることによってしか、彼らを帰き還かんさせる術すべがないからだ。だが、アリステアの神魔が帰るのは、あくまで元の居場所、かの大陸のどこかである。あの世ではけっしてない。

　本当にあまりにあまりな説明に、夫婦は立ち尽くす。互いに伸べた手を触れあい握り合ったのは、ほとんど無意識であったのだが、

「いちゃついてんじゃないよ！」

　苛いら立だたしげな声と共に、鋭するどい羽音が来らい襲しゆうする。鉤かぎ爪づめを蓄えた手がヨシュアの喉元を狙ねらってきた。反射的に飛とび退のき身構えれば、間近にセラフィヤの笑みが迫った。

「判ったろ、セラフィナ？　もう離婚だよ、リ・コ・ン。餌えさとつるんでたって、いいことなんて一つもないし、どうせみんなアガーテ様に殺されちゃうんだからさ」

「黙れ！」

　派は手でな風切り音をたてながらヨシュアを追い回す雷鳳に、スーリィンは応戦する。

「誰ひとりも死なせるものか！」

　怒りに燃え立つ、紫色の瞳。

　それが強く輝いて、娘の姿が解ほどけていく。

　クォォォォン！

　雷凰の怒ど号ごうが、異境の天を衝ついた。
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　虚こ空くうを覆おおう、巨大な翼。

　月を研とぎ上あげたような鋭するどい嘴くちばしと爪。

　薄紫の肢し体たいに雷を纏まとい、雷らい凰おうスーリィンは顕けん現げんした。

「我は雷凰スーリィン。位階四位の大火妖である。たとえ同族であるそなたでも、更なる上位者なる御方レムエールであっても、我が夫の行く手を阻はばむものはけっして許さぬぞ！」

　堂々たる女の名乗りに、セラフィヤは何も言わない。ひとつ鼻で笑い、彼女とまったく同じ姿を天空に顕あらわす。

　戦闘意欲を深く宿した同色の瞳が曇どん天てんに光り、戦いの幕はいまここに切って落とされようとしていた。

「ど、どうしよう、これ。いったいどうなんの？」

「怪獣大決戦」

「判わからないけど……嫁よめが負けたら、たぶんわたしたち全員命がないってことじゃないかしら？」

「でも、雷らい鳳ほうに勝っても後はアレが控ひかえてるんですよ、アレ」

　震ふるえる眼まな差ざしを、一同はいっせいに上げた。戦う巨鳥の横にぽつんとアガーテの姿がある。相変わらず幼い子供の姿のままだが、どんな風どんな衝しよう撃げきにも揺るがない。

「どう見ても実体がないな。幻影だろう」

　苦々しくアフェクが評する。

「それじゃ……殺しようがない」

　重く辛つらく結論したのはエレミヤだった。

「砂になったペルスカ・ネ・ネルヴですら手こずったんだぜ？　体のない相手なんかどうにもできっこねえよ」

　諦てい観かんの滲にじむその言葉を、みなは呆ぼう然ぜんと聞いた。誰もが何かを言いたげではあるが、何も浮かんでこない。そんな顔つきをしている。

　クォォォォン！

　また高く巨鳥たちが啼ないた。

　彼女が尖とがった爪で鳳を引き裂き、彼が鋭い嘴で凰を抉えぐる。脚で蹴けり上あげ、翼で叩たたくその間に無数の雷が疾走した。

　巨鳥と巨鳥がぶつかり合い、最初にぐらと傾かしいだのはセラフィヤだった。絶え間ないスーリィンの攻撃にもんどり打って、海面の壁かべの一つへ落下する。

　巨体の衝突に、ヨシュアたちの足下も大きく揺れた。

「あわわわわ」

「ちょ、怖い怖いっ」

「落ちる、落ちそう！」

　子供たちは互いにしがみつき合いながら、突然の衝撃に必死に耐え、大人たちは大人たちで膝ひざをつき、手で自分を支える。

　ヨシュアだけは空から視線を外すことなく、なんとかその場に立ち続けた。

　そして、確かに見た。

　セラフィヤが水晶の城じよう壁へきにぶつかった瞬間、アガーテが眉まゆを顰ひそめ、その姿がほんの一瞬だけゆらりとかすんだのを。

　懸けん命めいに凝こらすヨシュアの目に、突然、何か液体が降りかかってきた。

　ついに曇天が割れ、雨が降り注いできたのかと彼は思ったが、拭ぬぐった指先はぬるりと生温かく、赤い。

　───血？

　スーリィンとセラフィヤの翼が真っ赤に染まっている。壮絶な同族対決に、二人の神魔はまったく退ひかず怯ひるまず、互いを傷つけ合い続けていた。

　───でも、痛みが伝わってこない。

　目前の妻はあれほど傷を負っているのに、ヨシュアにはその痛みがまったく判らない。未知の経験に彼は初めて恐怖を覚えた。

　同時に、心のどこかが軽くなる。

　もうずっと、自分の命はスーリィンの命だった。だがもはや、彼女のため己の身を第一に考えることはしなくてもいい……。

「アガーテ、君の本体はもしかしてこれですか？」

　大空にひとり佇たたずむ少女へ、ヨシュアは声を張った。

「この建物、城壁の全部が、君自身なんですね？」

　海面に広がり連なる水晶にも似たモノを指して。

　当然、はぐらかされると思っての質問ではあったが、

「だったらなんです？　それがなんだと言うのです？」

　温度のない声ながらも、超級神魔は律儀に答えた。もっともそれ以上はなんの説明もする気がないらしく、その不ふ可か思し議ぎな目はすぐさまヨシュアから逸そらされた。

　───それだけ判れば充分だ。

　また、城壁が揺れる。神魔も揺らぐ。

　それをまっすぐに見やりながら、ヨシュアは大きく跳ちよう躍やくした。定まらない足下、ごうごうと唸うなり続ける強風の中でも、その足取りは確かだった。

　そして、その手が摑つかむ。

　姉の遺のこした、紅の石を。

「劣等生、何してるの！」

　ヨシュアの行動と意図にまっさきに気がついたのはティエルだった。

「そんな石、どうするつもり？　持ってるだけであいつにひどい目にあわされるわよっ」

　懸命な表情で、彼女はまろび寄ってくる。

「ティエル」

　その必死の歩みを、ヨシュアの声が押しとどめた。

「ひどい目も何もないんだ。このままだとスーリィンが勝っても負けても僕らはまとめて殺される。誰もアリステアへは帰れない」

　ヨシュアの手の中、石はひんやりと冷たい。リベカに取り込まれたことなど、もうなかったかのように冷え果てている。それが、彼には倍辛く、悔くやしかった。

「だから、僕は……僕が、これであいつの本体を破壊するよ」

「馬鹿なこと言うなよ、おっさん！」

　ラキシュが叫ぶ。

「ペルスカもあんたのねーちゃんもあんなことになったんだよ？　危ないってっ」

「二人とも魔ま操そうの素養がなかったからでしょ？　僕は曲がりなりにも位階四位の大神魔の夫だった男だよ」

「離婚しただろ、いま」

「お互いの意志に基づく離婚じゃ断じてありません」

「魔操の素養なら俺の方が上だぞ、バレク」

「先せん輩ぱいには生きて帰ってもらいませんと。人類の宝ですよ、あなたはいちおう」

　本気なのか混ぜっ返したのか判らぬエレミヤと、不ふ機き嫌げんに叫ぶアフェクへと、ヨシュアは眉を軽く跳ね上げる。

　生きて帰って、という部分がひどく大きく響いた。全員の唇くちびるが一様に震える。

「ええ、そうです。判ってます。ダメだって可能性が高いのもちゃんと判ってる。で、その場合は悪いけど」

　そこで彼はひとつ言葉を切り。

「これを砕いて僕ごと滅ほろぼして下さい。ヤイル・ゼラがペルスカ姫にそうしたように」

　すぐさま、額ひたいへと石を押し当てた。

　優しい誰かに邪じや魔まされぬうちに、と。

　赤い前まえ髪がみの下、その石はいよいよもって紅い。

　銀冠ターラーが砕けて弾け、痛みが走る。焼やき鏝ごてを押されたかのような熱が灯ともり、神経を直接殴なぐりつけられるにも似た衝撃がヨシュアを襲おそった。

　彼は思わず目を閉じ、膝を折ろうとした。

　だが、膝の位置が判らない。拡散する。体が自我が、大きく大きくなっていく。

　どくどくと自らの脈を感じる。巡っているのは血液ではなく力だ。みしみしと体が軋きしむ。指先がざらつく。視点が、変わる。

　五感の大部分が捻ねじ曲まげられていくのが判ったが、聴覚だけは今のところ元のままらしい。

「おっさぁぁぁん、そんなあああああ！」

「しっかりしろ、おっさんっ」

「やです、こんなの嫌です、ヨシュアさぁん！」

「バカめが、無茶しやがって！」

「どうすんだよ、これ。本気で殺すとか勘かん弁べんしろよっ」

　それぞれらしい反応に、ヨシュアはつい笑ってしまったが、それが相手に伝わったかどうか。

　ヨシュアはまず両腕を振り上げ、近場にいた雷鳳を捕らえた。まるで小鳥の羽根をもぐかのように、軽々とそれを引き裂き放り出す。身の毛もよだつような叫びがその嘴からほとばしったが、かまわない。波間に鮮血がばらまかれ、翼が力なく漂ただよった。神魔は死すれば消え失せる。傷つき弱ってはいるが、セラフィヤはまだ生きているのだろう。

　───戦闘不能に追い込めれば、それで充分。

　冷静に判断して、ヨシュアは拳こぶしを更に振り上げた。大丈夫。自分の意志と体は、まだ繋つながっている。

　がくん。

　城壁が揺れる。

　みんなのいる場からなるべく遠くを狙ねらったつもりだったが、ダメージは伝わってしまったらしい。動どう揺ようし、混乱する声が聞こえてくる。

　しかし、その中でティエルだけは静かだった。限界まで瞠みはっていた碧へき眼がんを、ふいに強く引き絞る。

「我は導くアニ・ラーダー！」

　瑞々しい果実にも似た唇が、正しき言葉ダーバールを唱となえ出だした。

「五妖一○八位階の神魔に奉たてまつる。我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者」

　白はく濁だくした世界の中、彼女の描く召しよう喚かん紋もんだけが鮮やかに映った。

　深い瑠る璃り色いろの円が宙に広がり、主あるじの呼びかけに応えて神魔が顕あらわれる。力強い四つ蹄ひづめに、皮ひ膜まくに似た翼。踊るように宙を疾はしり、それはティエルの元へと舞い降りた。

「我は位階二四位、凍鋭のゾアン。またずいぶんと厄やつ介かいな場までお招き下さったものだな、小さき主よ」

　翡ひ翠すいの鹿の台詞せりふは、半ばぼやき。立りつ派ぱな角と頭を翻ひるがえして彼は天を仰あおいだ。

「まさか、高位者なる御方レムエールの中の高位者なる御方レムエールと争えとは言いますまいな？」

「どうかしら、半分はそういうことになるのかも」

　ティエルは厳おごそかに命じた。

「わたしの足下、この建物を壊こわしなさい、ゾアン。劣等生が……ヨシュア・バレクが完全に我を失ってしまうその前に！」
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　その手があったかというように、アフェクが飛び出し、彼女に倣ならった。立て続けに三つの召しよう喚かん紋もんが描かれて、そこから彼の忠実な神魔たちが躍おどり出でてきた。

　剣けん峰ほうのゴリアト、涼狐のフェンナ、清獣のイザク。彼らはゾアンと違い、無む駄だ口ぐちは叩たたかなかった。かつて位階八位のエステールにも挑んだ彼らは、もうある種の覚悟を決めているのだろう。ゴリアトの牙きばが壁へき面めんに食い込み、フェンナの風が床に叩きつけられ、イザクの氷刃が城壁へと降ふり注そそぐ。

「ちっくしょー！」

　激怒しているのか自じ暴ぼう自じ棄きなのか、エレミヤが神魔の作った亀き裂れつへと剣を振り下ろす。人の腕力でそれ以上の傷はさして増えも広がりもしないが、それでも彼は腕を振るい続けた。

「……よし」

　決意を瞳に灯ともし、ラキシュが脇の短剣を鞘さや払ばらう。魔ま操そう用にして護ご身しん用の頼りない刃がかすかに光った。

「ええええ、君は無理でしょうっ。お嬢じよう様さまと違って位階の高い神魔なんて喚よび出だせたことないじゃないか！」

「自殺行為」

　少年たちが必死に止めるが、

「ここでやらなきゃ、どうせみんな死ぬんだよ！　しかも、おっさん殺した挙あげ句くにだぞ？　そんなん、あたし絶対やだ！」

「だからって」

「うっせー！　火事場のなんとかってやつに賭かけるっきゃないだろ！　だいたいあたしだってマヘド神殿の跡取り娘、ラキシュ・マヘド様だぞ？　ティエルに出来てあたしに出来ないはずがないっ」

　そのまま彼女は自分の手の甲を切り、額ひたいの銀冠ターラーに当てて叫ぶ。

「我は導くアニ・ラーダー！」

　ラキシュの本気を写し取ったかのように、巨大な召喚紋が描かれる。一度は安定した輝きを放ち、しかし、すぐに途と切ぎれて失せた。

「こなくそーっ！」

　再び、彼女は短剣を振り上げ、正しき言葉ダーバールを並べ出す。無駄な詠えい唱しようを三回ほど繰くり返かえし、その手にいくつも傷を作った後だった。

「やれやれ、随ずい分ぶんと強引な主だなあ」

　ついに、というか、たまりかねたとでも言うように神魔が顕あらわれた。

　一見、屈くつ強きような獅し子し。だが、その鬣たてがみは青白い炎に包まれたように顔を覆おおい、表情はうまく見通せない。宙を強く掻かく尻尾しつぽの先も、やはり青白くゆらゆらと揺れていた。

「小生は気妖三○位、深しん楼ろうのロト。喚ばれたからにはせいぜい楽しませてもらうとするか」

「うん、頼む。バキバキやっちゃえ、ロト！」

　歓喜に満ちてラキシュが叫ぶ。主の最初の命令に、獅子の気妖はアフェクの神魔たちへと立ち混じり、激しい咆ほう哮こうを上げた。

「三○位でもギリギリいける？」

「なら、もしかして……」

　少年たちが顔を見合わせ、それぞれ進み出た。

　彼らの動きを目で追いながらも、ヨシュアは……かつてはそうだったものは、懸けん命めいに拳こぶしを振り上げては下ろし、振り上げては下ろしていた。振りまかれる透かし板の破片が、雷鳴にキラキラと輝く。

　───まだか。

　肉か砂かそれとも別の何かか。自分の体を作っているものがなんなのか、もはやヨシュアにはよく判わからない。ごうごうと全身を打ち、足下を容よう赦しやなく洗う波の感触も、いつの間にか覚おぼ束つかなくなった。しかし、痛みはまだ伝わってくる。腕を下ろし、神魔の本体を砕く度たびに、どくりと己の心しん臓ぞうが跳ねた。

　いや、命脈は額にある。痛みも神経も音も視線も、いますべての感覚が額に埋うめ込こまれたかの石に依よって動き続けている気がした。

　───まだか。

　崩ほう壊かいの瞬間に焦こがれて、石の巨人はきらめきを砕き、波間へと帰し続けた。

「無駄です無理です、ヨシュア・バレク」

　アガーテの呟つぶやきが間近から聞こえる。いまやヨシュアの視点はほぼ彼女と同じ。触れられそうなほど近くに、その顔がある。いつも以上にきょとんとした表情。ひょこりと動く両耳。

「なるほど、その破壊工作をあと数時間も続けていれば、さすがのわたくしもどうにかなるのかもしれません。ですが、間に合わない」

　きらめく金属にも似た瞳が、すいと細められた。笑ったのか怒ったのか、どうにもよく判らぬその顔。

「とうてい、無理です。間に合わない」

　舐なめるように見つめる視線の先、巨人の手の先に亀裂が走っていた。赤い傷を更に裂さいたような小さなヒビ。痛みはない。だが、そこに吹き込む風の感触はある。

「石がなくなるのは、わたくしにとってはむしろ僥ぎよう倖こう、実にラッキーです。どうぞそのまま使い切って下さってかまいませんよ」

　好きなだけ、ご自由に。

　そう言って、アガーテは服の両りよう裾すそを摘つまみ一礼した。

　優美で完かん璧ぺきなその所作が、かえって気に障さわる。罵ののしりたくなったが、ヨシュアの舌はもはや言葉を作れない。洞どう窟くつを抜ける突風に似た音が、やたらと溢あふれ出でるばかり。

　───逃げろ。

　亀裂は深まる。どんどんと大きくなっていく。いまや、壁かべの割れ砕ける速度より、石の巨人が呻うめき壊れる方が速い。

　───みんな、逃げろ。

　せめて、仲間たちに言ってやりたかった。

　あんなにも必死な、ティエルやラキシュ。命がけで魔操を成功させようと頑がん張ばっているギレアドとセーム、悪あく態たいをつきながらも手を休めないアフェクとエレミヤ。

　───こんなところまで、一緒にきてくれたのに。

　ほんの二年前、胸に大きな秘密を提さげて『塔とう』へ赴おもむいたあの頃。ヨシュアは誰とも縁えんを結ぶつもりはなかった。位階一桁けたの神魔を得ることは神官として最大の禁きん忌き。明るみに出れば自死させられるほどの掟おきて破やぶりだったから。

　いいや、そもそも。人の命を奪うばって生きてきた自分に、誰が心を許してくれるだろう？　神官になる資格すら、本当はあるのかどうか。

　だから、ヨシュアは友を得ることなど諦あきらめきっていた。すべて空くう虚きよに笑って、ただやり過ごす。そうして五年を耐え忍ぼう。自分に出来ることは、それだけ。スーリィンと共に生きる。どこまでも、ただそれだけ。

　それが、いつの間にか……あんなにも、得え難がたい人々に囲まれていたなんて。

　額がいよいよ熱い。

　どくどく、どくどくと力が巡る。

　痛みはない。爆発的な衝しよう撃げきもない。

　一瞬一秒ごとに、何かがヨシュアの中で膨ふくらみ、隅々まで染しみ通とおっていこうとしていた。

　その何かがぷつりぷつりと、自分の中を分断していく。血管？　神経？　それとももっと別な部分……人としての意識や自我そのものだろうか。

　皆の視線が集まってくるのが判った。痛みと悲ひ嘆たん、困こん惑わくと絶望。誰の瞳もそんな色で染まっている。

　額の石はいっそう紅く、感覚のあらゆる部分へと侵しん蝕しよくしてくる。本気の暴走が始まる前に砕いてしまわないと、自分が何をしでかすか判らない。

　だけど、この身が崩壊したら、後に遺された彼らはどうなる？　五妖無冠の大神魔に八つ裂きにされてしまうのだろうか？

　───誰ひとり、死なせたくなんかないのに。

　届かぬ声を、それでもヨシュアは上げ続けた。崩壊の一いつ途とを辿たどる指先を足下へ打ち込み、また、空へと伸べる。大神魔の命に至ろうとひたすらもがき、あがき続ける。

　そんな彼に、アガーテは笑いかけてきた。いまだかつて見たことがないほど、穏やかで人がましい微笑ほほえみ。すべての終わりを予感させる、優しさに満ちた。

　───ここまで、か？

　彼の身の内もまた、空白に染まる。

　異境の片隅、海の最果てで、何もかもが終わってしまうのだろうか……。

　だが、しかし。

「ひとりで逝いくでない、我が君よ」

　蕩とろけるような声が、ヨシュアを捉とらえた。

「死にたくないと申すがよい。ひとりでは逝かぬと……言っておくれ」

　もはや喪うしなったはずの鼓こ膜まくを震ふるわせる、柔らかくも甘い声。

「最上の契約を……世にひとつきりの約束を、どうかいますぐ我におくれ」

　そっと伸びてくる指の感触が判る。宝玉のような唇が自分の額に落ち、溢れた涙が注そそがれるのが判る。

「我が名はスーリィン。ヨシュアのスーリィンであるぞ？　たとえ天地が揺らいでも、それはけっして変わらない」

　瞠みはった目の中に飛び込んでくる彼女の姿は、無む惨ざんの一言だった。銀の髪は乱れもつれ、翼はありえない角度に曲がり、たおやかな四し肢しには無数の傷が浮かび上がっている。

　けれど。

「ずっと……ずっと一緒にいたいと申しておくれ」

　届くいたわりは、伝わるぬくもりは、まったく変わらない。

　愛いとしさが胸を摑つかむ。ヨシュアの身の内、心の底の底からこみ上げるものが、もはや動かぬ舌を震わせ、吐息すれすれの言葉をかそけく吐き出させた。




「……ず…っと……いっしょ、に……」




　それを合図に。

　雷鳴が奔はしった。

　世界を明るく強く、照らし出し。
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「そう、そうじゃ。その通りじゃ！」

　喜びに満ちた彼女の腕が、彼を抱く。

「ずっと一緒じゃ、スーリィンのヨシュア！」

　擦すり寄よせられた頰ほおから、抱きしめられた腕から、感覚が戻る。

　波音と仲間の呼ぶ声、強い潮と瓦が礫れきの香り、そして。

「スーリィン」

　息も触れあうほど近くに咲いた、愛いとしい妻の笑顔。

「僕の───スーリィン」

　呼びかけに、彼女は笑う。結ぶ視線に、惑まどいはない。まだ頰に赤みが差して、淡い双そう眸ぼうには涙が零こぼれていたが、笑って頷うなずく。












　柔らかな腕の中、ヨシュアはボロ切ればかりを纏まとう自分へ、ふと目をくれる。仄ほのかな光が腹を胸をゆっくりと走り、美しい模様が描き出されていく。淡い紫色、翼にも雷にも似た紋様を。

「契けい約やく印いんが戻った？」

「おお、その通り。再婚成立よ、安心するがよい、我が君よ」

　苦しいぐらいに抱きすくめられたまま、二人は壊こわれた城じよう壁へきへと降り立った。

「おっさぁぁぁん！」

「あああああん、れっとうせええ！」

　号泣する少女たちがまず飛びついてきて、少年たちが後に続く。アフェクはあっけにとられたように佇たたずみ、エレミヤは刃こぼれした剣を放り出して空を仰あおぐ。

　その様子を、曇どん天てんの高みでアガーテは見ていた。

「無む駄だだと申しておりましょうに」

「だったら、なんじゃ」

「また解除するだけのことです終わりです」

「なら、また契約するだけのことよ。何度でも何回でも」

　小さく鼻を鳴らし、スーリィンは立ち上がる。引きずられ、ヨシュアも慌あわてて膝ひざを立てた。

「だいたいそなたの主あるじは頭が弱い。可か哀わい想そうな痴しれ者ものばかりじゃ」

　そして、やおら、彼女は言い放つ。

「ものの順番を間違えている、馬鹿の子ばかり。まこと、そんな輩やからに振り回されたかの大陸の者どもが気の毒千万でならぬわ」

　この神々への大暴言に、息を呑のんだのはアガーテではなく、壁上の人間たちだった。

「あわわわ、すごいこと言い出した」

「こわい」

「先せん輩ぱいより上いったわ、この化け鳥」

「と、止めなくていいんでしょうかね、お嬢じよう様さまっ」

　身を寄せ、震ふるえ上あがる子供たち。

「四位のお方ともなると、おっしゃることが違う」

「しかし、ものには程度が」

「あたくし、もう帰りたいですわ」

　中位の神魔たちも同様で、疲れたように息を詰め雷らい凰おうを見つめていた。

　しかし、そんな周囲の反応などに大火妖はかまわない。

「そもそも神があの大陸を閉じたのは、我ら神魔を世に放たぬためであろう？　寿命というものを持たぬ我らが延々と生気ルーアを食らいまくって、すべての人を滅ぼしかねぬから」

　違うのか？　とスーリィンは眦まなじり険けわしく訊ね、違いませんとアガーテは平らかに答えた。

「だったら、話は簡単！」

　彼女は左でヨシュアをいっそうぎゅううっと抱きしめ、右で拳こぶしを作って振り上げ、

「神魔はもっとガンガン人と番つがえばいいのよ！」

　そう大だい喝かつした。

　本気も本気で。

　まったくの躊躇ためらいもてらいもなく。

「……は？」

　位階一位の超級神魔の反応は数拍、遅れた。

「は？」

　ぴょんと長い耳を揺らし、ぐりっと大きく音がしそうなほど首を傾かたむけ、

「入力されたデータが認識できません判わかりません……」

　それから、小さな声でそれだけを呟つぶやく。

「だから、そなたはうつけ者だと申すのじゃ！」

　スーリィンはますます絶好調。得意満面を絵に描いたような顔で、言いたい放ほう題だい言いい募つのる。

「人を伴はん侶りよに得るのは死するため。それが婚こん姻いんの契約の本質だというなら、死んで上等！　さほど力がなく機き微びや雅が量りように劣おとる中位以下どもなぞはいくら増えても問題なかろうから、むしろ、上位神魔が人の伴侶を持てばよい。そうしたら、やがて我らはみな死し滅めつする。実に平和に幸福にな───どうじゃ、完かん璧ぺきな計画であろう？」

　その豊かな胸を思いっきり張り、彼女は高らかに言い切った。

「さあ、婚活よ！　これからかの大陸は大婚姻時代を迎えるのよ！」

　この宣言に。

　誰も。

　誰ひとりも……声がなかった。

　彼女の伴侶たるヨシュア・バレクですら、二にの句くが継つげないまま、刻一刻と時は過ぎ。

　スーリィンは大きく瞬まばたきし、きょときょとと周囲を見回した。

「な、なんぞ、この反応？　我的にはここで拍手喝かつ采さいの大絶賛が巻き起こるものと、てっきり」

「ああ、うん……」

「えーとんーと」

「いやいやいや」

「そ、そうね。理り屈くつは合ってる……わね」

　人々はみな曖あい昧まいに頷うなずく。

　賛同してやりたいのは山々だが、断定するのも憚はばかられる。そんな空気が場を強く支配していた。

　そんな中で、

「さようですねそうですね。いちおう理屈は合っております」

　真っ先に己を立て直したのは、宙の少女。さすがの超級神魔であった。

「ア、アガーテ、さん？」

「本気か？」

「主の命令には即した提案です。ただ、実現率がいかほどのものか、解かい析せきし判断するだけのデータがまだありません」

「我とエステールがもういるではないか。かの狼だって、本当は主を伴侶と呼びたがっていた。それを邪じや魔ましたのは貴様の主の遺したつまらん掟おきてだけ」

「位階一桁けたの神魔は、他に五妖九位……あなたと彼女を除いて、四○種七○頭余もいるのですよ？　たった二例だけでは」

「なら、そのでぇたとやらが集まるまで、待つがよい」

　初めて、上位者なる神魔レムエールへと雷凰の娘は微笑ほほえんだ。

「どうせ退たい屈くつしておるのだろう？　その気持ちはスーリィンが一番よく判るわ。ヨシュアに会うまで、我はずっとずっとつまらなかった。退屈で退屈で死にそうだった」

　笑って、ゆっくりと視線を巡らせる。

「でも、夫が出来た。続いて、友も。いま我は楽しいぞ？　せめて我がヨシュアと死ぬまでつきあうがいい。きっと端はたで見ているだけでも楽しいだろうて」

　その笑みにつられたように、ヨシュアが笑い、他の者もそれぞれ笑った。苦笑や失笑もないではなかったけれど、死線のさなか命の瀬せ戸と際ぎわにしては上出来なほど朗ほがらかに。

　アガーテは沈黙していた。

　白銀の閃せん光こうが、その黒い姿を露あらわにする。波の咆ほう哮こうと雷いかずちの絶唱のさなか、ひとり彼女だけが静せい謐ひつだった。長い耳をひっそりと伏せ、睫まつげを閉ざし、超級神魔はひたすらに黙考し続けている。

　そのあまりの静けさに、ヨシュアたちが焦あせりを感じ始めた頃。

「いいでしょう」

　金属めいた瞳がきらめき、ひとつ手を打ち鳴らした。

「その提案、わたくしは承知します受け入れます」

　パン、と軽い音と共に、雲が晴れた。

　まるで、鞴ふいごで煙を払ったように軽々と、重い灰色が空から失せて、後には蒼そう穹きゆうが鮮やかに輝く。

　その中で、連つらなる乳白色の城壁が陽光に乱反射した。目にうるさいぐらいの輝きの下、黒々と不ぶ気き味みなばかりだった海も、見慣れた青に目覚めていた。

「時間を差し上げましょう……雷凰セラフィナ、いえ、ヨシュアのスーリィン。あなたと夫の寿命が尽きる時まで、何ができるか何が変わるか。それをこのアガーテは見届け、そののちに決を言い渡すことにいたします」

　───大サービスです。

　そう言って、もう一度。

　ぱん、と神々の神魔は手を叩たたく。

　空気の流れが止まる感覚。次の瞬間、また視界が曲がる。

　異境の島が海が城壁が、引き延ばされてはまた縮み、深く分厚い膜まくでも被かぶせたかのように朧おぼろ気げになっていく。

　そうしてかの島が、意識の彼方かなたへと消え失せようとした、とき。

「おい、ちょっと、セラフィナ！　セラフィヤのこと忘れないでよ！」

　波間からひょっこりと、妻そっくりの顔が覗のぞいて怒ど鳴なった。

「いまの話がマジだって言うなら、君は誰より先にこの俺にお嫁よめさん世せ話わするべきじゃないのっ？」

　それに返事をする間もなく。

　ヨシュアたちは帰還していた。

　懐なつかしい、草と大地の香り。

　青々と緑が萌もえ、露つゆを含んで照り返るルステラの国境へと。

「みんな、無事？」

　一瞬の酩めい酊ていが収まったのち、ヨシュアはあたりを見回す。白い修道服と肩布タリート。見慣れた五つの服装に、気軽な旅装の男。それから、寄より添そったままの妻。

　周囲は、一面の小麦畑だった。風が豊かな穂先を遊ばせ、柔らかに揺らす。淡く白い空が、それらすべての上を覆おおっていた。

「うわあああああん、兄さぁん！　姐あねさぁぁん！」

　小麦の波を掻かき分わけて、近づいてくる声。

「ティエルさま、よかったですぅぅ！」

「我々ずっとお喚よびをお待ちしていたんですよ！」

「でも聞こえないし見えなくて困ってたニャー」

「お帰り何よりだわな」

　ヨシュアと同級生たちの神魔がいっせいに走り寄ってきた。

「ナタル、君は平気だった？」

「無事ですわ、待ちくたびれただけですわーっ。兄さんこそ、なんですの、こないボロボロになってぇぇぇ！　ええ男が台無しやないですか！」

　えぐえぐと泣きついてくる羊の頭を撫なでてやりながら、ヨシュアは安あん堵どの息をつく。

　今度は誰も離れることなく辿たどり着つけたらしいと、あたりへ視線を送り、目の端はしに捉とらえたもので止めた。

　かつては小さな小屋の一部だったろう、木片。時に埋うもれた廃はい墟きよの中、淡い光に包まれて伏せられていた長く黒い睫、深緑の瞳。




　そう。

　リベカ・バレクだけは、もう、いない。
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　───怒りの波間、涙の峡谷

　　　　歩みも惑まどう、世の諸もろ人びとに

　　　　差し示したまえ、かの光






　壮そう麗れいな室内を朗ろう々ろうと渡る、柔らかく澄んだ声。重なる琵琶バルバツドの音は優しい情じよう緒ちよに満ち、彼女の歌声にいっそうの華を添そえていた。





　───日々は紡つむがれ流れ

　　　　花は閉じ、ひとたび散れども

　　　　その実はまた時を経へり






　高い高い天てん井じようには無数の星の模様が刻きざまれ、美しいその声を受け止め響ひびかせ、また返す。『星せい紺こんの塔とう』でもっとも大きな礼れい拝はい場じように設しつらえられた、もっとも大きな祭さい壇だん。

　その横にすらりと立ち、歌と楽の音を捧ささげているのは、ネイラ・ネ・ネルヴだった。いつもはもつれ乱れている黒くろ髪かみを、今日はさすがに丁てい寧ねいに結い上げ、赤い花で飾っている。真っ白な新品の修道服に、やはり赤い肩布タリート。その裾すそには金の釦ボタンがはっきりと輝いていた。

　彼女の視線の先、巨大な透かし窓の向こうには、新たに築かれた『塔』の壁かべとオアシスの町並みが見える。城じよう壁へき崩ほう落らく以来、沈みきっていたかのオアシスも、年一番の晴れの日を明日にと控え、赤い花々に飾られ華やいでいた。

　そう。

　明日は修道生たちの卒業式、「新神官の祝祭礼拝」である。

　卒業総代を務めるネイラは当然、一年生から五年生の面々も同じ礼拝場に集つどい、粛しゆく々しゆくとリハーサルに加わっていた。

　───下へ手たすると、これが見納めかもなあ。

　ヨシュアは二年生の末席に座り、堂々と歌い続けるネイラの姿に見入っていた。

　実は、ヨシュアとその仲間たちが『見聞の旅』を終え、『塔』へと舞い戻ってきたのはこれよりたった一カ月前のことである。

　そう。

　体感では半日かそこらしかなかった、アガーテとの邂かい逅こう。異境の島でのあれこれを経て、一同がルステラの国境に戻ったとき、すでに世間では六カ月以上が過ぎていたのだ。そこからダルタスのところへ回り、砂漠を乗り越え、ヨシュアたちが無事『星紺の塔』へ帰還を果たしたのは、年度末の試験も間近に迫った頃という有り様。

　───そーいや、そうだよねえ。例の小屋に踏み込んだとき、周りの畑は全部刈り入れ直後だったのに、戻ってきたときはすごい育ってますって感じになってたもんねえ。

　その間中、『星紺の塔』におけるヨシュア・バレク以下修道生たちの扱いは、全員失しつ踪そうでほぼ殉じゆん教きよう者しや扱い。ルステラ本国では、そろそろエレミヤの遺い族ぞくに年金支給の準備をしていたというのだから、笑えない。デリラ・ジダルに至っては、再び指名手配とされその首に賞金まで懸かけられる始末……もっとも、最後の一人は例の超級神魔の移送魔ま導どうとやらに取りこぼされたらしく、本当に本物の生死不明の行方ゆくえ不明なのだが。

　───まったく、どこまで大おお雑ざつ把ぱなんだよ、あの無冠の一位様は！　今度会ったら、ひっぱたいてやりたい！

　腹の中でひとつ唸うなったのち、ヨシュアは小さく頭かぶりを振って、我に返った。あまりに上の空では、ネイラに悪い。一連の騒動や懲ちよう罰ばつ塔とう行きもなんのその、彼女は首席の座を死守し続け、明日の卒業礼拝の最後を、独奏で飾ることになっている……まあ、それも、アフェク・ユハスの長期不在が手伝ってのことであるのは、切ないほどに明白だが。

「卒業総代の義務が演説とかじゃなく、歌と楽器の演奏でホントよかったねえ」

　ヨシュアの横で、ラキシュがしみじみと呟つぶやいた。

「でなきゃ、ネイラ先せん輩ぱい、去年の誰かみたいにわざと首席陥かん落らくするか、今頃、『塔』を脱走してたかもよ？」

「ですねえ」

　ヨシュアは頷うなずき、小さく苦笑する。悪口というには正せい鵠こくを射いすぎたご意見だった。

「あら、それだったらだったで、ご一緒する相手が増えてよかったかも」

　さらっと怖いことを言うのは、ティエルである。これもまた的まとを射ているので、ヨシュアは返す言葉がない。

　そうするうちに、ネイラの琵琶バルバツドの音が途絶えた。沈黙と一礼をもって儀ぎ式しきは締めくくられることになっているため、拍手も歓声もない。だが、誰の顔にも彼女の見事な独唱独奏に対する賛美が刻まれていた。

「では、これにてリハーサルは終了です。お疲れさまでした。明日の本番も頑がん張ばりましょう」

　祭壇上で担当導どう師しが宣言し、あたりの緊きん張ちようは一気に緩ゆるむ。修道生たちは次々に腰を上げ、礼拝場を後にする───ヨシュア・バレクと仲間たちを除いては。

「いよいよねえ。長かったわ、この一カ月」

「まったくです、お嬢じよう様さま。どうせ首にする気なら、試験勉強とかの前にしてくれりゃいいのに」

「みんな無む駄だになるかも」

「けどあれだろ、いちおうその試験で忙しいっつーのもあっての態度保留ってことじゃね？」

「そんなの、言い訳に決まっているだろうが」

　祭壇近くの五年席から、足早にアフェクが近寄ってきた。

「導師陣の言うことなぞいちいち真まに受けるな、愚おろか者ものが」

「まあ、そうだけどさー」

「いまも、これですものねえ」

　口をひん曲げ、がなりながら、一同は自分たちの足下や背後を目で窺うかがう。そこには目には映らぬものの、導師陣の誰かのものらしい気妖や地妖の気配がしていた。かすかに、しかし、確実に。

「また増えましたねえ、おいらたちの監かん視し役やく」

「こっちが知覚できないのも合わせたら、いったい何匹になるのやら。まったくご苦労なことだ」

「無理もない」

「すごいわー、あたしら。大物感溢あふれるわー」

　口さがなく言い放つ一同を、ヨシュアはいくらか複雑な思いで眺ながめた。

　───もうずっと監視されっぱなしなのに、タフだなあ。

　一カ月前。

　ルステラの地に降り立ったヨシュアがまずしたのは、ミリアームの木の横にもう一つ、榧かやの若木を植えたこと。それに水と祈りを注そそぎながら、リベカとアガーテの述べたすべてについて考え抜くことだった。

　考えるべきことはいくらでもあった。人と神魔の関わり、神話と聖伝の真実。アガーテに与えられた執しつ行こう猶ゆう予よの使い道について。

　彼にとっては、姉を……リベカ・バレクの命とその多くの罪を費ついやしての経過であり結果である。それらを完全に無に帰するかどうかは、今後の自分の生き方にかかっている。それはけっして忘れられないし、忘れないのが自分の義務とも思う。

　そうして、ようやく出した結論は───神官と神魔の関わり方そのものを変えなくては、たぶん何も変わらない。このまま同じことをまた一○○○年繰くり返かえしても、やがて、かの監視役に見切られて、すべて滅めつされる日がくるだろう、ということだった。

　そんな彼の意見に、仲間たちは賛同してくれた。そこで『塔』に戻るなり、ヨシュアは学長室を訪れ、すべてを打ち明けた。スーリィンのことはむろん、自分の姉たちのこと、位階一位アガーテとの出会いと彼女に伝えられた神と人との関わり、その超級神魔に雷らい凰おうがしたとんでもない提案……ありとあらゆる、すべてを。

　最初、学長はヨシュアの告白を信じなかった。特にアガーテの見せた神々の一幕については、「なんの証しよう拠こがあって、そんな背信的なことを吐ぬかす」と声を荒らげすらした。当然と言えば当然の反応である。

　そこへアフェクが説得に加わり、エレミヤが如じよ才さいなく拾ってきた例の島の石を資料として提出し、ダルタスが口くち添ぞえを続け、四人の子供たちが代わる代わる主張し……やがて、学長は言った。

　あまりのこと故ゆえ、すぐには判断も裁さい可かもできない。しばらく待て。結論が出るまでは、全員、いつも通りの修道生活を続けるよう、と……そして、やや危ういながらも本日この時、その約束の時間を迎えることとなったのだ。

「まーた、暗い顔しちゃって、おっさんてば。いつもの調子で『みんなを巻き込むことになって辛つらい』とか思ってんの？」

　頭の後ろで腕を組み、ラキシュがヨシュアの顔を覗のぞき込こむ。

「そりゃあ、まあ。下手すれば、僕に連座して処刑ですし」

「そのことについてはさんざん議論したろうが、まだ言うのか、バレク。その最中、いったい俺に何回同じことを言わせたと思ってる？　もう口や耳どころか全身裂さいても釣り合わんほどだぞ！」

「まあ、先輩は何があっても命までは取られないでしょうから、まず問題ないと思いますし、そもそも殺されたって死なない気がするので特に心配してませんが」

「なによ、それ！　わたしたちは先輩ほど優秀じゃないから、まとめて処刑されかねないってこと？」

「そうは言ってませんが……」

「言ってる」

「言ってんな」

「言ってるわよっ」

「言ってますねー」

「うぐぐ」

　口ごもる年上の同級生へ、一同は呆あきれた風に笑う。

「いいじゃん。もしも『塔』がおっさんのことどうこうするってんなら、みんな揃って逃げちゃえば」

「逃げるって……その後、どうするんです？　大陸中の神官を相手にできるつもりですか？」

「できるんじゃない？　位階一桁けたの神魔の主あるじはいまのところおっさんしかいないんだし、この先、スーリィンの婚活勧誘で仲間になってくれるのも出てくると思うなー」

「また、そんなイージーな」

　どこまでもお気軽なラキシュに、ヨシュアは頭を抱える。

「そうだ！　そしたら、どっかであたしたちで適当に新しい『塔』を作っちゃうのってどうよ？」

「いいアイディア」

　なんてことを、と、ヨシュアは目を白黒させるばかりだったが、

「いいわね。わたしたちが新たな創世の六神官になるなんて、けっこう悪くないわ」

「これ以上の出世はないです！　おいらたち、伝説になっちゃいますね！」

　ラキシュのことはいつも基本反対のはずのティエルまでもが身を乗り出し、ティエルの意見には死んでも全面賛成のセームが力強く頷く。

「まてまて待って、六神官？　一人多くないですか？　君らと僕を足しても五人ですよ？」

「そりゃ、まあ」

「その場合、どうしても引き込まないといけない人が……」

　目をきらめかせながら、子供たちはいっせいに暴ぼう虐ぎやく王おうへと視線を注ぐ。

「すごく腹立たしいけれども、いますぐ高位神魔を釣つれそうなのって先輩だけですものねえ」

「婚活頑張れ。超頑張れ」

　下級生たちの思わぬ提案……というより言いたい放ほう題だいを、アフェクは眉み間けんに皺しわを深く刻んだままで聞いていた。てっきりいつもの調子で「馬鹿者が」「これだから無能な輩やからは」と激怒するだろうとヨシュアは思ったのだが、

「『星紺の塔』一強時代が延々と続くのも、腐ふ敗はいに繋つながるばかりだろうしな……何より自分で一からすべてを興おこすというのは悪くない。かの『創世の六神官』より、俺ならきっと上う手まくやれる」

　割と本気の眼まな差ざしで、アフェクまでもがそう言い出した。

「せっ、先輩ーっ!?」

「やかましいぞ、バレク。俺は無駄死にはご免めんだ。物分かりの悪い年寄り共によってたかって殺されたり、あのトンチンカンな適当神魔に人類まるごと滅ぼされたりするよりはマシだろうが」

「そ、それはそうかもしれませんが……でも、生気ルーアはどうするんです？　いくら先輩だって位階一桁けたの神魔を側に置き続けたら死にますよ？　前にスーリィンにちょっと食われただけで一週間も倒れたの、忘れたんですか？」

「その点も問題なかろうが。貴様の首飾りを研究すればレプリカが作れる。あの破戒偽教師に出来たことが俺に出来ないはずがない」

「そうそう、先輩ちょう頑がん張ばって！　あたしだってヤダもん、破門されて焼やき鏝ごて当てられたりすんの」

「生皮剝はがれたりも、ちょっとねえ」

「舌切られるのも」

「だったら、何もかも一から始めた方がおいらもいいです。断然、そっちの方がいいです」

　斬りつけるような眼差しでアフェクが一いつ喝かつし、そんな彼を子供たちの笑顔と声が取り囲んだ。礼拝場の荘厳な空気に勝る、その明るさと清さ。

　それを眺めるうち、

「……そうですね。いざとなったら、僕らで何もかも一から作りましょうか」

　ヨシュアの口からも、自然とそんな言葉が零こぼれてきていた。

「創世の六神官だって、初めから偉い人じんってわけじゃなかったんですしね。やってやれないことはないかもしれません」

　一人では無理でも、みんなが一緒なら。

　全員欠けることなく、手を携たずさえていけるのならば。

　そんな言葉の続きを、彼は敢あえて音にはしなかった。けれど、みんなにはちゃんと伝わっていたらしい。いっそうの笑みで華やいだ声で、先行きについて口々に語る。

　しかし、その賑にぎわいに。

「それはちと困るな」

　低い声が重なった。

　振り向くと、戸口に一人の老人の姿がある。皺深い痩そう身しんを黒衣に包む、重々しい足取りの彼は、かの『塔』の学長。その背後には、それでなくとも青い顔をさらに青ざめさせたモアブに五年の担当導師らしい正神官、それに、何故かルステラ正規軍の士官服を纏まとったエレミヤまでもが控ひかえていた。

「……さて、お待たせしたようだな、我らが修道生諸君」

　彼は長い階段状の礼拝場をゆっくりと下り来た。祭壇横の学長席には座らず、ヨシュアの目前で重たげに足を止める。

　さっきまで軽口を叩き合っていた子供たちの顔がこわばり、アフェクが静かに肩を揺らす。この干からびた、しかし、大陸でもっとも権けん威いある老神官の口からどんな言葉が飛び出すか、全員が息をつめて見守った。

「バレクくん、君の神魔……雷凰様にご挨あい拶さつ差し上げたいのだが、どうかね？」

　ふいにそんな頼みごとをされ、ヨシュアはしばらく戸と惑まどった。

「よろしいので？　礼拝場に神魔を入れてはならないのが掟おきてのはずでは？」

「いまの君が掟についてあれこれ言うのかね、バレクくん？」

　そう言われてしまえば、是非もなかった。首飾りに指を這はわせ、ヨシュアはいつものように妻を呼ぶ。

「来て、スーリィン」

　ルステラの宝重が淡い光を放ち、ほっそりとした女の影がその輝きから抜け出してくる。夕ゆう闇やみの月を磨いた銀の髪、紫水晶のそれにも似た瞳。位階四位の神魔が、いま、堂々と顕けん現げんした。

　学長の背後で、モアブともう一人の導師が身を固くする。

　だが、学長は揺るがなかった。穏やかな碧へき眼がんを彼女へと向け、深々と一礼する。憧あこがれと畏い怖ふに満ちた眼差しは、神々について垂すい訓くんするときと変わりない。

「雷凰スーリィン様と、お呼びしてよろしいか？」

「んむ」

　鷹おう揚ようにヨシュアの妻は頷いてみせた。

「いつも我が夫が世せ話わになっておるな。多少の無礼は許す故、何かあるなら遠えん慮りよせず申すがよい」

　完全に上から目線、徹てつ底てい的てきにそっくり返って言う彼女に、ヨシュアはもはや苦笑すら出てこない。

　では、お言葉に甘えてと、学長は続けた。

「もう一度確認させていただく。あなたは本当にここにいる一修道生、ヨシュア・バレクと婚こん姻いんの契けい約やくを交わしておられると？」

「はて、前にその証あかしは見せたはずでは？」

　スーリィンが首を傾かしげ、ヨシュアは暗い顔で俯うつむく。

　導師陣全員の見守る中で、自ら上半身を剝むいて契約印を披ひ露ろうする羽は目めになった記憶はまだ新しい。別に見られて減るわけではないが、恥ずかしいものは恥ずかしい。

「そういう意味ではなく……つまり、あなたほどの位階のお方が人の少年を慕したわしく思い、命を捧ささげるほどの絆きずなを交わすなど、我々からするととうてい信じがたく」

「あー、スーリィンがヨシュアを愛してるかどうかということか？　もちろん無論よ！」

　位階一位の相手にさえ怯ひるまなかったスーリィンが、神官の長などに臆おくするはずがなかった。それはそれははっきりと臆おく面めんもなく、雷凰の娘は胸を張る。

　それがヨシュアには心から嬉うれしい。が、同時に、その場で消え入りたかった。掟によって殺される前に、恥ずかしくて死ぬ。

　明暗くっきり分かれた夫婦を、学長はしばらく黙って見つめていたが、やがて、深い深い溜め息と共に吐き出し始めた。

「ヨシュア・バレク、君の告白と提案を我が『星紺の塔』は極めて深刻に受け止めた。元来、位階一桁の神魔を得ることは、神官の恐るべき禁きん忌きである故に」

　ごもっともなお言葉に、ヨシュアは恭うやうやしく深く叩こう頭とうする。晒さらした首にいますぐ刃が当てられてもおかしくない。だが、その場合、きっとスーリィンが行動するだろう。晴れの舞ぶ台たいとなるはずの礼拝場の窓が屋根が雷らい撃げきによって破られ、監視役の神魔たちは悉ことごとく蹴け散ちらされ、雷凰の翼に頼って彼は逃げ出すしかなくなるのだが。

　───それぐらい判らない学長でもないだろうに、どうしてスーリィンを喚よび出ださせたんだろう？

　訝いぶかしむ彼の頭上に、老神官の声は滔とう々とうと流れ続ける。

「しかし、君がこの度たびもたらした新たな情報……位階一位の神魔の存在とその忠告について、すべてを否定、あるいは無視することもできない」

　幾分嗄しやがれた、しかし、厚みのある声が更に言う。

「創世六神官の昔から、この大陸と神魔の神秘についての考察は繰り返されてきた。破は戒かい神官デリラ・ジダルの示し唆さした伝承の件、リベカ・バレクなる人物がペルスカ姫にもたらした奇妙な石についても、すべてを詳つまびらかにされておらぬし、また、これを黙殺することも難しい。そもそも諸君の主張する神魔の言い分は───」

「やっかましいのう、小難しいのう。そなた、話が長い！　結論はなんじゃ、結論は！」

　焦じれたようにスーリィンが叫び、修道生たちが伏せた目だけで同意する。毎度毎度の学長垂訓並みに延々と話されたら、こっちの忍耐力のみならず罪悪感までもすり減りそうだ。

「そうおっしゃいますな、雷凰様。あなたの夫君のもたらした情報は、我らが人類の歴史を塗ぬり替かえ、神話の基を危うくし、人や神官のみならず神魔の行く末までもを変えるにたり得るもの。断じて軽々しくは扱えません」

「そのようなことはスーリィンとて判っておるっ。だらだら喋しやべればより重要だって申すなら、我は三日三晩ヨシュアのよいところを語り続けてくれるぞ、覚悟せい！」

　大火妖の無体な言葉に、学長はほんのわずかだけ眉まゆを顰ひそめ、一度大きく咳せき払ばらいした。

　そして。

「結論から申すと……ヨシュア・バレク以下関係者全員、不問」

　意外な台詞せりふが耳を打つ。

　一同はがばりと顔を上げ、老神官を揃って見つめた。

「今回、もたらされた報告については、継続して検けん討とう審しん議ぎを重ね、調査と対策を講じていく。あまりに重大な問題故にいますぐの公表は控ひかえるし、諸君らにも箝かん口こうを命じる。この上で君たちが一日も早く正神官となりおおせ、特異な経験を生かし諸問題について尽力することを、我々は期待している」

　心から、と、彼は最後に付け加えた。

　しぃいいいん……。

　全員の目が大きく丸くなる。

　聡明なアフェクですら、意外なことを耳にしたというように固まり首を傾げていた。最低でも放校処分、最悪は処刑。そんな覚悟が宙に浮き、戸惑いだけがその場に残る。

「ということは……、スーリィンのヨシュアは神官になってもよいのか？」

　真っ先に覚かく醒せいしたのは、他ならぬスーリィンだった。

「我のために、人の世界に拒まれずに済むというのじゃな？」

　小首を傾げ、どこか心もとなさそうに訊ねる彼女に、学長は今度ははっきりと返答する。

「おっしゃる通り。そう申し上げた。排斥し敵対するより、対話と調和を。それが我々の本質である故」

「おおおおおお！」

　歓喜の声をあげ、雷凰の娘は夫にしがみつく。温かな腕に首が包まれ、豊かな胸が自分のそれにぶつかってきても、ヨシュアはまだ事態がうまく飲み込めないままでいたが、

「やったあああ、いっちばんおいしい結果きたーっ！」

「し、死なずに済んだ、劣等生が死なずに済んだわ……っ」

「ホントに脱走するしかないかって覚悟決めてましたのに！」

「ひとまず安心」

　大中小の同級生たち四人にまでいっせいに飛びつかれ、抱きつかれ、ようやくいま言われたこと、起きたことが判り始めてきた。

「……僕、修道生、続けてもいいんですか？」

「そうだよ！　そう言われたんだよっ」

「みんな、一緒に？」

「その通り！」

　次々に、そして、口々にそう言われ、ヨシュアの胸に実感が落ちた。

　───僕、このままここにいてもいいんだ……。

　奇くしくもそれはいまから一年ほど前、同じ儀式を間近に控えた頃のこと。似たような感慨を彼は抱いていた。

　あれから、様々なことがあった……本当に、様々な。

　アフェクだけは、いくらか残念そうに「新しい『塔』が」「俺は本当に婚活担当か？」とぶつぶつ言っていた気がするが、敢えて聞こえなかったことにしておこう。

「よかった……」

　膝ひざから肩から力が抜ける。

「本当に……よかった……！」

　ややもすればその場にへたりこみそうになる彼を、長身のギレアドの腕が支え、抱きついたままのスーリィンの体が寄り添う。ほとんどぶらさがっているだけの他の三人の重みもいまはまったく感じなかった。

「めでたい、まっことめでたい！」

　いまだかつて見たこともないほど満面の笑みで、スーリィンは叫んだ。

「さあ、これで我らのことは『塔』も公認、天下が認めるところである！　もう日陰の妻でおることはないし、ヨシュアに近づく女はすべてぶっ倒してもよいし、安心して夫婦の階段をがんがん上ってもよいということだな、めでたいことこの上ない！」

「あー、おまえさんたち」

　いささか意地の悪い笑顔でエレミヤが口を挟む。

「人の話は最後まで聞いた方がいいぞ」

　それに呼応したかのように、学長の背後からモアブ導師がぬっと進み出てきた。

「五年、アフェク・ユハス。二年、ティエル・カ・カナン、ラキシュ・マヘド、セーム・トルワ、ギレアド・ミレバ、そして、ヨシュア・バレク」

　彼はぼそぼそと、けれど、決定的な言葉を続けて吐き出した。




「全員に落第留年を言い渡す。もう一年、同じ肩布タリートで頑張るように」




　しぃいいぃいぃいん……。




　礼拝場に、再び静けさが戻る。

　乾きに乾いたその静せい寂じやくが、衝しよう撃げきをゆっくりゆっくりと伝えていった。

「ええええええっ!?」

「なんでっ？」

「なんでも何もない」

　渋しぶい顔で、もう一人の導師が言い渡す。

「おまえたち、『見聞の旅』に失敗した挙あげ句く、どれだけ修行をほったらかしたと思ってるんだ！　決まってるだろう！」

「あたしたち、世界を救うようなちょー重要情報を人類にもたらしたのにっ？」

「それとこれとは話が別！　たとえ世界を救ってきましたと言っても、成績には加か味みされません！　そんな加点基準ないから！　むしろ、そんな偉えらい人だというのなら基本的なことはしっかりなさい！」

「そんな」

「ひどいです、横暴です！　おいらたちのせいじゃないのに！　無冠のなんとかのせいですのに！」

「誰のせいにしろなんにしろ、現実問題、諸君には出席日数ならびに中間試験を飛ばした分の点が足りないのだからして、仕方があるまい」

　日頃は比較的話の判るモアブまでもが、冷たく言い放つ。

「小生としても、心苦しい限りである。特に、そっちの五年には心から！　本当にさっさと！　『塔』から出て行……もとい、卒業を果たして世の役にたってもらいたいというのに！」

　腹の底から忌いま々いましげに数術導師は言う。彼とアフェクの不幸な因いん縁ねんについては、『塔』中が知るところ。その心境が手に取るように判るだけに、彼の担当修道生たちはもはや口を噤つぐむしかなかった。

「それと、バレク君」

　更に、学長がのたまう。

「ご存じのことかと思うが、我ら神官にとって結婚は半ば義務、優秀な子孫を残すことも大切な務めではある。だが、修道生のうちは妻帯は禁止、修行の邪じや魔まになるような淫みだらな行為も一切禁止であるのは変わらないので、そう心得ておくように」

「は……」

　再びの硬直、凍結。

　───入力されたデータが認識できません。

　ぽかんとしたアガーテの声がどこからか鳴り響いた気が、する。

「つまり、その、僕の契約印が現状から大きくなった場合は……？」

「そのときこそ、放校処分と心得るがよろしい」

「わー！」

　悲鳴を放って、ヨシュアは妻を突き飛ばした。すっかりやる気になっている彼女は、さっきから遠慮容よう赦しやなく彼にぴったり張り付きっぱなしだった。

「離れて！　スーリィン、すぐ離れて！」

「なんでじゃー！」

　意地になった妻はいっそうの力をこめて、抱きついてくる。もはや、愛情表現のハグの域を越え、意識を落としにかかっているのではと疑うたがうような力で。

　窮きゆう地ちを絵に描いたような状況に、ヨシュアはひとり懸命にもがく。それを唖あ然ぜん憮ぶ然ぜんと眺める一同の中、妙に寛くつろぐ軍服姿を見定めて、彼は思わず声を張った。

「ちょっとエレミヤ、笑ってんじゃないよ！　だいたい何しにきたんだ、あんた！」

「そりゃ、一連の報告と我が太守様のご意向とか今後の献けん金きんの額がくなんかを伝えに。神官諸氏の先々にたいへん役立ちそうな押収品まで、携たずさえてね」

　言いながら、彼は懐ふところから銀の腕輪を二つ取り出し翳かざして見せた。間違いない。かのデリラ・ジダルが所持していた品……つまり、高位神魔をも閉じ込め封じる、ルステラの宝とそのレプリカである。

「よかったろ？　助かったろ？　もっと泣いて感謝してくれなさいよ？」

「そんな」

　明らかに面おも白しろがっている言い様に、ヨシュアはなおも毒づこうと口を開いたが、

「言っておきますが、小官はデリラ・ジダルを完全に見失った件と、リベカ・バレクに勝ち逃げされた件と、貴兄らにつきあって半年近く軍務に空白時期を作った件について、さんざん問もん責せき受けた挙げ句に、遺族年金一部没収並びに一年半減げん俸ぽうですが、何か？」

　最高潮によい笑顔で申し渡され、一度すべてを喉のど奥おくへと押し戻すしかなかった。

「ダルタス様は……お元気で？」

　恐る恐る訊ねる彼に、ルステラの忠臣はこれまでないほど剣けん呑のんな笑顔を更に向けてくる。

「元気ですよ！　デリラ・ジダルがあのまままた行方不明になりましたから半分だけですけどね！　ええもう、またも結婚する気ぜんぜんナッシングで、それどころか『私もどうせなら、神魔のお嫁よめさんもらおうかなあ』とか言い出して、いまルステラ宮殿大パニックですよ！　おまえらちゃんと子供出来るの？　うちの次代の太守は半妖なの？　もういやだー！」

「えええ……」

　謂いわれのない弾だん劾がいに、ヨシュアが首を竦すくめて後じさる横で、

「ちょっと、馬鹿嫁！　いまの聞いたでしょ？　劣等生の先行きが大事だっていうなら、さっさと離れなさいよっ」

「なんじゃと、この小娘！　馬鹿と言う方が馬鹿なのじゃぞ、ばかバカ馬鹿ーっ！」

　神魔の嫁と彼の同級生はいまや摑つかみ合あい寸前だった。

「うるさい、どっちが馬鹿なの！　だいたいあなた、正妻の座が絶対安定だと思ってるんだとしたら、とんだ勘違いなんですからねっ！　神官っていうのはいくらでも奥さん娶めとっていいんだし、これからは他の神魔だって劣等生のこと狙ねらいにくるわよ？　あなたと同じ位階の神魔、風水土気であと最低四人はいるんでしょう？　位階二位は？　三位はどうなの？　その中に雌めすは何人いるのかしらっ？　先が楽しみねえー！」

　ホホホホホとティエルは天を仰あおいで高笑い、スーリィンは完全に硬直した。みるみるうちに、その美しい顔から血の気が失せていく。

「うわ、言っちゃったよ、あいつ……」

「実は大真理……」

「それ薄々感づいてたけど、敢えて誰も口にしなかったのに、お嬢様ったら……」

　気まずそうにラキシュたちは呟き、救いを求めて導師たちを見たが、彼らは用事は終えたとばかりにそそくさと退出していく。

　他の二人、アフェクとエレミヤはもはや彼らの騒ぎには馴なれたというように、見守っている。もっとも、前者はこれからさんざん罵ば倒とうするぞという顔で、後者はぐったりと疲れ果ててではあるが。

「やはり、止めじゃスーリィンのヨシュア！　神官なんぞになってはならん！　どこぞでひっそり二人で暮らすがよい！」

「だ、大丈夫ですってば。妻が思うほどには夫はモテないものなんですってば、スーリィン……」

「さー、それはどうかしらねっ！　先のことは誰にも判らないわ。意外に間近にだって敵は潜ひそんでるかもしれなくてよっ？　油ゆ断だんしてるとひどいんだから！」

「ここでその台詞って、君はいったい僕になんの恨うらみがあるんですか、ティエル……」

　伝統ある『星紺の塔』の、更に厳げん粛しゆくかつ荘厳な礼拝場に悲鳴と怒ど号ごうがこだまする。

　ひとまず、命は長らえた。

　しかし、あれほど奮ふん迅じん努力してきたというのに、進級はついに夢と消え。

　見事、二年生おかわり決定。

　名実ともに劣等生になりおおせ、夫婦仲もいまここに至って実に不安定。

　ひたすら喧かまびすしい空気の中、見習い神官ヨシュア・バレクの溜め息は散っていくのだった。虚むなしく、淡く。














　中ちゆう興こうの六神官は、かく語る。




「はや世界の陽は暮れて

　人みな絶望の淵ふちに佇たたずむ。

　神亡き大地に栄えはなく

　天は重く落ちたもう。




　波の果てには異界あり。

　神と神魔の遣つかわせし、境なり。

　神亡き大地に光はなく、

　地は深く閉ざされたもう。




　聖所に舞うは正にして邪、

　監かん獄ごくの守人これひとり。

　戒いましめはただ永久とこしえに続き

　苦難の失せることはない。




　人よ、能よく聞け。

　努ゆめ々ゆめ違たがえて侵すなかれ。

　そは命の狭間はざま、涙の谷。

　時も惑まどいし、魂たましいの最果て。




　だが、同胞よ。

　いつの日か辿たどり着つけ。

　心ある者、かの地を越えよ。




　神の御意は我が内にあり。

　新たな契約へやがて至れり。

　滅びの果てに道は拓ひらけ、

　神魔はそれを導みちびくであろう」、と───。








アリステア行伝










あとがき




　初めましての方もそうでない方も、こんにちは。佐さ々さ原はら史し緒おでございます。「昨年に比べて今年は暖冬」という予報に期待しつつの如月きさらぎ末、当シリーズ四巻をお届けいたします。去年はホント雪に泣かされましたんで、ええ……。

　前の巻のあとがきで「次はもっと穏やかに書き終えたい」などとホザいておったのですが、この巻では更に波は瀾らん万ばん丈じよう。実家まわりがガタガタのあっぷあっぷで、埼玉の仕事場と神奈川の実家とを往復して数カ月を過ごし、最後は高熱にうなされつつの執筆でした。し、正直、前よりずっとひでえや！　トホホ。

　それでも、担当Ａ女史がスクランブル体制を組んで下さり、せんむ様がそれに快こころよくつきあって下さり、息も絶え絶えになりながらもなんとか幕を下ろすことができました。皆様、本当に申し訳ございません。そして、ありがとうございました。

　それとはまたちょっと別に、読者の皆様にもお詫わびしないとならない問題が一つ……ツイッターや当方ブログなどでちらちら予告していたことですが、「ＦＢオンライン」上で不定期連れん載さいしていた当シリーズ短編がですね……紙の本としては発刊できなくなってしまいまして。ほらアレだ、大人の事情というやつでございますよ……。

　が、しかし。

　以前でしたら、ここでお話は切なくもすぐ終わってしまうのですが、平成も四半世紀余も経てば様変わりするようでして、電子書籍だけはなんとか発売できる運びとなりました！　ブックウォーカーで三月末に、その他電子書籍サイトでは四月末発売されます！　今巻にも出てきたエピソード……最初の『見聞の旅』の帰路とダルタスの琵琶バルバツドの話、二巻で惜しまれつつ（？）退場したマルタ先生の話、ギレアドの目から見た『塔』に入ったばかりの頃のヨシュアとラキシュの話、そして、一年坊主の頃のアフェク先せん輩ぱいと彼にさんざん振り回された元同級生ハーカン・レザスさんのお話がつまって、せんむ様の描き下ろしイラストやキャラ設定画まで入るという大おお盤ばん振ぶる舞まい！　お得！

「電子書籍の環境ないんだけれどっ」という方には本当に申し訳ない限りなのですが、ファミ通文庫さんとしては初の試こころみ、Ａ女史の頑がん張ばりのおかげでなんとかこの形だけにはこぎつけることが出来た次し第だい。

「ご自分でまとめたかったらそうしてもいいですよ」ともおっしゃっていただいたのですけれども、わたくしがちまちま薄い本にするよりは、ずっと多くの方に楽しんでいただけると思い、このような形に踏み切らせていただきました。だいたい自力頒布の場合、せんむ様の美麗イラストをちょうだいできるはずがないじゃないですか……っっ。まだちびっこの頃のアフェクは短編にしか出てこないんですよ、せんむ様の絵でどうしても拝見したいのですよっっ！　せんむ様の描かれる人物はヒロインたちはもちろん、主人公といい太守といいエレミヤといい男性もみんな本当に魅力的で大好きです。今作に出てきた新キャラも、もう片っぽにそっくりという設定ながらまったく違う味が出ていて、ホントええ感じでございます。重ね重ね御礼申し上げます。

　そんなわけで。

　本当に最後の最後までバッタバタのぎっちぎちな当シリーズでございましたが、ここまでご愛あい顧こ下さった皆様には感謝の言葉尽くせませんです。ティエルのことをもっと書いてあげたかったなあとか、位階二位三位の神魔のことも具体的に出したかったなあなど、反省点も多々残してしまいました。が、いままでは敢あえてしなかったことにあれこれチャレンジしてみたり、大好きな短編をいくつも書けたりなどして、思い出深い一作となりました。わたくしはキャラが暴走して収拾がつかなくなるなどあまりない方なのですが、今回はスーリィンが最後なんかすごいこと言い出して、書いてる自分が一番驚おどろきましたです。恋愛脳こわい。そして、この先、アフェク先輩と○○して五○年後ぐらいに○ねって彼女に脅おどされるだろう方々がたいへんお気の毒ですね……はい。




　ともあれ、ひとまず。またお会いできる日を夢見つつ。





二○一五年睦む月つき　佐々原史緒　拝
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